
 
 

  



 
 

はじめに 

 

生涯学習・社会教育をとおした地域の教育力向上が求められているなか、富山県において生涯

学習や社会教育を推進している富山県民生涯学習カレッジ、富山県公民館連合会、ＩＣＴを活か

した生涯学習を展開している富山インターネット市民塾の関係団体が連携・協力し、地域人材の

育成と活用をどのように図ればいいか研究してきた。一人ひとりの学習者が、自らの学習を振り

返り、学習の質向上とさらなる学習意欲を喚起するための e ポートフォリオの開発、個々人の学

習成果に社会的質保証を与え、学習成果を社会に活かす仕組みとしての e パスポートの開発研究

など、従来の生涯学習に ICT の機能を最大限活かした新たな生涯学習振興モデルに関する実証研

究である。	 

本年度は、これらの研究成果を活かし、学習意欲のある生涯学習人材が、地域課題解決に向け、

活躍の場を広げられるようにするにはどのようにすればいいかについての研究を進めた。生涯学

習を担う人材を、いかにして地域の市町村や公民館などの社会教育施設と連携を図りながら活用

していくか、いかに意欲ある学習者の活動の場を確保していくかという問題である。いうなれば、

学習者が自らの学習のみに満足せず、学習の成果を地域に活かす出番づくりの仕組みを ICT の機

能を活かして、どう実現するかという課題である。	 

生涯学習施設では、生涯学習人材データベースが開発され、数多くの人材が登録されている。

しかしながら、そこでの登録情報は、ともすると学習履歴や活動実績などの文字情報が主で、学

習成果を地域活動に活かしたいという学習者の熱い思いや活動の実体がなかなか伝えられていな

いのが現実である。	 

このような状況にあって、ICT の機能を活用することで、大きく２つの効果が期待できる。一

つには、ネットワークには組織を横断的につなぐ機能が期待できる。生涯学習・社会教育施設は、

ともすると、自らの組織の中に閉じてしまい、広く他の地域・組織と情報を共有することが乏し

いという。ネットワークを活用すれば、これら組織の連携・情報共有が効果的に実現できる。二

つには、映像情報の開発と発信が、安価で容易に可能になってきたということである。文字情報

に比べ、映像情報は、確実に発信者の思いや活動の実体を効果的に伝えられる。これらの二つの

技術的側面を、学習者の出番づくりの拡大にどのように活かしていけばいいか、人的組織をどの

ように構築していけばいいかを明らかにすべく、県内関連機関が協力して実証研究に取り組んだ。

学習人材の出番を広げ、学びによる絆作り、地域活性化に向けた生涯学習振興の新たなモデルと

して、本研究成果が、今後の生涯学習・社会教育の発展に役立つことを期待したい。	 
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１	 調査研究の目的と概要 

１-１	 研究の背景 

第６期中央教育審議会生涯学習分科会における議論の整理（中間とりまとめ）では、国民が、

いつでも、ライフステージや置かれた状況に応じた学習の機会が得られ、学習の継続と学習の成

果を生かすことができる生涯学習社会の実現と、そのための地域住民の学習活動を支援するプラ

ットフォームの構築が強く求められている。民間団体と地方公共団体等が連携して実施するＩＣ

Ｔを活用した学習成果の評価や社会的通用性の向上に資する取組の普及が望まれている。 

また、中間とりまとめでは、学習活動の成果の評価・活用の推進のために「学習成果が適切に

評価され、社会で幅広く通用するための環境の構築が求められる」としており、「個人の学習意欲

の増大や社会全体の教育力の向上という観点からも、学習成果が地域をはじめとした様々な場で

活用されること」をとおして、「知の循環型社会」の構築を目指している。しかし、「現状は、個々

の学習活動の学習成果を明示化して、評価する手法が社会的に認知されていなかったり、学習成

果を活用する場とのマッチングの環境の醸成について不十分な状況」にあり、その解決策として、

「人材認証制度等による学習者の学習成果の評価・活用のための仕組みや認証の共通枠組みの構

築に向けた検討」が求められている。学習成果の評価・活用のための仕組みや認証の共通枠組み

の構築のためにも、「民間団体と地方公共団体等が連携して実施するＩＣＴを活用した学習成果の

評価や社会的通用性の向上に資する取組（ｅポートフォリオ、ｅパスポート）」の成果の普及が望

まれている。 

このような中で、生涯学習・社会教育をとおした地域の教育力強化に向けて、富山県において

生涯学習や社会教育を推進している富山県民生涯学習カレッジ、富山県公民館連合会や地域住民

の学習活動を支援する生涯学習ＩＣＴプラットフォームとして活動してきた富山インターネット

市民塾の関係団体が効果的なネットワークを組み、ｅポートフォリオ、ｅパスポートの活用をと

おして、地域人材の育成と活用をどのように図ればいいかを実証的に明らかにしてきた。 

 

１-２	 これまでの取り組み 

１-２-１ 地域人材の育成と活用	 －富山県の教育政策と課題 

富山県（以下、県）では、地域社会への帰属意識の希薄化や住民交流の機会の減少が進行する

一方で、優れたふるさとの歴史や文化に対する認識の低い県民が思いのほか多く、地域コミュニ

ティの活力衰退等が懸念されている。このため、県では、地域の魅力に関する学びの機会をとお

して、ふるさとへの愛着と誇りを育み、将来を担い、活躍する人材を育成し、活力あるふるさと

づくりを進めるため、学校・家庭・地域等を含めた県民運動として「ふるさと教育」を展開して

いる。 

平成２１年度、県の知事政策局と教育委員会が設置した「ふるさと教育有識者懇談会」が、平

成２２年２月に提出した「ふるさと教育の振興に関する報告書」では、ふるさと教育の振興を図
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る具体的方策の一つとして、「ＩＣＴを活用してふるさとの歴史や文化を学び、親しむ」が挙げら

れており、ＩＣＴを活用したふるさと学習を支援する人材養成の重要性が提案された。 

平成２１年度末から、総務省地域情報通信技術利活用推進交付金事業として、県と財団法人富

山県ひとづくり財団が主体となり、「ＩＣＴを活用した地域ぐるみのふるさと教育と人の交流推進

事業」を開始した。富山インターネット市民塾を基盤に、インターネットとパソコンやケーブル

テレビ、携帯電話等のＩＣＴを活用した、「いつでも・どこでも・誰でも」自分に合った学習等を

可能とする「富山型地域ぐるみのふるさと教育とプラットフォーム」というしくみの構築ととも

に、ふるさとを伝え・支える人材として、「県民ふるさと講師」と「住民ディレクター」の育成が、

この事業の柱となっていた。 

富山県民生涯学習カレッジにおける人材育成・活用事業の他に、上記のＩＣＴを活用した事業

の継承事業として、平成２２年度から２４年度まで、県教育委員会は富山インターネット市民塾

推進協議会への委託事業「ＩＣＴ活用ふるさと学習コミュニティ活性化事業」を実施し、「ＩＣＴ

ふるさと学習推進員」の育成を行ってきた。 

育成講座の修了者には、富山インターネット市民塾、富山県民生涯学習カレッジ、公民館等で

講座を担当するほか、講演会講師、団体サークルやイベントの主宰、施設ボランティア等として

活動している者が多いが、中には講座の受講・修了が主目的で、学びの成果を地域社会に生かし

ていない者も少なくない。また、自らの活躍の機会を自発的に地域において創出していこうとい

う意欲をもった人材ばかりではないのが現状である。学習成果が地域社会で活用されることが理

想だが、県民の学習成果を活かした活動が地域社会で展開されるように工夫していくことが今後

の課題である。 

 

１-２-２ 地域人材の育成と活用	 －富山県民生涯学習カレッジの取組と課題 

富山県民生涯学習カレッジでは、講座提供から人材育成への転換をめざすモデル事業として、

平成１９年度から平成２１年度までの２期３年間(１期１年半)、「はつらつ学びのリーダー育成事
業」を実施した。この事業の趣旨は、団塊シニア世代を中心に、県民の学習活動を支えるボラン

ティア指導者を発掘するため、その知識や技能を習得する機会を提供するとともに、県内市町村

や公民館などの施設とも連携・協力することで、より多くの県民が生涯学習に参画するとともに、

県民による社会貢献に対する支援でもあった。 

受講期間は１期１年半にも及んだにもかかわらず、修了率が約９０％と高かった背景には、受

講者の高い学習意識や、受講をとおして仲間意識が醸成されたことなどが要因であると考えられ

ている。 

平成２２年度から平成２４年度は、「ふるさと学びあい推進事業」を実施した。この事業は、ふ

るさと教育を推進する生涯学習団体等の指導者を育成するとともに、地域住民が身近なふるさと

について学びあう自主的な学習を支援するために、以下の２つの内容で構成されている。 

・	 郷土に関する学習を深めている生涯学習団体等が企画・運営する「ふるさととやま発見教

室」開催の支援（平成２２年度・２３年度のみ実施） 
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・	 ふるさと教育を推進する生涯学習団体等の指導者やふるさと学習のボランティアを育成

する「ふるさと指導者セミナー」の開催 

受講者からは、ふるさとの魅力再発見や学びあう楽しさや喜びなどを体験することができ、充

実した学習であったなどの声が寄せられるなど、満足度は高かった。中には、「単なる参加から参

画への意識が高まった」「教えることは最良の喜びであると実感した」との意見もあった。 

この２つの人材育成事業をとおして、共通の課題も明らかになった。それは、生涯学習を担う

人材を、いかにして市町村や公民館などの社会教育施設と連携をとりながら活用していくか、い

かにして活動の場を確保するかという点である。あわせて、地域のニーズを把握し、ニーズに基

づいた人材育成の講座を実施することも重要である。換言すれば、地域人材の育成には、人材と

地域との橋渡し機能の拡充が必要である。 

同時に、生涯学習に携わる人材の裾野を広げるためには、新たな人材の掘り起こしも進めなけ

ればならない。学習意欲や社会への貢献意欲の高い県民に対しては、今までの学習成果をさらに

高め、活用（還元）する手立てが必要である。また、「協力者がいない」「知識はあるが適当な教

材がない」等の理由で新たな一歩を踏み出せない県民に対しては、モチベーションの向上やスキ

ルアップを図るための時宜を得た研修会の開催が必要であるとともに、助言や相談、各種機関と

のコーディネートができる人材の養成も求められている。 

また、富山県民生涯学習カレッジでは、生涯学習の講座や地域人材の情報についてインターネ

ットを通じて紹介する「とやま学遊ネット」の運営を平成８年より行っている。県民が受講した

富山県民生涯学習カレッジ主催の講座、県下の大学や市町村他が主催する講座（連携講座）の受

講履歴、取得単位を「とやま学遊ネット」が継続して記録、管理を行っており、類似の生涯学習

システムにはない最大の特徴といえる。県民は、「とやま学遊ネット」を利用することで、いつ、

どのような講座をいつ受講したのか確認できる。受講に熱心な県民には、年に一度開催されてい

る県民カレッジ学遊祭にて、単位認定授与を行い、顕彰している。 

生涯学習に参加した受講履歴の記録と管理は、継続して行われているものの、今後、県民が生

涯学習で学んだ成果を地域活動等にて発揮するため、「とやま学遊ネット」に記録された受講履歴

を生かし地域活動に展開することや、学習の記録に加え、自ら学習の実績や成果を地域に対して

発信できる仕組み作りが課題である。 

 

１-２-３ ｅポートフォリオ、ｅパスポートを活用した人材活用推進の取り組み 

富山県内の社会教育、生涯学習関係施設（富山県教育委員会、富山県民生涯学習カレッジ、富

山インターネット市民塾）が研究協議会をつくり、「人材情報の共有化」と「地域ぐるみの認証体

制の確立」を通して、社会教育、生涯学習にて育成した地域人材の活用の促進を図ることを目的

とし、以下の事業に取り組んできた。 

・ 既存の様々な地域人材を育成する取り組みのネットワーク化 

・ 地域人材の学習成果を地域で生かすためのネットワーク化 
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（１）地域人材を育成する既存の様々な取り組みのネットワーク化 

既存の地域人材育成、社会教育事業のレベルアップと相互連携を図り、公民館、学校等にて地

域人材の活用を行うことができるよう、人材育成のネットワーク化を構築した。 

（２）地域人材の学習成果を地域で生かすためのネットワーク化 

ネットワーク化し育成した「ＩＣＴふるさと学習推進員」や「情報サポータ」の地域人材が、

公民館、学校等の地域のさまざまな場で地域人材として生かされるよう、育成機関と人材活用を

行う公民館が連携し、活動を支援するネットワーク化を構築した。 

事業では、学習者が地域人材として自身の経験、成果を振り返り、地域活動のテーマ、目標、

実績などをｅポートフォリオとして記録を行っていただき、記録をもとに、地域に対して自己を

ＰＲするためのショーケースとしてまとめていただいた。富山大学／富山県教育委員会／富山県

民生涯学習カレッジ／富山県公民館連合会等、生涯学習、社会教育関連施設による人材の評価委

員会を設け、学習者が作成したショーケースに対し、地域人材として活躍するための実績、実績

を地域で役立てるための目標と現在の取り組み、活動に求められる能力（コンピテンシー）につ

いて評価、厳正な認定を行った。教育委員会や社会教育機関を含めた地域が一体となって保証し、

人材情報に対する信頼性を高め、人材や人材の持つ能力に対する社会的な通用性が得られるよう

認定の証として地域ｅパスポートを発給した。また、地域人材情報ポータルサイトを開設し認定

を受けた地域人材の情報提供を行った。 

 

 

図  1	 人材評価モデル  

ショーケース

○成果に対する評価
■学習歴と履修実績
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図  2	 学習成果の評価と認定体制  

以上の事業の効果として、学習者がｅポートフォリオ、ショーケースを作成することで、自身

の持ち味や得意分野を再認識する機会となったこと、学んだことを生かした活動目標づくりに役

立ったことが挙げられる。また、目標に対し、関係機関の支援を生かして地域活動の取り組みを

より具体的に計画できたとの意見が聞かれた。生涯学習、社会教育関連施設の委員からは、ｅポ

ートフォリオ、ショーケースによる学習成果のまとめや、ｅパスポートによって示された学習成

果と活用の目標は、学習成果を積極的に生かす意識向上と、これを支援する社会教育、生涯学習

機関の役割の上で、重要な情報であるという指摘があった。 

地域人材が地域活動のテーマ、目標、実績などをショーケースにより公開することで、従来の

人材バンクで扱われる人材情報に比して地域人材一人ひとりの「個性」「人となり」が窺えること

から、関係機関の支援や活動の場の提供など活動機会の広がりにつながる取り組みとして評価さ

れたものと考えられる。また、ｅポートフォリオのショーケースにあるテーマ、目標、自身の経

験や取組への努力は、人材を求める地域の社会教育・地域づくり関係者側に、大きな「地域を思

う仲間と感じられる」「顔が見える」効果をもたらした。 

このような地域学習の実際へのマッチングという点から、ショーケースという形による一人ひ

とりの活動動機、目標設定、活動のための学習・研究実践、成果のまとめや指導意欲の公開は、

文字で紹介されるその人材の特性、分野等を補完するというレベルを超えてネットワークとして

活用されていくための大切な機能を有する可能性が明らかとなった。 

以上のように、富山県民生涯学習カレッジをはじめとする、生涯学習、社会教育に関する組織

では、その目的に応じた生涯学習・社会教育活動を行なっており、組織間で連携協力し、ネット

ワークをより深化させることで、地域課題に対応した地域人材育成の質向上と学習成果を地域に

生かす活躍の場の広がりが見えてくることが、今後、期待できる。 

具体としては、県民の学習成果を活かした活動が地域社会で展開されるための仕組みとして、

富山県民生涯学習カレッジ参加者を対象に、県民が広く参加する「とやま学遊ネット」に長年蓄

ショーケース ネット

評価委員
会

評価委員会

○富山県教育委員会
生涯学習・文化財室長
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○富山県公民館連合会
事務局長
○富山大学
人間発達科学部 他

事業者

評価
シート

申請

発給

パスポート番号
によるアクセス
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積された受講履歴の記録を活用し、県民が自身の学習の記録に加え、学習の実績や成果を地域に

対して発信可能な生涯学習ＩＣＴプラットフォームを整備する。この生涯学習ＩＣＴプラットフ

ォームにより、県民がこれまでの生涯学習の成果を生かす地域人材として、受講履歴と学習の記

録から、自身の経験、成果を振り返り、地域活動のテーマ、目標、実績などショーケースとして

まとめ、地域人材を活用する公民館や学校、生涯学習施設等へ、情報発信を行うことが可能とな

る。 

 

図  3	 学習成果を社会に活かすための地域基盤を目指して  

地域人材が地域活動に関われるよう、人材活用に対する受け入れ側のニーズの調査と、これま

で認定した地域人材の地域での活動状況について調査を行う。調査結果より、受け入れ側と地域

人材とのマッチングにつなげる他、人材に対する助言や相談、各種機関とのコーディネートを行

う。 

連携講座を含め多くの講座を開講し、県内の生涯学習の中心的拠点である富山県民生涯学習カ

レッジを本事業の対象とすることで、全県的な学習成果の評価と活用の取り組みとなることが期

待できる。また、学習支援、学習成果の評価、学習成果を活かした活動支援にｅポートフォリオ、

ｅパスポートが果たす効果の検証や検証より作成するｅポートフォリオ、ｅパスポートの運用に

ついてモデル化することによって、他の都道府県の生涯学習機関でも導入可能なシステムとして

展開することが可能になる。 
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１-３	 今年度の目標 

富山県における生涯学習推進の中核的機関である県民カレッジにてｅポートフォリオ・ｅパス

ポートによる学習成果の評価・活用支援についての実証研究を実施する。 

 

（１）学習の記録における活用効果に関する検証 

県民カレッジ利用者を対象に、学習やボランティア活動等の記録に、ｅポートフォリオを活用

するとともに、既存の学習記録等との連携の可能性について検証する。 

（２）学習者自身による学習成果の活用支援のあり方に関する検証 

学習や活動記録の振り返りにｅポートフォリオの活用を促し、学習成果を活用する意欲醸成に

どのように役立つか検証する。 

（３）学習成果の評価における活用効果、課題に関する検証 

学習成果を活用しようとする学習者に対し、目標やこれまでの取組、学習実績の記録と評価、

振り返りの支援を行う。また、学習の成果が社会に活かされる仕組みについて試行し、効果、課

題等を検証する。 

（４）学習成果を活かした活動支援のあり方に関する検証 

学習成果を活用しようとする学習者を、公民館等の社会教育施設や学校支援地域組織等、広く

紹介し、活動機会の創出にどのように役立てることができるか、その可能性について検証する。

あわせて、既存の人材データベースとの情報連携や、学習・活動相談における認定情報の活用の

可能性についても検証する。 

 

１-４	 今年度の実施体制 
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  氏名 所属 職名 

  荒井 克博 富山県民生涯学習カレッジ 学長 

  木村 博明 富山県教育委員会生涯学習・文化財室 室長 

  黒田  卓 富山大学人間発達科学部 教授 

  柵  富雄 NPO 法人地域学習プラットフォーム研究会 理事長 

オブザーバー 立田 慶裕 国立教育政策研究所生涯学習部 統括研究官 

  中村 啓志 富山県公民館連合会 事務局長 

代表 山西 潤一 富山大学人間発達科学部 教授 

事務局 吉田 真理 富山インターネット市民塾推進協議会 事務局 
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２	 実施内容 

２-１	 出番づくり応援プログラム 

学習成果の ICTを使った活用支援に関する地域実験として、働きながら地域に何ができるか考
えたい人、退職後のこれからの自身の活動について考えたい人を対象に、地域での出番づくりを

支援する「出番づくり応援プログラム」を実施した。 

「出番づくり応援プログラム」として、e ポートフォリオ、ショーケースを活用した学習成果
の活用支援のモデルを試行的に実施し、学習成果を活用する学習者にとっての効果、学習成果を

促す推進機関（県民カレッジ等）にとっての効果や運用における課題と可能性を評価した。 

 
応援プログラム説明会	  

「出番づくり応援プログラム」の実施内容の説明と、自身の学びや活動の実績につい

て振り返り、地域の中でどのような活動が行えるのか考えるためのワークショップ、

グループディスカッションの場として、「応援プログラム説明会」を実施した。 
内容：自己紹介、活動事例紹介、グループディスカッション、 

活動プランづくり、eポートフォリオの活用について説明 
日時：平成 25 年 12 月 23 日（月・祝）13：30 ～ 16：00 
場所：富山県教育文化会館 403 号室 
参加人数：28 名 

 
今後地域で取り組むそれぞれの活動について、活動を実現するに際しての課題や目標、

課題を解決するための方策、活動の場について相談するための相談会を実施した。相談

会は、計５回、県民カレッジ、富山インターネット市民塾にて行った。また、活動や実

績を記録し振り返るのに活用できる e ポートフォリオについて説明を行い、e ポートフ
ォリオの日常的な活用についてフォローを行った。 

 
第一回相談会 

内容：相談会概要及び eポートフォリオの利用説明、個別相談会 
日時：平成 26 年 1 月 8 日（水）11：00 ～ 12：00 
場所：富山県教育文化会館 203 号室 
参加人数：3 名 

 
第二回相談会 

内容：個別相談会、活動プラン進捗状況確認 
日時：平成 26 年 1 月 18 日（土）11：00 ～ 13：00 
場所：富山県教育文化会館 203 号室 
参加人数：7名 
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第三回相談会 
内容：個別相談会、活動プラン進捗状況確認 
日時：平成 26 年 1 月 25 日（土）10：50 ～ 12：10 
場所：富山県教育文化会館 203 号室 
参加人数：7 名 

 
第一回活動プランづくりのための相談会＆活動プランづくりに役立つ貯金箱（e ポートフ
ォリオ）説明会 

内容：「学びの貯金箱」（eポートフォリオ）の活用・操作方法について説明、 
個別相談会 

日時：平成 26 年 1 月 30 日（木）10：00 ～ 12：00 
場所：富山インターネット市民塾 
参加人数：4名 

 
第二回活動プランづくりのための相談会＆活動プランづくりに役立つ貯金箱（e ポートフ
ォリオ）説明会 

内容：「学びの貯金箱」（eポートフォリオ）の活用・操作方法について説明、 
個別相談会 

日時：平成 26 年 2 月 1 日（土）10：00 ～ 12：00 
場所：富山インターネット市民塾 
参加人数：4 名 

 
今後地域で取り組むそれぞれの活動について活動プランとしてまとめたものを、e ポー
トフォリオのショーケースを使って、広く地域に広報するための方法について説明を行

った。また、e ポートフォリオの日常的な活用や、実績の積み重ねによるショーケース
更新についてフォローを行った。 

 
活動プランづくりのための相談会＆活動プランの電子化（ショーケース）説明会 

内容：広報に向けた電子化手順（ショーケースづくり）について説明 
日時：平成 26 年 2 月 12 日（水）17：00 ～ 18：00 
場所：富山インターネット市民塾 
参加人数：2 名 

 
「出番づくり応援プログラム」の予定、取組の報告を「出番づくり応援レター」として

電子メールおよび郵送にて行った。レターには、e ポートフォリオ、ショーケースの活
用についての案内、資料を同封した。 

 
第一回 平成 25 年 12 月 27 日（金）配信 21 名  

説明会参加の御礼、プランづくりの資料の案内 
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第二回 平成 26 年 1 月 10 日（金）配信 22 名 
相談会、発表会の日程案内、活動プランの応募方法、質問回答、近況アンケート 

第三回 平成 26 年 1 月 23 日（木）配信 30 名 
活動プランの応募とその取扱い、活動プランづくり、学びの貯金箱紹介、近況アンケ

ート 
第四回 平成 26 年 1 月 28 日（火）配信 30 名 

説明会参加の御礼、活動プランづくりのための相談会＆活動プランづくりに役立つ貯

金箱説明会 
第五回 平成 26 年 1 月 30 日（木）配信 31 名 

電子化の効果について、学びの貯金箱活用資料のご案内、相談会＆説明会日程案内 
第六回 平成 26 年 2 月 6 日（木）配信 31 名 

学びの貯金箱の活用・操作方法に関する資料案内、広報活動について 
第七回 平成 26 年 2 月 10 日（月）配信 17 名 

活動プランへのアドバイス、広報に向けた電子化について 
第八回 平成 26 年 2 月 14 日（金）配信 31 名  

活動プラン発表会開催案内 
 
出番づくり応援プログラムの参加者は、これまでの経験や学びの振り返り、地域の公民

館や県民カレッジ、学校、青少年教育施設等での活動に活かす企画を行い、関係機関か

らの応援を受けて活動プランづくりを行った。 
地域のニーズに対応した新しい活動や、県民の目線で地域の潜在的な魅力を伝える活動

など、地域への熱い想いにあふれた活動プランとして１３件の応募があり、うち９件に

ついては活動プラン発表会にて発表を行った。発表を行ったプランから、優れたプラン、

ユニークなプランについては表彰を行った。 
  
 
 活動プランの内容  活動プラン提出後の状

況  
Aさん（男性、
団体職員） 

１９９６年「塚原歴史の会」発足。同志を集

め、寺院、神社、古老の話を聞き取り資料を

収集。数千点の資料を 100 ページの冊子にま
とめ、地域 1,000 世帯に配布。塚原の歴史を
塚原校区の子供達へ伝えることを目指しま

す。 

歴史に関するテーマで地

域にて活動を展開。映像資

料をネットで公開するな

ど、ICTを活用した活動と
して評価を受けた。 

Bさん（男性、
会社員） 

ストレスや健康についての悩みの多い現代社

会。笑うと楽しくなります。プラス思考にな

れます。プラス思考の人々が多くなれば社会

も元気になります。笑って元気・富山をテー

マに「笑いの体操」（ラフターヨガ）をとおし

富山県民生涯学習カレッ

ジにて自遊塾講座の講師

として、2期目の活動を展
開した。 



12 
 

て、ストレス解消・健康づくり、地域のコミ

ュニケーションづくりを目指します。 
C さ ん （ 女

性）、D さん

（女性） 

声と言葉を使って五感を通して感じること

で、物事を肯定的に受け止めたり、ポジティ

ブな発想ができるよう、お手伝いをしたいと

考えています。人生をワクワク、楽しく、毎

日がきらめいて、イキイキと過ごせるように

一緒に活動しませんか？ 

富山県民生涯学習カレッ

ジにて自遊塾講座の講師

として新たに活動を開始

した。 

Eさん（男性、
公務員） 

富山の郷土検定「越中ふるさとチャレンジ」

の上級合格者らからなる「富山ふるさとマス

ター」として各地で講演活動。くすり、遺跡、

ご朱印を例として富山ならではの魅力や価値

はたくさんあります。富山の魅力や価値を再

認識し、郷土への誇りと愛着を抱き、熱い想

いを持って伝えられる活動を目指します。 

富山県民生涯学習カレッ

ジにて自遊塾講座の講師

として新たに活動を開始

した。 

Fさん（女性、
主婦） 

38年間、能を趣味として続けてきました。地
域の方や子供たちに公民館で、大きな声で謡

を謡っていただき、声を出す楽しさを体験し

たり、無表情と思われている「能面」を実際

に見てもらい、能面を通して見える世界を体

験したりすることで、古典芸能としての「能

楽」を身近に感じてもらえることを目指しま

す。 

能をテーマに生涯学習の

講師として新たに活動を

開始した。 

Gさん（男性、
無職） 

地域住民の活動拠点として、児童や高齢者を

はじめ多くの方に自治公民館を利用していた

だけるよう、取り組んでいます。高齢者の生

きがいづくりのためのグループ活動、サーク

ル活動を定期的に行い、小学生は放課後に宿

題をした後、ゲームや卓球、ドッジボールを

楽しむ等、活動の輪を広げることを目指して

います。 

自治公民館にて、地域住民

を対象に継続して活動を

行っている。 

Hさん（男性、
無職） 

古文書や古地図の解読を通して、地域の歴史

を見直す活動を行っています。小学校での講

演や銀行での展覧会に加え、歴史書の発刊や

地域での活動の輪を広げることを目指してい

ます。 

歴史に関するテーマで地

域にて活動を継続して展

開している。 

Iさん（男性、
無職） 

セーリングを学ぶなか、富山湾から見る立山

連峰や富山の素晴らしい景観を体験できまし

た。海抜０ｍから 3,000ｍの山が見られる、

操船技法の習得に努めな

がら、活動プランの見直し

を進めている。 
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世界に三ヶ所しかないと言われる富山湾から

見た富山の景観は素晴らしいものです。セー

リングをマスターして、富山湾から見える、

立山連峰を望むセーリングを一緒に楽しむ活

動を目指しています。 
Jさん（男性、
無職） 

富山発の言葉である「ケアウィル」は、『豊か

な暮らしに向けた意志』を表します。富山大

学でケアウィル講座を受講した仲間ととも

に、退職後を余生とするのではなく、生きが

いや人生への満足を持つための行動について

考える勉強会を行っています。勉強会での学

び合いを通じて、豊かな暮らしの実現を希望

する人たちとの活動の輪がより広がるよう、

ホームページでの情報発信や各地でのケアウ

ィル勉強会の開催を目指します。 

ケアウィル勉強会にて活

動を継続的に展開してい

る。ICTに興味を持ち勉強
会にて新たな展開を企画

している。 

Kさん（男性、
無職） 

富山の郷土検定「越中ふるさとチャレンジ」

の上級合格者らからなる「富山ふるさとマス

ター」。地域のお寺や神社、文化財について、

本を発行したり、講演したりしています。ま

た、年間を通して 8，9回、県内外の古刹をめ
ぐるサークルの活動を 2006 年より現在まで
続けています。今後、調べたり学んだりした

ことを、できるだけ多くの人に伝えられるよ

う、学校など様々な場所で情報発信していく

ことを目指します。 

歴史に関するテーマで地

域にて活動を展開してい

る。 

Lさん（男性、
無職） 

公民館やコミュニティの活動の活性化・効率

化のツールとして、ホームページを活用した

いという方々に、ホームページ、ブログの作

成を通して、メリットや活用について理解し

ていただくとともに、同様のニーズをもって

いる仲間・公民館・関連者に伝え、「館から環」

のネットワークを広げていくことを目指しま

す。 

公民館にて ICT 活用の支
援を展開している。 

Mさん（男性、
無職） 

これまで県民カレッジの生涯学習講座の受講

を始め、認知症、高齢者支援に関する資格取

得や子どもたちへのレクリエーション活動、

ものづくりボランティアなど様々な活動に関

わってきました。高齢社会を迎えるにあたり

地域住民が支えあう共生社会となるよう、高

認知症、高齢者支援ために

大学開催講座の受講や活

動場所の開拓を継続的に

行っている。 
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齢者の認知症をサポートしあえる地域の絆づ

くりのための講座開設を目指します。 
Nさん（男性、
会社員） 

省エネルギー推進ネットワークとやまの世話

人として、環境省、文部科学省および経済産

業省からの省エネルギー普及啓発に携わって

います。気候変動ー地球温暖化現象に関して、

過去の資料データ・文献や NASA、WMO、
気象庁等のホットニュースをわかりやすく解

説しながら、気候変動について知識を深めて

いくことを狙いとした講座を開講します。講

座を通して、地球環境問題に関心を持つ人た

ちを育てることを目指します。 

富山インターネット市民

塾にて講座を開講してい

る。 

 
地域が応援する活動プラン発表会	  

内容：活動プランを作成した出番づくり応援プログラム参加者による活動プランに 
	 	 	 ついての発表、地域 eパスポート研究協議会委員による発表に対する講評、 

優れたプラン、ユニークなプランに対する表彰（3名） 
日時：平成 26年 2 月 23 日（日）15：30 ～ 17：30 
場所：富山県教育文化会館 403 号室 
参加人数：出番づくり応援プログラム参加者 11名、 

一般参加者 2名、委員等関係者 15名 
 

学びを活かす地域人材ホームページの公開	  
内容：出番づくり応援プログラム参加者を、学習成果の活用の場である生涯学習施設 

や公民館、学校等に紹介し、地域人材としての活動の場づくりとなるよう、 
出番づくり応援プログラム参加者を紹介するホームページを作成し、 
インターネットにて公開した。 
（http://toyama.shiminjuku.com/documents/jinzai/）。 
ホームページには、出番づくり応援プログラム参加者が作成した活動プラン、 
これまでの活動実績や地域での活動目標等を示すショーケースを掲載した。 
また、活動プラン発表会での活動プラン発表の様子を映像として閲覧可能と 
した。 
あわせて出番づくり応援プログラム参加者の地域での活動の後押しとなるよう、 
地域 eパスポート研究協議会に参加する教育委員会や富山県民生涯学習 
カレッジ、大学教員による、出番づくり応援プログラム参加者への応援 
メッセージを掲載した。 

 
学びを活かす「地域人材」紹介冊子配布	  

内容：出番づくり応援プログラム参加者が作成した活動プランや経歴・資格等と 
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ともに、「出番づくり応援プログラム」に関わる関係機関代表者の活動への応援 
コメントを冊子としてまとめ、公民館、学校、青少年教育・生涯学習関連施設 
等に配布した。冊子には地域人材ホームページについても紹介しており、人材 
の詳細や活動プラン等について照会することができる。 

配布先：富山県下市町村教育委員会、高等教育機関、高等学校、富山県内全小中学校、 
生涯学習関連施設、公民館等 

 

２-２	 県民に対する「学んできたことや経験を生かした活動」に関する現状調査 

生涯学習機関等において、学習成果の評価や地域社会での活用をどのように支援すること

が効果的か検討を行うために県民に対し生涯学習に関する現状調査を行った。調査は、ア

ンケートにより行い「学んできたこと、多様な経験を生かした活動」について県民に尋ね

ている。生涯学習で学んだこと、経験が社会に生かされる機会や取り組みを行っているか、

情報をどのように得ているか、学んだこと、経験を社会で生かすことに対するニーズや、

課題、自身に関する情報発信について回答いただき、学習成果の地域社会での活用支援に

ついて考察した。 
 
第 1回	 対象者：出番づくり説明会参加者２６名	 回答２５名（９６％） 

実施：平成２５年１２月２３日 
第 2回	 対象者：県民カレッジ	 とやま学遊ネットマイページ登録者 

	 	 実施：平成２６年２月２６日 
 

２-３	 学習成果を活かして地域活動を行う人材育成・活動支援に関する現状調査 

生涯学習機関等において、学習成果の評価や地域社会での活用をどのように支援すること

が効果的か検討を行うために公民館、青少年施設等に対し現状調査を行った。調査は、ア

ンケートにより行い地域人材の受け入れや育成状況、人材情報、地域課題の把握、人材の

学習成果を生かすための取組と課題について回答いただき、人材育成・活動支援について

考察した。 
	 対象：公民館、青少年教育施設等	 ３８４機関	 回答１２６（３３％） 
	 実施：平成２５年１２月 

	 	  

２-４	 県民カレッジでの利用を前提とした学習成果の活用のための eポートフォリオ開発 

ｅポートフォリオシステムは、個人の持続的、自立的な学びを支援し、学びの成果の活用

の仕組みづくりを担うシステムである。 
今年度は、事業テーマの推進のための以下の開発を行った。 
 
（１）生涯学習支援システムと eポートフォリオとのデータ連携機能 

自治体が持つ生涯学習支援システムに蓄積された記録を学習者が学びの振り返りと
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実績の活用のために e ポートフォリオから利用するモデルとして、県民カレッジの
生涯学習支援システムである「とやま学遊ネット」に蓄積された学習実績の記録を

e ポートフォリオで活用可能とするためにネットワーク経由でデータを連携する機
能の開発を行った。 

 
（２）生涯学習支援システムでの人材バッジ機能 

学習の成果を地域に生かそうとする人材であることを示す電子的なバッジを取得し、

富山県の生涯学習支援システムである「とやま学遊ネット」にてバッジを公開する

ことで、人材に対する社会的な通用性を持たせることができた。 
 
（３）eパスポートとスマートフォン連携機能 

eパスポートに印刷された QRコードにより、eパスポートとスマートフォンを電子
的に連携させ、スマートフォンを使い容易に学習の蓄積と振り返りが行えるよう機

能の開発を行った。 
 

２-５	 学習成果を生かした地域活動を行う人材育成と人材情報の共有に取り組む生涯学習機

関の訪問調査 

平成 26年 1月 30日、31日に、学習成果を生かした地域活動を行う人材育成と人材情報の
共有に取り組む生涯学習機関の訪問調査として、秋田県生涯学習センターを訪問した。ま

た、秋田県生涯学習・社会教育研究大会に参加し、秋田県生涯学習センターによる事例紹

介「学びの成果を地域活性化に生かす！	 ～行動人連携学習プログラム開発事業から～」

に参加した。 
 

２-６	 地域 eパスポート研究協議会の実施経過 
 
（１）第 1回研究協議会 

日時：平成２５年１１月１３日（水）	 １０時００分～１２時３０分 
場所：富山県教育文化会館 203号室 
議題：①事業計画について 

②実証研究の協力者の募集について 
③その他 

	 	  
（２）第 2回研究協議会 

日時：平成２６年２月７日（金）１２時３０分～１４時３０分 
場所：富山県教育文化会館 304号室 
議題：①事業状況報告、アンケート調査結果報告	  

②今後の実施内容、人材活用につながる広報について 
③その他 
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（３）第 3回研究協議会 

日時：平成２６年２月２３日（日）１３時００分～１５時００分 
場所：富山県教育文化会館 203号室 
議題：①事業状況報告・今後の実施内容 

②事業（学習成果の評価、活用支援のモデル化）の考察 
③その他	 	  
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３	 実施評価 

３-１学習者にとっての効果 

（１）学習成果の記録と評価 

学習者が積み重ねてきた経験や学びを棚卸し、学習成果としてどのような意味を持つか、自己

評価を行う機会を提供することができた。 

その際、経験や学びの積み重ねに関する記録をデジタル化（学びの貯金箱）し、分野・テーマ

としての深まりや、他の分野との関連などを俯瞰し、学習者自身が学習成果として再認識し、学

習成果を役立てることへの意欲の向上に、eポートフォリオを活用する効果が見られた。 

（２）関係機関、窓口における相談 

学習成果をどのように活かすことができるか、県民カレッジ等での活動相談では、これまでの

学習歴や活動歴を具体的に示し、学びの候補となる活動の場に関する情報を得るなど、効果的な

アドバイスを得る機会を提供した。 

その中で、関係機関における相談の窓口や担当への説明に、デジタル化された学習歴や活動歴、

相談の記録などを活用することで、学習者自身の説明が体系的に分かりやすくなり、より効果的

な活動相談を行うことに役立てることができるようになった。 

デジタル化された学習歴や活動歴は、学習成果を活用する場への訪問調査でも学習者自身が対

面で説明する効果と相まって、効果的な活動相談に役立った効果が報告された。具体的には、個々

の学びとして取り組んできた場やテーマと、地域のニーズの間にはミスマッチが生じることも多

いが、より具体的な情報をもとに、学習者と地域の相互理解を図ることへの可能性が示された。

相談による支援そのものが、「顔と顔を繋いで」情報を把握することの重要さを学習者に気付かせ、

公民館、地域の団体等に出向いて、「思いを語る」形で資料を提示し、実際に自身の学習成果の中

のどの部分をどのように生かせるのかを「肌で」知り得たという事例が多く出ている。 

また、学習者自身の振り返りに対するマンツーマン的支援の結果、学習成果をなおも継続・深

化させ、「自身のレベルアップ」に生かしたいという学習者の「修養」への本音が引き出された。

これは学習成果活用の「質の高さ」に繋がるものである。 

さらに、これらの一連の調査、相談の状況を随時記録することに、紙媒体と電子記録を併用す

る e パスポートを活用することで、学習成果を活かす多様な可能性や課題を、学習者自身が主体
的に考えることにも役立つ効果が得られた。 

（３）学習成果と活動目標の公開 

積み重ねてきた経験や学習を活かした活動プランを広く地域に示し、地域の人材ニーズと結び

つくための情報の公開を行った。この公開する情報として、学習歴や活動歴については、根拠と

なる記録をエビデンスとして示すとともに、体系的に整理・デジタル化された情報内容や、映像

を用いたプレゼンテーションを取り入れることで、これまでにない豊富な情報量と、地域人材と

して顔が見えるショーケースとして広く地域に伝えることが可能となった。 
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デジタル化されたショーケースは、紙の情報に比べ、インターネットを通じて働き盛りの方な

どにも伝わる可能性を高め、活動の仲間づくりや広がりに役立つ可能性を持つ。また、情報の更

新性も高まり常にアップデートされた情報として公開することが可能となった。 

３-２推進機関（県民カレッジ等）にとっての効果 

（１）活動相談の質向上 

県民カレッジでの活動相談では、相談員は学習者が事前に学習歴や活動歴に関する情報をまと

めたものをもとに説明を聞き、適切なアドバイスを行うことに役立っている。 

学習歴、活動歴に関する資料は、紙資料では多くを持参して説明することは難しいが、あらか

じめデジタル化して示した一部の学習者との相談では、活動の様子を写した映像を交えて多くの

情報による活動歴を分かりやすく把握することができ、適切なアドバイスに役立った。 

また、学習者が事前に資料を集めデジタル化する過程で、学習者自身による振り返りと省察を

経ていることも、相談の質向上に役立っていると言える。 

活動相談の質が向上したことにより、相談員として対応した県民カレッジ、公民館連合会、公

民館、生涯学習機関の職員と学習者との交流や信頼関係が増し、学習者の活動へのモチベーショ

ン向上につながった。 

（２）関係機関のネットワーク化 

活動相談は、県民カレッジのほか、地域の公民館ほか社会教育施設等が窓口となっている。学

習者はこれらの複数の窓口を訪ねてさまざまな活動の可能性を模索することもある。その際、各

相談窓口にとって、学習歴や活動歴に関する豊富な情報をもとに学習者から相談を受けることが

できる。 

また、それぞれの関係機関でどのようなアドバイスがあったか、学習者がその記録を示すこと

で、関係機関の間で重複した訪問やアドバイスの齟齬が生じにくくなっているとみることができ

る。 

これらの情報はデジタル化（e ポートフォリオ）することで、いつでも、どの窓口でも、十分
な情報を確認しながら活動相談を受けることが可能となる。 

さらに、これまでそれぞれの関係機関に分散しがちな学習歴、活動歴を、学習者自身が主体的

に集め、活動相談に生かすことは、従来の情報集中管理とは全く違う次元で活動相談のネットワ

ーク化を実現することにつながる。 

（３）県民の活動ニーズの把握 

活動相談を通じて、e ポートフォリオを使った学習者の学習歴や活動歴に関する十分な情報を
もとに、地域における活動に対するニーズを把握することができ、ニーズに対応した人材育成や

人材活用の場づくり等に役立てることが可能になる。 

（４）生涯学習と社会教育のクロスオーバー 

成果を活用したいと考える学習者にとって活動「エリア」が課題になっている。学習者にとっ
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て、自分が学んだ成果がどんな範囲・対象者に生かせるのか、判断が難しい状況にあることがわ

かった。近隣（自治公民館等）・小学校区（公立公民館・小中学校等）・市町村（図書館・資料館・

博物館施設を含め）・広域（県民カレッジ地区センター等）・県域（県民カレッジ・県立の各種施

設・県域 NPO 等）など、生涯学習と社会教育活動とのクロスオーバーを図るための「学習圏レ
ベル」に関する総合的支援体制の整備が重要である。 

 

３-３運用モデルとしての評価 

（１）産学官の連携による応援プログラム 

生涯学習推進の中核的機関である県民カレッジを中心として、産学間が連携することにより各

機関の特色や固有の情報を持ち寄った人材育成のネットワーク化や人材情報の見える化が図れる

ことが明らかとなった。 

相談会では、自らの講座の企画内容に自信が持てない学習者が多くみうけられた。そこで、県

民カレッジの県民主催の講座開設にあたってのノウハウを用い、積極的傾聴を試みることで学習

者の不安を払拭するとともに、面談を通して漠然とした目標が具現化していくよう支援した。ま

た、公民館連合会の事務局長を介して、近くの公民館に足を運び、職員から公民館活動について

説明を受けたり、活動プランに関して助言をしていただいたりしたことで、今後の活動の見通し

を明確に持つことができたという事例もあった。 

e ポートフォリオの活用については、富山インターネット市民塾が関わることで、画像や動画
を使ってわかりやすく自身の学習、活動実績や今後の活動プランを示すことができ、関係機関に

おける相談の窓口や担当への説明が体系的にわかりやすくなることで、効果的な活動相談を行う

ことが可能となった。また、ショーケースの活用についても、富山インターネット市民塾が関わ

ることで、学習者が積み重ねてきた経験や学習を活かした活動プランを地域に示し、地域の人材

ニーズと結びつくための情報の公開を行うことが可能となった。体系的に整理・デジタル化され

た情報内容や、映像を用いたプレゼンテーションを取り入れたショーケースによる人材情報の見

える化により、これまでにない人材に関する豊富な情報量と、顔が見える地域人材として地域に

伝えることが可能となった。 

（２）県民カレッジの単位制度を生す eポートフォリオ 

県民カレッジ受講生の講座受講歴を管理してきたデータベースと、ｅポートフォリオシステム

との連携を行うことで、学習記録の集約化とショーケースによる学習記録の情報発信のための基

盤が整った。今後、他の社会教育、生涯学習機関に蓄積された学習記録の集約化を進めることで、

マッチングの精度向上や、社会教育、生涯学習機関での人材育成が、地域活動の充実につながる

可能性が高まる。 

（３）県民カレッジ人材データベースの活用を高めるショーケース 

ショーケースにより公開される情報が従来の人材バンクで扱われる人材情報に比して大きく相

違している点は、リストアップされている地域人材一人ひとりの「個性」「人となり」が窺えると
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いうことである。ｅポートフォリオのショーケースにあるテーマ、目標、自身の経験や取組への

努力は、人材を求める地域の社会教育・地域づくり関係者側に、大きな「地域を思う仲間と感じ

られる」「顔が見える」効果をもたらした。地域人材の活動を支援する関係機関にとっても「胸を

張って」紹介することができるメリットは大きい。 

公民館や学校等で行われる地域に密着した学習活動は、テーマで学ぶという側面よりもエリア

で学ぶという側面が強い。従って、指導・支援者として求められる人材は、地域の実情・実態や

課題の共有者・理解者であること、平生から地域人として生活・行動を共にしている者であるこ

と、地域の人々からその活動ぶり・実践・業績が日常的に見えていることなどが大きなウェイト

を占める。 

このような地域学習の実際へのマッチングという点から、ショーケースという形による一人ひ

とりの活動動機、目標設定、活動のための学習・研究実践、成果のまとめや指導意欲の公開は、

文字で紹介されるその人材の特性、分野等を補完するというレベルを超えてネットワークとして

活用されていくための大切な要素であることが明らかとなった。これまで、県民カレッジの地域

人材データベースである「とやま学遊ネット」の講師・指導者情報は、指導可能テーマや活動歴

一覧等が主な記載内容であったが、ｅポートフォリオのショーケースを通じて、詳細な取組みの

ほかに、活動への意欲や生涯学習への思いを知ることができるなど、個人を多面的に理解するこ

とが可能となった。ショーケースにより従来の人材の情報に「血を通わせた」という点で、地域

人材情報ネットワークシステムのあり方に大きな示唆を与えるものとなった。今後、このシステ

ムの認知度を高めるとともに、関係機関との効果的なマッチングへの不断の努力が不可欠である。 

（４）学習歴、活動歴を学習者が主体的に収集・活用 

e ポートフォリオの活用効果として、学習者が積み重ねてきた経験や学びを棚卸し、デジタル
化（学びの貯金箱）することで、分野・テーマとしての深まりや、他の分野との関連などを俯瞰

し学習成果としてどのような意味を持つか、自己評価を行う機会の提供と、学習成果を役立てる

ことへの意欲の向上につなげることができた。 

また、活動相談の場や関係機関の窓口での相談では、デジタル化された学習歴や活動歴、相談

の記録などを活用することにより、学習成果をどのように活かすことができるか、これまでの学

習歴や活動歴から具体的に示すことや、学習者自身の説明が体系的に分かりやすくなることで、

学びの候補となる活動の場に関する情報を得るなど、効果的なアドバイスを得る機会を提供した。 

（５）スマートフォン、タブレット等、現代的ツールの活用 

学習者にとって、日常的にスマートフォンやタブレット端末、PC等を活用している背景がある
こと、相談におけるデジタル化された記録の効果や、インターネットを通じて人材情報が様々な

世代や組織に伝わる可能性を高め、活動の仲間づくりや広がりに役立つことから ICTを活用する
効果は大きい。 

デジタル化になじまない高齢者には、e ポートフォリオの記録やショーケースの作成を代行す
るだけでなく、上記 ICTの活用効果を示すことで、ICTに対する関心や習得に対する意欲を高め
ることができる。 



22 
 

また、電子情報と連携する e パスポート（紙媒体）は、デジタル化になじまない高齢者にとっ
ても、電子情報を活用することを可能とするものである。 

（６）学習・活動ニーズの把握と、学習成果の活用に関するベンチマーク測定としての効果 

学習成果を活かして地域活動を行う人材育成・活動支援に関する現状調査として、公民館、青

少年施設等に対し、地域人材による学習成果を活かした取り組みを行う上での課題について尋ね

たところ、公民館、青少年施設による地域の学習、活動ニーズの把握が不十分であること、学習、

活動ニーズに合った人材の発掘まで至らない状況が明らかとなった。また、学習成果を生かすこ

とにつながる人材育成等の実施について尋ねたところ、人材育成につながる取り組みを行ってい

る公民館、生涯学習施設は少ないことがわかった。 

人材育成のこのような状況を補うためにも、地域活動に貢献する地域人材の育成は、様々な社

会教育や生涯学習の場においてこれまでも行われてきたが、育成した地域人材が地域活動の現場

において必ずしも十分活躍できていない状況であることがわかる。 

以上の課題を解決するために、これまで公民館と接触のなかった地域人材を公民館活動に巻き

込むことや、地域人材がどのような能力をもち、公民館での地域活動に参画できるのか把握する

ための仕組みとして「地域を思う仲間と感じられる」「顔が見える」効果をもたらしたショーケー

スは十分に機能するものと考えられる。 

また、ショーケースの作成を通じて、個が自らの学びの積み重ねを振り返り、自己評価と他者

からのアドバイスを得て、地域活動に役立てるビジョンを作る力を養成することにつながること、

ショーケースの公開により様々な地域人材の特性や持ち味の把握につながることから、ショーケ

ースが、学習成果の活用に関するベンチマークとして機能することが明らかとなった。 
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４	 考察 

４-１	 学習成果の活用における学習者の現状と課題 

（１）単位認定制度 

富山県民生涯学習カレッジ（以下県民カレッジ）では、各講座の単位認定は、昭和 63年の開学
以来、「富山県民生涯学習カレッジ講座単位認定要領」に基づき実施している。単位が認定される

講座は、「夏季講座」や「ふるさと発見講座」等県民カレッジが主催する講座や高校生と社会人が

共に学ぶ｢共学講座｣、公的機関や高等教育機関等からの申請を受け、県民カレッジが定めた要件

を満たしていると認定した｢連携講座｣等である。これらの講座において、７割以上の回数に出席

をした受講者のうち、県民カレッジ単位取得希望者に対して、１時間あたり１単位（５単位刻み）

として認定している。 

（２）県民カレッジカードの発行 

講座受講者で希望する方には、受講した講座名等の学習歴や取得単位を記録する県民カレッジ

カードを発行している。このカードには、取得した単位数に応じて配布された単位シールを、受

講者自身がカードに貼ることで、修得単位数を記録することになっている。カードの発行により、

学習者が取得単位を自己管理することが可能となり、学習意欲の向上に波及することをめざした

ものである。 

一方、カレッジカードは、単に時系列に受講した講座名等を記録し、シールを貼るだけの形式

であり、分野ごとに学習内容が区分されていない。また、自己の学習記録としてのみ利用される

場合が多く、他の活用例がほとんどない。 

（３）単位認定証と称号 

県民カレッジでは、毎年、学習成果の発表・交流の場として｢学遊祭｣を開催している。その際、

100単位ずつの区切り（900単位まで）の単位取得者には認定証を、1000単位・2000単位・3000
単位の単位取得者には、それぞれ｢カレッジアドバイザー｣・｢カレッジマスター｣・｢カレッジドク

ター｣の称号もあわせて授与している。 

（４）学習成果の活用状況と課題 

県民カレッジでは、単位認定制度を導入した当初から、｢カレッジアドバイザー｣等の称号を取

得した方には、学習成果を活かして活動してほしいという願いがあった。しかし、現実には、単

位取得者のほとんどは受講そのものが目的で、学習成果を活かして講師等で活躍している方は皆

無といってよい。 

今回の県民カレッジ登録者等への事前アンケートでは、学習成果を講師やボランティアとして

すでに還元されている方や、仕事で役立てている方が多いという結果が出た（問３）。また、学ん

できたことを活かしたいという方が過半数を超え（問５）、今後地域で活動していきたいと考えて

いる方に、いかにして活動の場を提供するかが課題として見えてきた。 

現行の単位認定制度は、多くの受講者にとって学習の励みになったという評価を得ている。一
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方で、単純に１時間を 1 単位ととらえ、累計何時間学習したかという点でのみ評価しており、何
を学んだか、何を身につけたか、何ができるようになったか、という内容まで踏み込んで評価す

る段階には至っていない。 

そこで、ｅポートフォリオ、ｅパスポートによる学習実績の記録と振り返りは、学習成果を活

かしたいと考えている学習者にとって、大きな効果をもたらす。また、ショーケースによる地域

人材の見える化は、学習者の学習成果を地域に活かす「知の循環型社会」構築の一助となると考

えられる。あわせて、学習成果を社会に還元するためには、社会教育関係機関の有機的な連携が

必要であることは言うまでもない。 

４-２	 学習成果の活用における学習者の本モデルによる可能性、実施に向けての課題 

（１）自遊塾の概要 

県民カレッジの主催講座である自遊塾は、公募した県民教授がボランティア講師として運営す

る全国でもユニークな事業である。平成７年に 16講座から始まり、現在は約 70講座を開講して
いる。また、県民教授の創造性を活かして講座が運営されており、学びのフリーマーケット（flea 
marketノミの市）として、学習をとおして交流を深めるとともに、新しい学びの創造とボランテ
ィア活動の広がりもめざしている。自遊塾での活動が発展して生まれたＮＰＯやボランティア組

織、サークル活動もある。 

（２）県民教授になるには 

県民教授には、富山県民なら誰でも応募することができる。応募に際して、講座企画書を提出

しなければならない。講座のテーマや内容は、ユニークな視点に立ち、今日的意義があり、ある

程度の専門性を必要とする。また、家元制度がある分野や一般のカルチャー教室で広く行われて

いる領域のもの、特定の政治や宗教、企業や職業等の宣伝・営利を目的とするもの、公序良俗に

反するものなどは認めていない。 

県民カレッジでは、提出された企画書を審査し、自遊塾の講座として適格であると認められる

と、リーフレット等を通して塾生（受講者）を募集することになる。申込者が極端に少ない場合

は、講座が開設されないケースもある。 

（３）自遊塾の講座運営 

自遊塾は、県民教授と塾生によって、自主的に運営されている。また、すべての県民教授で構

成される県民教授会を設置し、県民教授は、県民教授会を通じて、自遊塾の運営に積極的に参画

する。塾生も、県民教授の補佐や出欠確認や諸連絡等、様々な形で講座の運営にかかわることに

なる。 

講座は県民教授と塾生との双方向で学び合いが進められるなど、両者は水平関係に近く、一般

的な講義形式の講座とは、趣を異にしている。そのため、講座を展開するには、間の取り方や発

問の仕方、受講者間のコミュニケーションのあり方等の創意工夫が求められ、一朝一夕で一人前

の県民教授になることは容易なことではない。 

現在、新規で県民教授として応募される方の多くは、３～５年程度の塾生の経験者である。そ
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の背景には、県民教授が自らの後継者を育成したいという思いがある。県民教授は、後継者候補

に対して、講座の中でリーダーシップが発揮できるような場を設定するなどの配慮や、講座終了

後に「ふりかえり」の時間を設けて学習内容の検討を行うなど、県民教授としてのノウハウが伝

授され、デビューすることになる。	  

（４）今後の課題 

出番づくり応援プログラムには、参加者への事後アンケート結果からもわかるように、自らの

学習成果を活かして地域で活動したいという、意欲あふれる方の参加が大半である（問２・問３）。

「活動プランづくりがどのように役立ったか」という問いに対し、｢新たな目標を見つけた｣「目

標が具体化した」｢相談やアドバイスが役立った｣といった回答が多く、今後の活動へある程度の

見通しを持つことができたようだ（問５）。 

一方で、「学びや経験を活かす上でどのような課題を持っているか」という問いに対し、｢相談

やアドバイスが必要｣「地域の課題や現実的課題に対して、どのような人材が求められているかわ

からない」「活動の仲間がいると自身の知識や経験を活かすことができる」といった回答が多く寄

せられており、課題というより不安の方が大きい様子がうかがえる（問 16）。 

今回の出番づくりプログラムの参加者には、今後、関係機関へ問い合わせたり相談したりする

ことに加え、講座やイベントへも積極的に参加することが望まれる。職員を介して情報を得るよ

り、直接地域のニーズや特徴を把握することが可能となり、受講者・参加者の目線で活動のあり

方を考える機会ともなりうる。さらに、関係機関との様々な関わりをとおして、職員との信頼関

係を築くことができるのも大きなメリットであるということも忘れてはならない重要な点である。 

また、自遊塾の事例にもあるように、インターンシップのような形態として、先ずは受講者か

らスタートし、講座運営のノウハウを直接理解することから始めることも有効な手段である。こ

の間に、企画している講座の目標や学習内容をより明確にすることができたり、今後の課題につ

いて、講師や職員から助言を得ることができるなど、貴重な体験を積むことができる。 

このように、関係機関との連携を深めることで、受講者の願いと講師のねらいとのミスマッチ

を未然に防ぐことができる。また、地域のニーズに応えることができる人材としてさらにブラッ

シュアップすることにより、受講者から講師へのステップアップにつながり、自己実現への可能

性が高まる。 

（５）人材育成事業 

県民カレッジでは、平成 19年度から、学習機会の提供を充実させて人材育成事業にも取り組ん
でいる。平成 21 年度まで３年間は、「はつらつ学びのリーダー育成事業」を実施した。また、平
成 22 年度から平成 24 年度は、「ふるさと学びあい推進事業」を実施した。これらの事業の趣旨
は、団塊シニア世代を中心に、県民の学習活動を支えるボランティアや生涯学習団体等の指導者

を発掘・育成するため、その知識や技能を習得する機会を提供するとともに、県内市町村や公民

館などの施設とも連携・協力することで、より多くの県民が生涯学習に参画するとともに、社会

貢献したりすることを支援することである。 

平成 25年度は、今までの学習成果を活かし、今後、現地探訪や学びあいの講座を運営すること
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ができる「高志の国文学専門講座・活用実践コース」を企画した。コース概要の説明では、人材

育成という表現を控え、多彩な現地研修をとおして、受講者がオンリーワンのプログラムを企画

したり、解説を模擬体験したりすることであると記載し、能動的な学びへいざなうようにした。 

いずれの講座も受講者の満足度は極めて高く、充実した学習であったなどの声が異口同音に寄

せられるなど、好評であった。受講をとおして学びあう楽しさや喜びなどを体験するとともに、

仲間意識が醸成されたことなどが要因であると考えられる。 

これらの人材育成事業をとおして、共通の課題も明らかになった。それは、生涯学習を担う人

材を、市町村や公民館、図書館などの社会教育施設とどのように連携をとりながら活用していく

か、いかにして活動の場を確保するかという点である。また、地域のニーズに基づいた人材を育

成することも重要である。 

さらに、学習成果を活かしたいという県民に対し、助言や相談、各種機関とのコーディネート

ができる専門職員の配置も求められている。あわせて、社会教育機関が連携協力し、ネットワー

ク化を図ることで、地域人材育成の質向上と活躍の場の広がりが期待できる。 

４-３	 学習成果の評価と活用支援における支援機関の現状と課題 

地域ｅパスポート研究協議会が実施したアンケート「学習成果を生かして地域活動を行う人材

への支援に関する調査」の集計結果に基づき考察を加えてみた。 

問１「貴施設・機関では、地域人材の受け入れについてどのような状況ですか？」の回答とし

ては、「特に受け入れていない」が約 60％を占めたほか、「主催事業の実施の中でボランティアと
して受け入れている」が約 29％、「県民が主体的に行う活動を側面から支援している」が約９％
という結果であった。 

地域人材について、受け入れていない施設・機関が過半数を占め、受け入れていても、主催事

業の補助という形で人材を活用するのみであったり、側面支援にとどまっている施設・機関が多

いことがわかる。県民生涯学習カレッジでは、地域人材を「自遊塾県民教授」や「カレッジメイ

ト」というボランティアとして受け入れて事業を展開しているが、自遊塾講座の企画審査、カレ

ッジメイトの指導を行うといった、受け入れの仕組みが確立している施設・機関が少ないことが

うかがえる。 

問３「貴施設・機関では、県民が学習成果を生かすことにつながる育成等を行っていますか？」

の回答としては、「活動の仲間作りに結びつく場を設けている」が約 23％、「地域の課題などを話
し合う場を設けている」が約 10％、「学習成果や経験を振り返り、新たな活動への生かし方を考
える機会を設けている」が約９％と続き、人材養成につながる講座等を開催している機関は、合

計でも 10％に満たなかった。 

同好の士を集めて、サークル・同好会等を立ち上げる手助けを行う施設・機関は少なくはない

が、県民一人一人が学習成果を振り返り、新たな活動に生かしていくことまで支援を行い、人材

養成講座等の開講にまでつなげているところは少ないことがわかった。 

問５「学習成果を生かそうとする県民のうち、一定の評価を得て認証している制度をご存知で
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すか？」の回答としては、「いずれも知らない」が約 7割を占め、県民カレッジが育成してきた「は
つらつ学びのリーダー」や「ふるさと学習指導者」のほか、県教育委員会が富山インターネット

市民塾推進協議会に委託して養成した「ＩＣＴふるさと学習推進員」等を知っていた施設・機関

は少なく、認証制度の周知はなかなか困難であることがわかった。 

問７「学習成果を生かす場の発掘や連携を実施していますか？」の回答としては、「特に行って

いない」が約８割を占め、「学習成果や経験を生かそうとする人材の存在を周知するようにしてい

る」、「活動希望情報と人材募集情報の交換ができるよう、組織間の意思疎通を図っている」、「定

期的に問い合わせを行い、人材の活用機会に関する情報を収集している」という選択肢を選んだ

施設・機関はそれぞれ数％にしか過ぎず、学習成果を生かす場を発掘したり、組織内において、

あるいは他機関と情報を交換したりするなどして連携を取ることが少ない現状が浮き彫りとなっ

た。 

問８「次の施設・機関（自施設以外）との間で、活動希望情報と人材募集情報の交換を行って

いますか？」の回答としては、無回答が約３割を占めたが、公民館 18％、放課後子ども教室と地
域の小学校・中学校がそれぞれ約 15％、ボランティア団体と県民カレッジがそれぞれ約８％とい
う結果であった。 

本調査の対象施設・機関では、やはり社会教育の最も身近な拠点である公民館との情報交換を

行うところが多いということがわかった。 

問 10「学習成果を生かした地域社会に生かすことにつながる取り組みを行う上で、どのような
課題を持っていますか？」という問いに対し、複数回答をまとめたものだが、上位では、「ボラン

ティアや地域活動を志す人が少ない」が約 16％、「地域課題や現代的課題の把握と求められる人
材を把握していない」と「学習成果を生かす支援のノウハウが分からない」がそれぞれ約 12％、
「職員の減少や多忙により学習成果を生かす取り組みを支援する余裕がない」が約９％といった

ものが挙げられる。 

特に近年の市町村合併や地方自治体における行財政改革の影響で、県民の学習成果を地域社会

に生かす取り組みを行うことができる職員が減少していることが、地域活動を志す人の発掘、人

材の把握等情報収集、支援活動のノウハウの欠如等につながっているのではないかと憂慮するも

のである。 

４-４	 学習成果の評価と活用支援における本モデルによる可能性、実施に向けての課題 

	 去る 1 月末に、秋田県生涯学習・社会教育研究大会に参加し、秋田県生涯学習センターによる
事例紹介「学びの成果を地域活性化に生かす！	 ～行動人連携学習プログラム開発事業から～」

を拝聴した。 

秋田県は、平成 23 年３月に県生涯学習ビジョンを策定し、「知と行動が結びついたクリエイテ
ィブな循環型社会」をめざしている。上記の事例紹介の副題にある「行動人（こうどうびと）」と

は、「クリエイティブな循環型社会を担う、学んだことを行動に結びつけ社会に生かす人」と定義

され、秋田県では、生涯学習を通し、すべての県民が「行動人」になることを大きな目標として

掲げている。 
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秋田県生涯学習センターが文部科学省の委託事業「公民館等を中心とした社会教育活性化支援

プログラム」として取り組んでいる「行動人連携学習プログラム開発事業」とは、「行動人」、「生

涯学習センター」、「市町村公民館等施設」の三者がそれぞれの特色を生かし、協働・連携して提

供する、「行動人を育成する」及び「地域を活性化する」学習プログラムの開発を行うものである。 

このプログラムにおける「行動人」は、学びを行動に生かし、地域を元気にする活動を行うこ

とで、人材として協力するほか、人材の受け皿ともなるべきものである。また、「生涯学習センタ

ー」は、「行動人」に関する情報を公民館等の施設に提供するとともに、配置されている社会教育

主事による助言を行い、学習支援の役割を果たす。もう一つの「市町村公民館等施設」は、学習

や活動の場を提供する従来の役割のほか、地域人材の育成・活用、地域課題解決への挑戦を担う

ものとして位置づけられている。 

また、この事業の主な内容は、「行動人」連携学習プログラムの開発と実施のほか、公民館にお

ける学びの成果を生かす取組の調査と活用である。生涯学習センターが実施した公民館の実態調

査の結果から注目される点は、学習の成果を生かす取組として多くの公民館が「成果を発表する

場」を挙げているが、その発表の場を体験・参加型にすること、県内の参考になる事例に学ぶこ

とを呼びかけている。公民館側は、「社会の要請に基づいた講座に人が集まらない」、「ボランティ

アや地域貢献を志す人が少ない」と捉える傾向があるが、利用者はやりたいと捉える割合が高い

ということである。学習ニーズを掘り起こし、人材育成と地域活性化を進めることの重要性を改

めて認識させられる考察であった。 

さらに、公民館利用者調査の結果からは、団体・グループによる活動に学びの目的や学びを行

動に生かす価値を見出しているということや、ボランティアや地域課題解決、スタッフなどに学

びを生かしている人は３割程度いるということがわかった。ここからも、学習後の受け皿、活動

の場を保証することの大切さが実感できる。 

前述の「県内の参考になる取組例」としては、「伝統芸能体験講座（中学生の「掛歌」「ささら

舞」の継承→地元の大会や巡行で披露）」、「めざせ！アウトドアマスター（父親の育児参加の学び

→防災キャンプ）」、「生涯学習フェスタ（団体・サークル活動→ブース・体験コーナー開設）」、「家

庭教育講座『夏休み親子体験入学』(大学との連携→大学生が学習の成果を披露)」が挙げられてい
るが、これらの取組では、地域活性化を担う人材が育成されているほか、学びを生かす場や受け

皿が保証されていると言えよう。 

「行動人」の広報活動の強化と啓発については、ポスター・リーフレットによる広報のほか、

行動人取材、ウェブサイトによる紹介を行っているが、平成２６年１月２０日現在で、行動人ウ

ェブサイト紹介の累計が 30,679 人、取材記事 65 件、紙面記事 92 件であり、ウェブページアク
セス、ページビューとも増加傾向である。 

本年度の成果としては、公民館調査の活用ということでは、市町村への情報提供やセンター事

業への反映という点があり、行動人連携プログラムの手応えとしては、公民館事業及びコミュニ

ティ活性化の一助となっている点が挙げられる。また、広報活動の面ではウェブサイト利用者の

増加により、市町村や他の行動人からの紹介事例も多くなってきている。 

今回、秋田県の行動人連携学習プログラムについて知る機会を得て、大変有意義な視察となっ
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た。富山県では、いわゆる生涯学習振興法のモデルとなった、県民生涯学習カレッジを中心とす

る生涯学習推進機関と、社会教育諸団体とはそれぞれ歴史を持ち、両者が一体となったり、連携

して事業を行っている例はあまり見られない。ただし、県民カレッジが運営している富山県生涯

学習情報提供ネットワークシステム「とやま学遊ネット」の中に開設した、県内公立公民館毎の

ウェブサイト「とやま公民館学遊ネット」は間もなく本格稼動から２年を迎えるが、公民館から

の地域情報発信を支援する仕組みであり、県民カレッジが公民館活動を支援する事業と言えよう。 

学習成果の評価と活用支援という今回の調査研究の取り組みの中においても、秋田県の「行動

人」の実践事例が参考になることが多い。前述のとおり、富山県におけるいわゆる学社連携の歩

みは緒についたばかりであるが、今後は秋田県等の取り組みに学んでいかなければならないであ

ろう。 
 

①県民カレッジ等における学習成果の活用支援としての評価 

「社会人の学び直し」等の事業では、再雇用や、自らより良い暮らしを作り上げるために必要

となる知識や技術等を、「身に付けさせる」ことに重点が置かれていた。企業等への再雇用を目的

とする場合は、これまでの職業訓練や必要となる資格取得といったある程度ゴールの見えやすい

学びに思われることも多かった。しかしながら、実際に現在の社会で求められている再雇用に必

要とされる能力は多岐にわたっており、ましてや、自らのより良い暮らしを作り上げるというこ

とが目的となった場合は、何をどこから学べば良いのか途方にくれてしまうということもあった。 

近年、地域での学びを地域に活かすことで、地域コミュニティの活性化を促進したり、お互い

に得意な分野を活かし、学び合うコミュニティを作ることで、継続的に、知を循環させたりしよ

うとする動きが高まってきている。富山県においても「ふるさと学習」に重点を置いたさまざま

な施策に取り組んでおり、その一つとして、２０１５年３月に迫った北陸新幹線開業に向けて、

「なんもないちゃ	 ゼロ作戦」に取り組んでいる。これは、富山県民自身がまず富山の良さをよ

く知ろうという活動である。 

富山県は生涯学習に積極的に取り組んでいると全国からの評価も高い。昭和４３年に現在の富

山県生涯学習文化財室の前身となる精神開発室が設置され、昭和６３年には富山県民生涯学習カ

レッジ（以下カレッジ）が発足している。平成７年にはカレッジで学んだ人が「県民教授」に認

定され、県民教授がさらにその学びを伝えていく「自遊塾」が開始されている。当初１６講座か

ら始まり、平成２６年度には２０周年を迎え、７２講座の開講が予定されている。また、同様の

講座をインターネットで行う富山インターネット市民塾も平成１１年に開始され、「知の循環」を

目指した「場」作りにもこれまで取り組んできた。 

これらの取り組みを通して、より知の循環を良くしていくために、「学習した成果を活かす場」

を整備するだけでなく、学びを伝える「伝え方」や、仲間づくりを支援していくことが大きな問

題であった。また、その場を利用してもらうのに適した人かどうかを判断したり、自分自身の能

力の裏支えとして利用したりするための証拠をどのように蓄積し、活用するかといった問題を解

決するために、本事業では、e ポートフォリオを活用し、また、相談会等においてそれらを用い
て、自分のこれまでの学びを振り返ったり、自分の強みを再認識することができた。相談会で学
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びの分析をしたり、強みを活かすためのアドバイスを貰ったりすることで、次の一歩に踏みだそ

うと思われた受講者も多かった。 

e ポートフォリオは、記載が煩雑で面倒ではあるが、学んだことが詳細に記録、蓄積されるた
め、振り返り等には利用しやすい。カレッジでは、これまで受講修了した講座の数に応じてポイ

ントが発行されており、学習者の学習意欲の維持、向上に役立ってはいたが、自らの学びを振り

返るには情報量が少なすぎた。今後、e ポートフォリオや、相談会を併用することで、その学び
を循環させていく事が可能になるであろう。 

このように、本事業を通して、これまでの生涯学習をさらに一歩進めて、学んだことを伝え、

知の循環を生み出すための課題として、以下の点が明らかになった。 

・自己の振り返りと学びで得た知識の裏支えとなる学びの成果の蓄積をどのように行うか。 

・学習者の振り返りを促進し、次への一歩を踏み出させるためのアドバイザーの整備 

・学びの成果を発揮できる場の整備 

これらを一気に解決することは難しいが、今回の取り組みを通して、その一つの解決策が見い

だせたと考える。 

 

②ICT（e ポートフォリオ）の活用評価 

これまでの学びの記録と蓄積のための道具として、本事業では eポートフォリオが利用された。
これまでの経験や学びの積み重ねを、学びの貯金箱に蓄積し、それを元に作成した活動プランを、

ショーケース機能を利用して公開し、それらをもとに相談会、プランの評価を実施した。 

今回の事業は短期間で行われたこともあり、本格的な活用は難しく、e ポートフォリオ本来の
機能を全体的に評価することは困難であった。しかしながら、事業で行われた相談会の際に、さ

まざまな視点から利用されており、学習成果を長期間蓄積していくことで、より有効に機能する

ことが期待できる。 

反面、今回の事業参加者の多くは、６０台後半の高齢者であり、e ポートフォリオに新たに情
報を蓄積することは難しく、登録等にもかなりのサポートを必要とした。この問題も、e ポート
フォリオを長期的に運用することで、登録に慣れたり、若い人の利用が促進されたりすることも

期待できるため、一概に問題ということはできない。 

ショーケース作成には、予め用意したテンプレートを用いてもらったが、利用者にとってそれ

が余計に書きにくくしてしまった面は否めない。枠組みとしてのテンプレートではなく、どのよ

うなことを書けば良いのかを具体的にアドバイスすることで、ショーケースを作成しやすくする

ことができるであろう。今回は、マニュアルを別に用意して対応したが、より具体的な記載例を

用意するなどの工夫も必要となると考える。 

実際に作成されたショーケースでは、これまで学んできたこと等は詳しく書かれているものの、

出番づくりに一番必要となる「何をしたいのか」ということが、根拠を持って伝えられていない

事例が多く見られた。また、今回の事業が強く意識されすぎたのか、評価をしてもらうための提
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案書になってしまっている例も多く、本来の e ポートフォリオのショーケースとして、多くの人
に見てもらう、知ってもらうという目的からはすこし外れてしまっているものもあった。 

以上のようなことから、e ポートフォリオの活用評価にはまだ少し継続的に利用して検討を行
う必要があり、今回の利用の状況などから拙速に判断することはできない。 

 

③今後の課題（富山県の教育施策、大学における生涯学習、実運用） 

本事業を通して、「学ぶ意欲」を持つ人が多いということだけでなく、「学んだことを伝えたい

という意欲」を持つ人も多いことが明らかになった。ただ、このような人の多くは、最初の一歩

を踏み出せずとどまったままになっていることも明らかになった。 

学んだことを伝えるためには、「より深い内容知識」だけでなく、「教育的知識・技能」、「コミ

ュニケーション・プレゼンテーション能力」も求められる。これらをどのように高めていくかも、

今後の生涯学習をより進めて行くための課題となるであろう。インターネット市民塾では、「市民

塾講師養成講座」を実施し、教育的知識や技能、コミュニケーション・プレゼンテーション能力

の育成に、数年前から取り組み、そこの修了者から多くの新しい講師がでてきている。このよう

な取り組みも参考になる。 

場作りの観点から、「自遊塾」や「インターネット市民塾」、またそれらはまだ敷居が高いとい

う人が、地域での活動として「公民館」を利用して活動を行う事例も出てきた。しかしながら、

どの場を利用する場合においても、受講者集めでは、誰もが苦労している。立派な肩書のある有

名講師の講座は多くの受講者を集めているが、サークル的な活動はなかなか仲間が集まらない。

講座の内容を知ってもらうため、パンフレットなどを大量に作成して配布するなどさまざまな取

組がおこなわれているものの、この問題はなかなか解決の難しい問題である。口コミなどで伝え

やすくするための工夫も必要であろう。 

５	 今後に向けて 

５-１	 県教育振興基本計画との整合をふまえた取り組み 

富山県教育委員会では、国の第２期教育振興基本計画を参酌し、県の総合計画「新・元気とや

ま創造計画との整合性を図りながら、平成 25年９月に富山県教育振興基本計画を策定した。 

その基本施策Ⅵ「生涯をとおした学びの推進」（１）多様な学習活動の支援	 の【おもな取り組

み】には、「学習の成果を活かしたボランティア活動（県民カレッジ自遊塾やふるさと学習におけ

るボランティア講師）や公民館等を中心とした地域活動の推進」及び「ＩＣＴ（情報通信技術）

の活用による世代のニーズに対応した在宅学習機会の充実への支援」という項目がある。 

地域社会への帰属意識の希薄化や住民交流の機会の減少が進行し地域コミュニティの活力衰退

等が懸念されている中、富山県では、地域の魅力に関する学びの機会をとおして、ふるさとへの

愛着と誇りを育み、将来を担い、活躍する地域人材を育成し、活力あるふるさとづくりを進める

県民運動「ふるさと教育」を展開している。 
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平成 21年度末から実施した「ＩＣＴを活用した地域ぐるみのふるさと教育と人の交流推進事業」
では、県と富山県ひとづくり財団が主体となり、富山インターネット市民塾を基盤とした「富山

型地域ぐるみのふるさと教育とプラットフォーム」の構築とともに、ふるさとを伝え・支える地

域人材として、「県民ふるさと講師」と「住民ディレクター」の育成を行った。 

上記の事業の継承事業として、平成 22年度から 24年度まで、県教育委員会が富山インターネ
ット市民塾に委託し、「ＩＣＴ活用ふるさと学習コミュニティ活性化事業」を実施しており、地域

人材「ＩＣＴふるさと学習推進員」を育成している。 

富山県民生涯学習カレッジの映像センター課は、インターネットに接続できる環境であれば、

家庭・職場・学校など場所を問わず、ふるさと富山の映像を視聴できる「とやまデジタル映像ラ

イブラリー」を運用している。「とやま映像コンクール」入賞作品や、映像センター制作の郷土学

習教材等、平成 26年２月末現在で約 1,800件のコンテンツを保有しており、映像ライブラリーと
しては全国でも屈指の規模である。著作権等の問題は無論考慮しなければならないが、今回の調

査研究において「出番づくりプログラム」を作成した県民が生涯学習・社会教育等の場で講座を

開くなど、活動している様子の発信を今後検討していくことは、県民の在宅学習機会を充実させ

ることにつながり、県教育振興基本計画にも沿った取り組みと言えよう。 

また、県教育振興基本計画の基本施策Ⅵ「生涯をとおした学びの推進」（２）県民の学習を支え

る基盤整備	 の【おもな取り組み】には、「ふるさと学習等を推進するボランティアやリーダーの

育成」という項目があるが、県民生涯学習カレッジでは、平成 19 年度から 21 年度まで、団塊、
シニア世代を対象に、県民の学習活動を支えるボランティア指導者の発掘・育成とともに、市町

村と連携協力し、県民の生涯学習参画や社会貢献を支援する地域人材を育成する「はつらつ学び

のリーダー育成事業」を実施してきたところである。 

さらに、県民生涯学習カレッジでは、前述の「ふるさと教育」の一環として、平成 22年度から
24年度まで、ふるさと教育を推進する生涯学習団体等の指導者を育成するとともに、地域住民が
身近なふるさとについて学びあう自主的な学習を推進することを趣旨とした「ふるさと学びあい

推進事業」を展開してきた。 

平成 25年度の新規事業としては、県民カレッジ「高志の国文学入門・専門講座」を開講し、専
門講座の活用実践コースにおいて、受講者が郷土文学に関する学習成果を活かすことにより高志

の国文学館や文学現地探訪で解説をし、学びあいの講座を運営するボランティア養成を実施して

いる。また、平成 26年度もこの事業については継続する予定である。 

このように、富山県教育委員会では、地域人材を育成する事業を継続してきており、育成講座

の修了者は、富山インターネット市民塾、県民生涯学習カレッジ、公民館等で講座を担当するほ

か、講演会講師、団体サークル主宰、施設ボランティアとして活動しているところである。今後

も、富山県教育振興基本計画との整合をふまえて、学習成果を活用したボランティア活動や地域

活動の推進に寄与できる人材育成が図られることを望むものである。 

５-２	 大学による生涯学習への新たな取り組み 

富山大学人間発達科学部では、学校教育及び生涯学習を担う地域人材の育成を目的に、地域社



33 
 

会と共生するための教育研究機能の充実を図っている。特に生涯学習では、富山インターネット

市民塾と、平成９年から ICTを活用した学習基盤の構築やコンテンツ開発などで連携した研究開
発を行い、市民塾で学ぶ受講者も延べ１０万人を超えた。世代別受講者も図４に示すように働き

盛りから今後増加が予想されるシニア世代まで幅広い。市民塾の特徴は、インターネットを活用

した学びの場を通して、日常の知恵や経験を伝え合うコミュニティの創出である。他方、近年で

は、「新しい公共」をキーワードに、地域課題解決に参画する地域人材を産学官の連携のもとに育

成する動きも出てきた。 

 本研究の主題である、生涯学習人材の学習の質保証と学習成果の活用という視点で、大学の持
つ様々な専門性、特に、人間発達科学部が目的とする教育・学習方法の開発に関わる専門家との

連携による生涯学習人材育成の可能性について言及する。 

 

（１）地域人材の教育力向上を目的とした市民塾ゼミ 

試みの一端として、インターネット市民塾で講座を開設したい受講生に、インターネット等情

報通信技術を活かした教育・学習方法の開発において不可欠な、映像コンテンツの開発に関する

基礎技術、著作権など法的問題、成人など経験や知識のばらつきの多い受講者を対象とする学習

支援の方法などについて、教材コンテンツ開発の専門家、法律の専門家、教育方法の専門家など

によるゼミ「市民塾ゼミ」を実施した。また、限られた学習時間を補うものとして、講義の内容

を地域公開オンライン講座として開発・配信を行った。特に、地域にあっては、時間的制約の多

い学習者にとって、オンラインの学習は、いつでもどこでも学習を可能にするものであり、かつ、

そこでの学習と教室での議論のブレンドで、学習者の意欲向上と学習成果の活用に対する意識向

上が見て取れた。 

	 ただし、市民塾ゼミは、あくまで時限的な講義であり、内容面の深まりや体系化といった点で

は、課題も多い。その課題解決の方法の一つとして、図に示す、大学の知を生涯学習振興に活か

す社会人大学院生受け入れのモデルを検討した。 

 

図  4	 大学の地を生涯学習振興に活かす概念図  
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大学と生涯学習の連携は、現時点では、大学の公開講座の受講生が、生涯学習履歴としての学

習ポイントを加点できるのみであるが、インターネット市民塾で講座を開設しようとする意欲的

な生涯学習人材を、社会人大学院生として積極的に受け入れ、市民塾ゼミでは断片的であった、

教授技術、成人の学習理解、ここの専門性にあった知識を体系的に学ぶコースを整備し、地域で

の生涯学習をけん引する地域人材を育成しようとするものである。少子高齢化の中で、若者の大

学院生受け入れとともに、知識や経験豊富な社会人、特に高齢者層の再教育機関としてのコース

を整備することで、大学にとっても地域にとっても、ウインウインの関係が構築できる可能性が

期待できる。ここでも、オンラインの良さと集合学習の良さをブレンドできる地域公開オンライ

ン講座が期待される。 

 

（２）地域人材の活躍の場としてのネットワークと大学の役割 

MOOCs（大規模公開オンライン講座）とよばれ、米国の有名大学を中心に、講義ビデオを無料
で配信し、世界中でネットを通して受講できるようになった。実際の単位の取得には、別途入学

して学生の資格を得る必要があるが、授業の映像を見て自身で学ぶ分には無料である。日本でも

東京大学、京都大学などが参画し、授業の配信を始めたことでも話題となっている。数年前から

普及している米国では、最近では少し異なった動きが出てきた。LOOCs（地域公開オンライン講
座）とよばれ、MOOCs のように世界を相手にするような大規模なものでなく、自分の大学やそ
の近くの地域を対象としたコンテンツを作成して配信していこうという試みである。先にあげた

「市民塾ゼミ」は LOOCsとして設計を行った。 

LOOCs は MOOCs ほどのスケールメリットは無いが、受講者のニーズにそった、地域色豊か
なコンテンツを配信することが可能である。システム的にはMOOCsと変りなく、場合によって
は、もっと小規模なもので十分である。動画配信では、YouTubeなどのサイトを利用すれば、特
に独自に準備する必要は無く、映像の撮影も、スマートフォンやパソコンに付属している USBカ
メラで十分に行え、すぐにアップロードできる。 

今回の受講者の多くが高齢者であることを考えると、その人たちが持っている知識は、数年か

ら数十年のうちに消えてしまう。講座等で話をすることは体力も必要であり、長期間続けること

はどうしても難しくなることが容易に予測できる。そのため、元気なうちに、映像として撮影し、

記録しておくことは、知を蓄積し、後世に永く伝えていくためにも必ずやっておかないといけな

いことであろう。 

また、富山県では、カレッジに付属する富山県映像センターにおいて、「とやまデジタル映像ラ

イブラリー」を運用しており、これに蓄積していくことで、県民の共有の財産として活用してい

くことも可能となるであろう。映像センターには本格的なスタジオも完備しており、これらを活

用して、知の蓄積を進めて行くことも、今後の課題であると考える。 

富山大学人間発達科学部および大学院人間発達科学研究科では、さまざまな教育方法の研究、

生涯学習に関する課題解決、ネットワークを活用した新しい学びについて、教育・研究を行って

いる。今回の事業で明らかとなった、出番を求める人たちに、教育的知識や技術、コミュニケー

ション・プレゼンテーション能力を身に付けてもらうことや、ネットワークを活用した新しい学
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びのためのコンテンツやより使いやすいシステムを開発するなど面で協力していくことが可能で

あると考える。最近では、定年退職後のシニア世代がこれらを学び、第２の人生において自分の

これまでの経験や学びを次世代に伝えていこうと大学院に入り直し、学びを続けるという事例も

増えてきている。 

長野県駒ヶ根市では、平成６年から３年毎に「地域の身近な先生「指導者名簿」」を発行してい

る。人形作りやフラワーアート、カラオケまでさまざまな先生が登録されており、学校の学習活

動や PTA活動、公民館活動などの指導者を探すために活用されている。本事業でも訪問した秋田
県では、「行動人」として、さまざまな活動を行う人を Web ページで紹介しており、登録者数は
すでに３万人を上回っている。人が循環する、行動することで、知や技術を循環させていこうと

いう取り組みである。富山県でも、県民カレッジのWebページに生涯学習講師・指導者検索シス
テムがあり、1300人ほどが登録されているが、その知名度や活用はまだまだである。ショーケー
スの内容が、これらにリンクされることにより、活動の可能性を高めていくことも大切であろう。

また、自分でショーケースを作成されるのを待つだけでなく、本人の許諾が取れればだが、積極

的にショーケース作成を支援して、公開していくような関わり方も、「出番づくり」という点では

考えていかないといけないのかもしれない。 

５-３	 実運用化に向けて（運用面） 

本事業では、生涯学習推進の中核的機関である富山県民生涯学習カレッジを中心に産学間で連

携することにより、各機関の特色や固有の情報を持ち寄った人材育成のネットワーク化や人材情

報の見える化が図れることが明らかとなった。 

特に活動相談の場では、富山県民生涯学習カレッジのノウハウにより地域人材としての目標が

具現化したり、公民館連合会が持つ公民館とのネットワークにより、地域人材としての活動場所

である公民館への理解を深めたり、公民館のニーズに合った活動プランづくりを支援することが

できた。特に、e ポートフォリオに蓄積されたデジタル化された学習歴や活動歴、相談の記録な
どの活用により、学習成果の活かし方を示すことや、学習成果の活かし方について体系的に分か

りやすく伝えることが可能になることで、学習者に応じて効果的にアドバイスできる。また、相

談内容や相談に対するアドバイスを関係者間で共有することが可能となることで、それぞれの機

関が専門性に応じた対応に専念できる。 

また、ｅポートフォリオシステムと県民カレッジ受講生の講座受講歴を管理してきたデータベ

ースとの連携が可能になったことで、学習記録の集約化とショーケースによる学習記録の情報発

信のための基盤が整った。生涯学習の様々な場面で学んだ学習の記録が集約されることで、分野・

テーマとしての深まりに加え、他の分野、テーマとの関連などを俯瞰し学習成果としてどのよう

な意味を持つか、自己評価を行う機会の提供と、学習成果を役立てることへの意欲の向上につな

がる。 

以上のように、生涯学習推進の中核機関や教育行政が学習成果の活用を促進するｅポートフォ

リオの運用に関わることで、学習に関する記録の一元化や関係機関の専門性を活かした学習者対

応の役割が期待される。 
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５-４	 実運用化に向けて（技術面） 

生涯学習推進の中核機関では、施設情報、開講する講座に関する情報や、生涯学習の推進に関

わる人材に関する情報、講座の受講歴等を管理、公開するシステムとして生涯学習支援システム

が導入されている。生涯学習支援システムにより生涯学習機関では、講座の受講を希望する住民

に対し講座情報の案内や、過去に受講した講座の受講歴を提供している。 

学習成果の活用についてｅポートフォリオ、ショーケースの有効性や可能性については、これ

までに指摘した通りだが、こうした機能を生涯学習機関が管理するシステムに導入するには、開

発・保守費用やサーバの維持管理面で生涯学習推進の中核機関を運営する地方自治体の負担が大

きい。 

今回、整備した e ポートフォリオシステムは、生涯学習支援システムとは異なるサーバで運用
されており、ネットワークを経由して、生涯学習支援システムとの連携が可能となっている。e
ポートフォリオシステムには、生涯学習支援システムに蓄えられた講座の受講履歴にアクセスす

る機能が備わっており、生涯学習支援システムの IDとパスワードによる認証後、認証した利用者
の講座の受講履歴データに e ポートフォリオの画面からアクセスすることができる。すなわち、
本来は異なるシステムでありながらも、利用者は異なるシステムであることを意識せずにシステ

ムを利用することが可能になる。 

そこで、ｅポートフォリオによる学習の成果活用支援を全国規模で広げるための運用モデルと

して、ｅポートフォリオ、ショーケースの機能を公的機関が生涯学習機関に対して提供するクラ

ウドサービス型のモデルを提案する。 

生涯学習機関は公的機関と契約を結び、サービス利用料を支払うことで、クラウドサービスと

して提供されている eポートフォリオの機能を利用する。 

クラウドサービスを提供する公的機関は、ｅポートフォリオシステムの構築費用や、システム

を維持するためのサーバ、データベースの維持管理、保守費用を負担する。e ポートフォリオサ
ービスを利用する側である生涯学習推進の中核機関は、e ポートフォリオサービスの利用料と生
涯学習機関を利用する住民に対するサポート、導入済みのシステムとクラウドサービスを連携す

る機能の導入のみを行うことになる。 
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図  5	 e ポートフォリオサービスと生涯学習支援システム  
	 

地域の中核的な生涯学習機関における e ポートフォリオ・e パスポート活用の実証的

研究実施体制（組織名五十音順）	 

	 

  
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
	 

	 

	 

多くの生涯学習推進の中核機関は、生涯学習支援システムを設け、講座・イ
ベント情報の公開、講師やボランティア、団体等の人材組織情報の公開をとお
して、生涯学習への参加を促している。

⽣生涯学習⽀支援システム
（既存システム）

生涯学習に関する記録、実績を自立
的に蓄積することができる。

記録から、自身の持ち味や得意分野
を自己評価、他者評価したり、評価
から目標を立て次なる学習や活動へ
の展開を支援する。

学習成果を活かす活動プランを公開し
たり、自身のこれまでの学習実績や現
在の活動、目標、能力など、活動実現
のためのエビデンスを公開し、活動の

場づくり、ネットワークづくりや人材情報
の流通を支援する。

学習者自身が学習実績や
目標、活動プランを作成す
ることで、学習者の意気込

みや個性が伝わりやすくな
る。映像や動画により、個
性や人となり、顔が見える
人材情報となる。

講座受講記録や講座・イベ
ント情報をポートフォリオに
提供することによって、学

習者による実績記録が容
易になり、ポートフォリオの
記録蓄積が期待できる。

スマートフォンや
パソコンから
利用可能

生涯学習支援システムを通し
て、学習の成果の蓄積と活用
のための学びの貯金箱、
ショーケースの利用を行う。

生涯学習支援システム
を通して、学習の充実
と地域活動の展開につ
ながる質の高い人材の
照会が行える。

ショーケース

eポートフォリオサービス

学びの貯⾦金金箱

⽣生涯学習⽀支援シ
ステムとの連携

ショーケースによる
⼈人材情報の提供

提供されているeポート
フォリオサービスを追加シ
ステムとして、既存の生涯
学習支援システムと連携
させる。既存システムへの

機能追加とは異なり導入
に際して、初期費用が軽

減される。

学習者へ生涯学習支援システム＋
eポートフォリオの提供が行える。
学習者はeポートフォリオサービス
と生涯学習支援システムの違いを

感じずに利用できる。

従来利用していた生涯学習支
援システムをとおして、ショー
ケースを閲覧。
eポートフォリオサービスと生涯
学習支援システムの違いを感じ
ずに利用できる。

人材データ
ベース

講座情報

講座受講履
歴
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報
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資料１	 研究協議会開催記録 

 
（１）第 1回研究協議会 

日時：平成２５年１１月１３日（水）	 １０時００分～１２時３０分 
場所：富山県教育文化会館 203号室 
議題：①事業計画について 

②実証研究の協力者の募集について 
③その他 
 
「ICT の活用による学習成果の評価・活用に関する調査研究」	 

	 第 1 回	 地域 e パスポート研究協議会	 議事録	 

開催日時 平成２５年１１月１３日（水） １０：００～１２：３０ 
開催場所 県教育文化会館 203号室	 

出 席 者 

富山県県民生涯学習カレッジ 荒井学長 
富山県教育委員会 生涯学習・文化財室 木村室長、石倉氏、森氏 
富山大学人間発達科学部 山西教授（代表）、黒田教授 
富山県公民館連合会 中村事務局長 
NPO 法人地域学習プラットフォーム研究
会 

柵理事長 

富山インターネット市民塾  推進協議会 
事務局 

杉本氏 

文部科学省 生涯学習政策局 情報教育課 細野係長 
事務局 ㈱ジェック経営コンサルタント	  

谷優美子、田中雅人 
 １．開会挨拶	 

２．平成２５年度の事業実施計画について	 

３．実証研究の協力者の募集について	 

４．その他	 

議 事 

協議内容 

１．開会挨拶	 

	 （１）山西先生	 

	 	 ・生涯学習における今までの学びや経験を地域に活かす取り組みとして、e

ポートフォリオ（電子媒体）を活用する。ポートフォリオで記録していく

中で、今後は e パスポートを活用して展開する。	 

	 （２）文部科学省	 細野係長	 

	 	 ・委託期間が短く非常にタイトな取り組みとなる。本趣旨をご理解の上、改

めてご協力賜りたい。本年度が研究最終年度となり、次年度以降は普及活

動に転じるためにも、本年度は導入手引書などの成果物をお願いしたい。	 

	 （３）関係者挨拶	 

	 	 ・協議会メンバーによる自己紹介、挨拶。	 
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２．平成２５年度の事業実施計画について	 

	 （１）要綱の確認	 

	 （２）計画書の確認	 

①昨年度の取り組み	 

	 	 	 ・ふるさと学習推進員	 →	 e ポートフォリオ	 →	 e パスポート	 

	 	 	 （市民塾による新たな講座）	 	 	 （学びの記録）	 	 	 	 	 （情報発信）	 

	 	 ②今年度の取り組み	 

	 	 	 ・協力者への説明会の実施（振り返り、ワークショップ、活用説明等）	 

	 	 	 ・ファイリング（学びの記録、振り返り、目標づくり）	 

	 	 	 ・企画の発表（企画発表、表彰、認定書交付等）	 

	 	 	 	 ⇒発表方法は未定。今後検討する。	 

	 	 ＜懸念事項として＞	 

	 	 	 ・新しい講座は難しいため、どのように推進していくのか。	 

	 	 	 ・県民カレッジの研修修了者はどのような形で（地域で）活躍しているの

か。	 

	 	 	 ・県民カレッジの受講生は数百名いるが、本事業に参加したいと思われる

方がどの程度いらっしゃるか。かなり少ないと想定される。対象を県民

カレッジと限定するのではなく、募集範囲を拡大すべきではないか。	 

	 	 ＜システム開発の進捗状況について＞	 

	 	 	 ・昨年の仕様で進めるものとする。またシステム機能として、学遊ネット

と e ポートフォリオの連携を図る。スマホ、タブレット対策も視野に入

れる。	 

	 	 ＜地域人材としての認定の仕組みについて＞	 

	 	 	 ・認定の仕組みの妥当性について見直しを検討。	 

	 	 	 ・評価委員会としては何を認定するのか。	 

	 	 	 	 ⇒人ではなく、講座を認定するのが自然ではないか。	 

	 

３．実証研究の協力者の募集について	 

	 （１）全体の流れの確認	 

	 	 ・協力者への説明会の実施。自身の学びや経験を振り返り、ワークショップ

による話し合い、地域人材の事例紹介を通じて今後の目標づくりを行う。	 

	 	 ・その過程において、e ポートフォリオの活用方法について説明を行う。	 

	 （２）事例紹介	 

	 	 ・秋田県の県民総「行動人」推進事業について資料確認。	 

	 	 	 ⇒「すべての県民が行動人になる」ことを目指し、県民が「学んだことを

行動に結びつけ社会に生かす」という機運を醸成し、環境を整える。	 

	 （３）学んだことを役立てる支援への展開について	 

	 	 ・e ポートフォリオによる記録と振り返りによる「学ぶ支援」→「学んだこ
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とを役立てる支援」を実施する。	 

	 	 ・e ポートフォリオの必然性を訴求すべく、本活動における出口を明確にし

ておく必要があるのではないか。	 

	 （４）募集チラシについて	 

	 	 ・想定ターゲットは高齢者が多いことからＩＣＴにどれだけの理解を示して

頂けるかには不安が残る。そのため語彙表現など説明する側としても分か

りやすい表現とする。また募集方法と内容を明確にし、参加条件を追加し

ておく。	 

	 	 ・見出しを「出番づくりプログラム」デザインコンテストとし、「あなたの

学びを●●に活かしませんか？」という形で各自の企画を募る。その上で、

優れたアイデアの企画を表彰するものとする。	 

	 	 ・取り組みの背景をお伝えするためにも、第一ステップとして今までの取り

組みを振り返り、整理する（e ポートフォリオの活用）。その上で、第二

ステップとして各人の新たな「出番」をデザインする。	 

	 	 	 ⇒参加者本人が「どのような分野で自分の経験や学びを活かしたいか」が

明確になっていた場合は、どのような活路があるか助言する。	 

	 

４．その他	 

	 ・本事業における視察先候補としては秋田県、佐賀県、大分県、青森県等のい

ずれかを予定している。	 

以	 上 
 

（２）第 2回研究協議会 
日時：平成２６年２月７日（金）１２時３０分～１４時３０分 
場所：富山県教育文化会館 304号室 
議題：①事業状況報告、アンケート調査結果報告	  

②今後の実施内容、人材活用につながる広報について 
③その他 

 
「ICT の活用による学習成果の評価・活用に関する調査研究」	 

	 第 2 回	 地域 e パスポート研究協議会	 議事録	 

開催日時 平成２６年２月７日（金） １２：３０～１４：３０ 
開催場所 富山県教育文化会館 304号室	 

出 席 者 

富山県民生涯学習カレッジ 荒井学長 
富山県教育委員会 生涯学習・文化財室 木村室長、石倉氏、森氏 
富山大学人間発達科学部 山西教授（代表）、黒田教授 
NPO法人地域学習プラットフォーム研究会 柵理事長 
富山インターネット市民塾 推進協議会 事
務局 

杉本氏、吉田氏 
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事務局 ㈱ジェック経営コンサルタント	  
谷優美子、田中雅人 

 １．事業実施報告	 

２．今後の実施内容	 

３．その他	 
議 事 

協議内容 

１．事業実施報告	 

	 （１）出番づくり応援プログラム説明会、定例相談会の実施報告	 

	 	 ・昨年 12 月から実施した説明会（全 1 回）及

び相談会（全 3 回）の参加者、内容につい

てご報告。	 

	 	 ・相談会出席者は説明会参加者より大幅に減

少したものの、その分相談会に参加頂けた

方全員が前向きで熱意のあるプランをお持

ちであり、既に各機関との折衝をされてい

る方もいらっしゃり、積極的に活動頂けている方がほとんどであった。	 

	 	 ・また当初予定にはなかった「活動プランづくりのための相談会＆活動プラ

ンづくりに役立つ貯金箱説明会（全 2 回）」の実施状況についてもご報告。

相談会同様参加人数は少ないものの、自身の活動プランの広報に向けた準

備を前向きに進めていらっしゃる方ばかりであり、数多ある活動実績（エ

ビデンス）を整理されている姿も見受けられ、徐々に活動プランが完成に

近づいてきている。	 

	 	 ・併せて参加者への情報発信、定期フォローとして実施した応援レター配信

についてもご報告。本日までに全 6 回配信している。	 

	 

	 （２）プログラム参加者へのフォローと e ポートフォリオの活用について	 

	 	 ・上記説明会、相談会を通じて活動プラン作成のサポートを定期的に実施。	 

	 	 ・また活動プラン作成に際し、「学びの貯金箱（e ポートフォリオ）」の活用

方法、操作方法についても説明。資料配信済み。	 

	 	 ・市民塾にて開催した相談会＆説明会に参加頂いた方には、「自身の活動記

録（修了証や認定証、写真、新聞記事等）をスキャニングし電子化→学び

の貯金箱へ記録頂き→ショーケースにて公開する」までの手順をマンツー

マンで説明し、参加者自ら作業頂いた。	 

	 	 ・しかし、PC に不慣れな方、自宅が PC 環境にない方もいらっしゃるため、

まず電子化の効果についてご理解頂き、事務局にて電子化のフォローを実

施。今後の広報活動していくため準備を進めている。	 

	 

	 （３）活動プランの提出状況の報告	 

	 	 ・昨年末開催の説明会にて 28 名の方に参加頂き、相談会を経て、現在 10

名の方に活動プランを提出頂いている。	 
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	 	 ・提出はショーケースに公開頂けた方や郵送で頂いた方、電子メールで頂い

た方とバラつきはあるものの、積極的に活動を進めて頂いている方からの

提出が多い。書き方の基準は説明させて頂いているものの、進捗や内容に

バラつきが見受けられる。23 日までにフォローが必要。	 

	 

	 （４）人材活用に関する生涯学習機関との学習者へのアンケート結果報告	 

	 	 	 １）県民カレッジ等を利用する学習者へのアンケート	 

	 	 	 	 ・出番づくり説明会参加者	 26 名	 回答 25 名（96％）	 

	 	 	 	 	 ・平成 25 年 12 月。県民の「学んできたことや経験を生かした活動」

に関する現状調査を実施。	 

	 	 	 	 	 ・説明会に参加されている時点で元々意思が高い方々であり、実際参

加者の 9 割以上が学んだことや経験を講師やボランティア活動の

形で生かしており、その場は多様である。	 

	 	 	 	 ・県民カレッジ	 マイページ登録者へ実施予定（3 月頃）	 

	 

	 	 	 ２）公民館、青少年教育施設等へのアンケート	 

	 	 	 	 ・384 機関	 回答 126（33％）	 

	 	 	 	 	 ・平成 25 年 12 月。学習成果を活かして地域活動を行う人材育成・活

動支援に関する現状調査を実施。	 

・地域活動を目指す人材の認定制度や人材の情報について、ほとんど

把握されておらず、「ボランティアや活動を志す人が少ない」とい

う回答や、「地域課題、現代課題の把握と求められる人材を把握し

ていない」という状況がある。	 

	 

（５）生涯学習支援調査研究のための先進事例調査	 

	 	 ・平成 26 年 1 月 30 日～31 日、秋田県生涯学習センター様視察。	 

	 	 ・30 日は約１時間、秋田県民の活動状況と課題、県民への支援内容などセ

ンターの取り組みや、行動人の取り組みについてお話を伺った。	 

	 	 ・2 日目は天候の都合もあり、午前中のみの滞在となり、セミナーのみの参

加。「学びあい」の生涯学習・社会教育―その理念と技法―に触れる。	 

	 

	 

２．今後の実施内容	 

	 （１）プランに対する応援プログラムについて	 

	 	 ・提出頂いた活動プランについては、広報活動する前に関係機関にてレビュ

ーを実施。	 

	 	 ・再度内容や書き方を見直していただけるよう、参加者へフィードバックす

るためのアドバイス及び応援メッセージを記述する。	 

	 	 ・活動プランへのアドバイス・支援事項としては大きく４項目（実績、目標、
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課題、取組み）に対しての助言を行い、＋αとして活動に対する応援メッ

セージを記載し学習者への励みとしていただく。	 

	 	 ・一昨年は提出頂いた活動プランを「評価」することが目的の一つであった

が、本年度は学習者の出番づくりを「応援」することであり、評価、点数

付けを行う訳ではなく、上記アドバイスを通じて活動プランの方向付けを

行う。	 

	 	 ・しかし担当機関としてアドバイスすることは立場上難しいため、これまで

の経験を元に個人（地域 e パスポートの委員）としての助言を行う。	 

・事務局にてフォーマットの準備、活動プランの取りまとめを行い、改めて

関係機関へ連絡。14 日(金)までの完了を目指す。取りまとめた結果を受

けて、17 日(月)以降、順次ご連絡する。	 

・学習者へのアドバイスを通じて、評価委員までに事務局サイドで発表者の

選出を行う。学習者への事前に通達することで、発表会までの準備を進め

て頂く。	 

	 	 ・また活動プラン未提出者については、随時フォローする。電子化が困難な

方については、事務局にて代行するなどして一人でも多くの方に提出頂

く。	 

	 

	 （２）発表会・表彰について	 

	 	 ・発表会は当月 23 日（日）午後から実施。第 3 回協議会、評価委員会も同

日開催予定。	 

	 	 ・事前にマスメディアへの告知を行い、当日はネット、マスコミで一斉に活

動プランの公開と関係機関への広報を実施する。	 

	 	 ・広報先についてはまだ検討中であり、早急に案内する。	 

	 	 ・また意見としてスタードラフト会議（日テレ）のように、学習者の発表を

受けて、委員の皆様が携わっている機関で「是非当機関を利用して欲しい」

など学習者をスカウトするような形式を取れないか提案があった。	 

	 

	 （３）評価後のプログラム参加者へのフォローについて	 

	 	 ・3 月下旬に県民カレッジキャンパスメニューブックを配布予定。	 

	 	 ・県関係、教育機関、市町村、生涯学習団体、協賛企業、教育文化会館など

約 100 箇所に対してキャンパスメニューブックの配布を予定しており、併

せて今回作成頂いた活動プランの取り纏めを冊子として配布する。	 

	 

３．その他	 

	 ・文部科学省より報告書の提出について、当月中を目処に作成依頼があった。

事業自体は 3 月 28 日までであるが、報告書構成案に基づき、各自作業を進

める。	 

	 ・今後のスケジュールとしては、	 
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	 	 ①	 事業完了報告書、根拠書類の準備状況の確認／2 月末まで	 

	 	 ②	 上記書類の一次提出（準備出来たところまで）／3 月 7 日(金)	 

	 	 ③	 省内手続き開始（並行して追加での書類提出）／3 月 10 日(月)～	 

	 	 ④	 省内手続きの完了／3 月末～4 月上旬	 

	 	 ⑤	 省内手続き完了後、随時委託費の振込み	 

	 ・23 日協議会にて進捗状況の確認、最終仕上げに向けて精査する。	 

	 

以	 上 

確認事項 

評価（レビュー、アドバイス）フォーマット作成	 

関係機関によるレビュー、助言	 

マスメディアへの告知	 

参加者への活動プラン作成フォロー	 

発表会、第３回協議会、評価委員会開催準備	 

次回日程 平成２６年２月２３日（日）１３時～富山県教育文化会館 403 号室（予定）	 
 

 
（３）第 3回研究協議会 

日時：平成２６年２月２１日（水）午後４時－５時２５分 
場所：富山市牛島新町 タワー111ビル 21階会議室 
議題：①事業状況報告・今後の実施内容 

②事業（学習成果の評価、活用支援のモデル化）の考察 
③その他 

 
「ICT の活用による学習成果の評価・活用に関する調査研究」	 

	 第 3 回	 地域 e パスポート研究協議会	 議事録	 

開催日時 平成２６年２月２３日（日） １３：００～１５：００ 
開催場所 富山県教育文化会館 203号室	 

出 席 者 

富山県民生涯学習カレッジ 荒井学長、石倉副学長、森氏 
富山県教育委員会 生涯学習・文化財室 広瀬様 
富山県公民館連合会 中村事務局長 
富山大学人間発達科学部 山西教授（代表）、黒田教授 
NPO法人地域学習プラットフォーム研究会 柵理事長 
国立教育政策研究所 立田氏 
富山インターネット市民塾 推進協議会 事
務局 

杉本氏、吉田氏 

事務局 ㈱ジェック経営コンサルタント	  
谷優美子、田中雅人 

 １．事業状況報告・今後の実施内容	 
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議 事 
２．事業（学習成果の評価、活用支援のモデル化）の考察	 

３．その他	 

協議内容 

２．事業状況報告・今後の実施内容	 

（１）活動プランの提出、レビュー状況の報告	 

	 ・第 2 回協議会以降に開催した相談会、応援レター配信状況の確認。	 

	 	 ①相談会	 

	 	 	 ・平成 26 年 2 月 12 日（水）活動プランの電子化説明会	 

	 	 ②応援レター配信	 

	 	 	 ・平成 26 年 2 月 10 日（月）広報に向けた電子化について	 

	 	 	 ・平成 26 年 2 月 14 日（金）活動プラン発表会開催案内	 

	 

	 ・出番づくり応援プログラムへの参加状況及び活動プランの提出状況確認。	 

	 	 ①説明会、相談会の参加者状況	 

	 	 	 ・平成 25 年 12 月 23 日（月）説 明 会／参加者 28 名	 

	 	 	 ・平成 26 年 01 月 08 日（水）相談会①／参加者 03 名	 

	 	 	 ・平成 26 年 01 月 18 日（水）相談会②／参加者 07 名	 

	 	 	 ・平成 26 年 01 月 25 日（水）相談会③／参加者 07 名	 

	 	 	 ・平成 26 年 01 月 30 日（水）レクチャー①／参加者 04 名	 

	 	 	 ・平成 26 年 02 月 01 日（水）レクチャー②／参加者 04 名	 

	 	 	 ・平成 26 年 02 月 12 日（水）レクチャー③／参加者 02 名	 

	 	 ②活動プラン提出状況	 

	 	 	 ・（本日時点で）13 名の方にご提出頂いた。	 

	 

	 ・提出頂いた活動プランを受けての評価委員からのコメントについて確認。	 

	 ・当初 11 名の方についてコメント頂いた。追加 2 名（白石様、湊様）につい

てもお願いしたく、後日事務局よりご案内させていただく。	 

	 	 ⇒尚、本日の発表会については、10 名の発表を予定している。	 

	 

	 

	 ・評価委員より、学習者へのコメントを通じて総評頂いた。（※以下敬称略）	 

	 ＜中村氏＞	 

	 	 ・昨年末の説明から、どう自分の考えを積み上げていくか、学習者の方にと

ってはタイトな日程の中での取りまとめとなり、時間がなかったのではな

いか。	 

	 	 ・時間があれば、より具体的な活動プランに仕上がっていたと思う。	 

	 ＜黒田氏＞	 

	 	 ・富山の人は表に出るのは苦手だと思っていたが、今回提出頂いた方々は真

逆であった。70 歳を超えてから積極的に活動されている方もいらっしゃ

り見習いたい。	 
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	 	 ・知識や経験をどう蓄積していくか。本活動において具体的になったと思う。	 

	 ＜山西氏＞	 

	 	 ・出番を求める人（学校や公民館など）にご自身の活動プランを、どのよう

に伝えるかが難しいと感じた。今のままだと伝わりにくいところもあり、

相談員（書き方を指導する人）が必要であったかもしれない。	 

	 	 ・また出番づくりを応援するというゴールが広いため、アドバイスが難しい。	 

	 ＜荒井氏＞	 

	 	 ・自身の活動記録を整理され、電子化されたことは素晴らしいことである。	 

	 	 ・本日発表会を予定しているが、今後の課題としては、伝える力（プレゼン

テーション能力）を身に付ける必要もあったと感じる。	 

	 	 ・表彰についても、本来であれば、発表会を受けて選出すべきであったが、

時間の都合上難しかったことが悔やまれる。	 

	 ＜中村氏＞	 

	 	 ・自分が活躍できるフィールドやレベルがどの程度の位置にあるのかという

悩みが多いと感じた。地区レベルなのか、自治体レべルなのか、ご自身の

もつ力がどこまで通用するのか謙遜されている方も見受けられた。	 

	 ＜柵氏＞	 

	 	 ・定期的に相談会を実施してきた中で、相談員としての限界を感じることが

あった。皆さん専門的にご活躍されている方ばかりであり、時に業界の専

門知識を必要と感じる場面もあり、表面上の回答になっていたこともあっ

た。	 

	 ＜立田氏＞	 

	 	 ・他県でも本事業と類似した活動しているところはあるが、本事業において

は、自分が活動してきたことをキャリアとして明文化し、電子化して残す

という点においては、13 名の方が活動プランを提出されており、非常に

すばらしい事例であると感じる。	 

	 	 ・また個人レベルで自己の振り返りをされている方はいらっしゃるかもしれ

ないが、組織として e ポートフォリオを活用し、更に短期間で纏められた

ことは大変素晴らしいことであると同時に大きな成果ではないか。	 

	 	 ・今回は文部科学省の受託事業であるため補助金を活用した取り組みとなっ

ているが、本事業における成果や効果を継続していためにも、今後の課題

としては、無料で情報開示することが求められるのではないか。	 

	 	 	 ⇒（例）アマゾンでは、ベストセラーの本も今や 100 円で販売される時代。

今回提出された活動プランを広く周知させる上で、有償とするのか、無償

とするのかは大きな違い。新たにＨＰ等の媒体を使用した展開をする上

で、今後の課題であると思われる。	 

	 

	 

（２）発表会、表彰について	 
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	 ・出番づくり応援プログラム	 活動プラン発表会の段取りについて確認。会場

は 403 号室に移動し、開催予定。	 

	 ・発表会後に表彰、全体講評を予定。そ

の後、時間の許す限り名刺交換会、懇

親会を実施予定。	 

	 ・表彰者について事務局より案を提示さ

せて頂く。単純に評価委員からの推薦

数で表彰者を選出するのではなく、推

薦数が少ない方でもこれから継続して尽力頂けそうなプラン提出者も表彰

対象とした。	 

	 	 ⇒推薦数が多いにも関らず表彰対象から漏れた方の理由が不明確。	 

	 ・上記事由を考慮し、表彰者を再検討。推薦数の多い 4 名を表象対象とし、そ

の中から本日発表予定の 3 名を表彰することとなる。	 

	 	 ①加賀谷様：ふるさと富山の魅力アップと知のおもてなしに期待	 

	 	 ②川田様：伝統芸能の素晴らしさ、楽しさを新たな形で地域に伝えることに

期待	 

	 	 ③大谷矢様：心と身体をユニークな方法で元気にすることに期待	 

	 ・全体講評については、表彰対象者のみしか予定されていないが、本日発表さ

れる方全員に一言応援メッセージを送るべきではないかという意見が挙が

った。	 

	 	 ⇒活動プラン発表後、評価委員よりお一人お一人にコメントすることとし、

役割分担を行う。	 

	 

（３）活動プランの公開と関係機関への広報について	 

	 ・大きく電子媒体による広報と紙媒体による広報を予定している。	 

	 	 ①電子媒体による広報活動	 

	 	 	 ・電子媒体については、地域 e パスポート研究協議会のＨＰにて、今回活

動プランを提出いただいた方のページを作成し、公開予定。本日その素

案を確認いただく。	 

	 	 	 ・また、とやま公民館学遊ネットにて、専用のバナーを設け、公開予定。

⇒色々な人材にアクセスできる入口を設けることで、問合せ窓口を広げ

る。	 

⇒問合せ先として、富山県民生涯学習カレッジ、富山県公民館連合会、

富山インターネット市民塾の 3 団体について記載。	 

	 	 ②紙媒体による広報活動	 

	 	 	 ・前回協議会にてご案内の通り、県民カレッジキャンパスメニューブック

の配布先に併せ、県内約 1,300 箇所に活動プランを取り纏めた冊子を配

布予定。	 

	 	 	 ・現時点で提出された活動プランは冊子作成前にチェックし、修正すべき
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ではないかという意見が挙がった。対応については検討する。	 

	 

２．事業（学習成果の評価、活用支援のモデル化）の考察	 

（１）報告書構成案により現状と課題の整理	 

	 ・前回確認した報告書執筆分担を受け、大きく以下４点について協議。	 

	 	 ①学習成果の活用における学習者の現状と課題	 

	 	 ②学習成果の活用における学習者の本モデルによる可能性、実施に向けての

課題	 

	 	 ③学習成果の評価と活用支援における支援機関の現状と課題	 

	 	 ④学習成果の評価と活用支援における本モデルによる可能性、実施に向けて

の課題	 

	 ・事業（学習成果の評価、活用支援のモデル化）の考察の視点としては以下の

通り。	 

	 	 ①県民カレッジ等における学習成果の活用支援としての評価	 

	 	 ②ICT（e ポートフォリオ）の活用評価	 

	 	 ③今後の課題（富山県の教育施策、大学における生涯学習、実運用）	 

	 

（２）考察の視点について	 

	 ・上記考察の視点を受けて、役割分担、現状について確認。	 

①県民カレッジ等における学習成果の活用支援としての評価	 

	 ・今までの国の支援は「学ぶ支援」に重きが置かれていた。しかし、今は

「学習した成果を生かす」ことに重点がおかれており、学びを生かす

「場」をどのように創出していくかが争点となっている。	 

	 ・学習者本人にとっては、自身の活動記録をどのように整理していくかが

課題となっており、学習者を支援する機関にとっては学習者への人的支

援や ICT の効果をどのようにまとめていくかが課題となっている。	 

	 ・学習者の出番を創出する支援として、講師としての出番づくりだけが支

援ではなく、映像や文書などの記録を整理する支援も非常に重要な位置

付けである。	 

	 	 	 ・今回本事業を通じて（学習者に纏めて頂いた）活動プランの広報活動に

向けては電子媒体及び紙媒体による情報公開となるが、前述の通り、そ

の前段階としての自己の振り返りのサポートが重要であると考えられ

る。	 

	 

②ICT（e ポートフォリオ）の活用評価	 

	 	 	 ・学習者に作成頂いた活動プランをショーケースにアップロードされた方

を対象に、アンケートによる活用状況について前後比較を実施する。説

明会時に実施したアンケートと本日発表会後に配布するアンケートを

比較し調査する。	 
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	 	 	 ・経験や学びの積み重ねの振り返り（学びの貯金箱＝e ポートフォリオ）、

これをもとにした活動プランづくり、活動プランの公開情報（ショーケ

ース）をもとにした地域での相談や広報など、応援プログラムへの参加

をとおした ICT の活用がどのように役立ったと考えているか。また今後

役立つと考えるか。という視点で活用状況について評価を行う。	 

	 

③今後の課題（富山県の教育施策、大学における生涯学習、実運用）	 

	 	 	 ・今回の実証実験は、来年度も今の枠内で実施することは可能である。し

かし本事業は文部科学省の受託事業で進めた事業であり、今後富山県の

生涯学習期間としての独立した活動が必要となる。	 

	 	 	 ・今回は自己の活動記録の整理、電子化がメインとなったが、今後はその

取り纏め頂いた情報をいかに第三者へ伝えることが出来るかが課題と

なる。	 

	 	 	 ・伝える力＝プレゼンテーション能力のスキル向上に向けた支援機関のサ

ポート体制の構築及び人的支援を実施するための体制作りに向けた活

動が必要になってくる。	 

	 	 	 ・県教育振興基本計画との整合性を踏まえた取り組みや大学による生涯学

習への新たな取り組みを模索する上でも、本事業の成果を踏まえ、報告

書へ反映させていく。	 

	 

	 

３．その他	 

（１）報告書作成状況、資料について	 

	 ・上記２の考察の視点を踏まえ、各自作報告書作成を進める。	 

・2 月末までに文部科学省へ提出。	 

	 

以	 上 
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資料２	 学習者へのアンケート結果 

 
県民の「学んできたことや経験を生かした活動」に関する現状調査 
	 対象：県民カレッジ等を利用する学習者 

（１）	 出番づくり説明会参加者２６名	 回答２５名（９６％） 
実施：平成２５年１２月 

（２）	 県民カレッジ	 マイページ登録者 
 
【集計概要】 
＊以下は、（１）説明会参加者についての集計概要 
○	 説明会参加者の９割は、学んだことや経験を講師やボランティア活動の形で生かしており、

その場は多様である。 
① 多いのは公民館、県・市町村の関係機関、学校等であり、県民カレッジやインターネット市

民塾での講師活動も多い。 
○	 約９割の参加者は、今後生かしたいと「強く思う」「思う」と答えており、その形としては、

講演、講師が最も多く、ボランティア活動、グループの立ち上げなどが挙げられている。 
○	 生かしたい場としては公民館が最も多く、学校、市民塾・自遊塾、NPO、青少年施設等が続
く。 

○	 生かすための取り組みとして、自身の学習歴や活動歴を記録し振り返ることができるように

している人が２割程度で少ないが、その半数は公民館や県民カレッジへの問い合わせや相談

の際に「役立った」としている。 
○	 生かすために養成講座等にも積極的に参加しており、「新幹線開通に関連する講座」や「古志

の国文学館」「市民講師レベルアップ講座」などが挙げられている。 
○	 生かすために県民カレッジや公民館に相談していると答えた者は多いが、一方でインターネ

ットや知人を情報源と挙げる者も多い。 
○	 参加者の要望としては、「活動の場の紹介」を望む者は多く、「求められている人材と相談窓

口を知らない」とする者も多い。 
○	 一方で、自身も「生かせるかどうか自身では分からない」や、生かす力（企画力、コミュニ

ケーション力等）に不安を持つ者も多い。また、生かすために仲間づくりが必要と考えてい

る者も多い。	  
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回答者属性

年代

10代 20代 30代 40代 50代 60代 70代 80歳以上 無回答 全体

回答数 0 0 2 3 5 8 3 0 4 25

％ 0.0% 0.0% 8.0% 12.0% 20.0% 32.0% 12.0% 0.0% 16.0% 100.0%

性別

男性 女性 無回答 全体

回答数 16 0 9 25

％ 64.0% 0.0% 36.0% 100.0%

県民カレッジカード

ある ない 無回答 全体

回答数 8 12 5 25

％ 32.0% 48.0% 20.0% 100.0%

64.0% 0.0%
36.0%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

男性 女性 無回答

32.0% 48.0% 20.0%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

ある ない 無回答

0.0%0.0% 8.0% 12.0% 20.0% 32.0% 12.0% 0.0% 16.0%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

10代 20代 30代 40代 50代 60代 70代 80歳以上 無回答

問１　あなたはこれまでどのような場で学んできましたか？（複数回答可）

県民カ

レッジ
大学

県内の

公民館
図書館

市町村

主催講

座等

放送大

学

各種専

門学校

通信教

育

インター

ネット学

習

その他 無回答 全体

回答数 15 14 4 10 5 3 3 7 7 2 0 70

％ 21.4% 20.0% 5.7% 14.3% 7.1% 4.3% 4.3% 10.0% 10.0% 2.9% 0.0% 100.0%

その他項目

・ 民間養成期間

0

5

10

15
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問２　あなたは、学んだことや経験がこれまでどのように生かされたと思いますか？

さまざまな

形で生か

された

ある程度

生かされ

た

少しは生

かされた

あまり生

かされた

とは思わ

ない

全く生か

されてい

ない

無回答 全体

7 13 3 2 0 0 25

28.0% 52.0% 12.0% 8.0% 0.0% 0.0% 100.0%

問３　問２で「生かされた」とお答えの方は、次のどのような形で生かされましたか？

講師の

依頼を受

けた

ボランティ

ア活動

職場で

仕事に役

立てた

その他 無回答 全体

回答数 10 11 7 5 5 38

％ 26.3% 28.9% 18.4% 13.2% 13.2% 100.0%

その他項目

・ ボランティア活動などで

・ ＩＴＣを使って教えることが出来た

・ 勉強になった、知識が深まった

・ 人脈作り

・ カルチャー開講

回答数

n=214(SA)n=397(MA)n=214(SA)n=214(SA)n=214(SA)n=214(SA)

n=213(SA)n=213(SA)n=213(SA)n=213(SA)

28.0% 52.0% 12.0% 8.0%0.0%0.0%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

さまざまな形で生かされた ある程度生かされた 少しは生かされた

あまり生かされたとは思わない 全く生かされていない 無回答 n=210(SA)

0

5

10

15
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問４　問２で「生かされた」とお答えの方は、その事例をご紹介ください

問５　学んできたことや経験を今後何らかの形で生かしたいと思いますか？

強く思う 思う
考えてみ

たい

分からな

い
思わない 全体

9 11 4 0 0 24

37.5% 45.8% 16.7% 0.0% 0.0% 100.0%
回答数

n=210(SA)n=400(SA)n=400(SA n=400(Mn=400(SA)n=400(SA)n=400(SA)n=400(MA)n=400(SA)n=400(SA)n=400(SA)n=400(SA)n=400(SA) n=499(MA) n=213(SA)n=214(SA)n=213(SA) n=269(MA)n=210(SA)n=210(SA)n=210(SA)n=210(SA)n=214(SA)n=499(MA)n=213(SAn=213(SA)n=213(SA)n=213(SA) n=213(SA)n=213(SA)n=213(SA)n=213(SA)n=214(SA)n=214(SA)n=214(SA)n=214(SA)n=214(SAn=214(SA)n=214(SA)n=214(SA)n=214(SA)n=214(SA)

37.5% 45.8% 16.7% 0.0%0.0%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

強く思う 思う 考えてみたい 分からない 思わない n=214(SA)

n=214(SA)n=214(SA)n=214(SA) n=214(SA)n=214(SA)n=214(SA)n=214(SA)n=214(SA)n=214(SA)n=214(SA)n=214(SA)n=214(SA)n=214(SA)n=400(SA n=400(Mn=400(SA)n=400(SA)n=400(SA)n=400(MA)n=400(SA)n=400(SA)n=400(SA)n=400(SA)n=400(SA n=400(Mn=400(SA)n=400(SA)n=400(SA)n=400(MA)n=400(SA)n=400(SA)n=400(SA)n=400(SA)n=400(SA n=400(Mn=400(SA)n=400(SA)n=400(SA)n=400(MA)n=400(SA)n=400(SA)n=400(SA)n=400(SA) n=214(SA)n=214(SA)n=214(SA)n=214(SA)n=214(SA)n=208(SA)n=208(SA)n=208(SA)n=208(SA)n=208(SA)n=208(SA)n=208(SA)n=208(SA)
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問６　問５で、「強く思う」「思う」「考えてみたい」のいずれかをお答えの方は、どのような形を考えますか？

ボランティ

アとして

講演や

講座の

講師とし

て

新たなグ

ループを

作って活

動

ビジネスと

して
その他 無回答 全体

11 12 10 4 2 1 40

27.5% 30.0% 25.0% 10.0% 5.0% 2.5% 100.0%

その他項目

・ 時間がないので教えることが出来ない

・ それも含めて考えてみた

・ これから考えます

回答数

0

5

10

15
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問７　問５で、「強く思う」「思う」「考えてみたい」のいずれかをお答えの方は、どのような場で生かしたいと

考えていますか？

地域の

公民館

などで学

び合う場

を作りた

い

学校で

子どもた

ちに伝え

たい

青少年

教育施

設などで

子どもた

ちの学ぶ

機会を応

援したい

放課後

子ども教

室でボラ

ンティア

活動した

い

県民カ

レッジで

「自由

塾」を開

きたい

インター

ネット市

民塾で

講座を開

きたい

ＮＰＯ団

体の活

動で生か

したい

地域の

自治会

の活動で

生かした

い

高齢者

の集まり

などで元

気づくりに

生かした

い

自身の

仕事に生

かしたい

その他 全体

回答数 13 9 7 3 6 8 7 4 6 4 2 69

％ 18.8% 13.0% 10.1% 4.3% 8.7% 11.6% 10.1% 5.8% 8.7% 5.8% 2.9% 100.0%

その他項目

・ わからない

・ 自分自身のために生かしたい

0

5

10

15
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問８　学んできたことや経験を生かすために具体的に取り組んでいることがありますか？

今までの

学習や

経験を何

らかの形

で記録

し、振り

返ること

ができる

ようにして

いる

地域の

課題など

を話し合

う場に出

かけてい

る

活動の

仲間作り

を行って

いる

ボランティ

アや指導

者養成

など、人

材養成に

つながる

講座等

への参加

地域課

題や現

代的課

題の解

決、地域

づくりのセ

ミナー等

への参加

職業や

キャリア

開発に生

かすことに

つながる

講座等

への参加

企画書

作成、経

理、ICT

活用な

ど、実務

スキルを

高める講

座等への

参加

その他 無回答 全体

回答数 12 5 6 9 6 12 4 1 3 58

％ 20.7% 8.6% 10.3% 15.5% 10.3% 20.7% 6.9% 1.7% 5.2% 100.0%

問９　上記いずれかの講座等に参加したことがある場合、もっとも役立った講座の概要をご紹介ください

0

5

10

15
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問１０　あなたは、学んだことや経験を生かすために、県民カレッジや公民館などの機関に問い合わせや

相談を行ったことはありますか？ 

県民カ

レッジの

相談窓

口

地域の

公民館

ボランティ

ア支援機

関

学校 その他

問い合わ

せや相談

をしたこと

がない

全体

回答数 4 4 3 1 1 0 13

％ 30.8% 30.8% 23.1% 7.7% 7.7% 0.0% 100.0%

その他項目

・ 受け入れるような雰囲気がない「押し付け」体質が染み付いている

問１１　あなたは、これまで学んできたことや経験、実績を分かりやすく説明する資料を用意していますか？

経歴書

などにまと

めている

インター

ネットのブ

ログ、ＳＮ

Ｓなど

その他
用意して

いない
無回答 全体

回答数 4 6 2 11 0 23

％ 17.4% 26.1% 8.7% 47.8% 0.0% 100.0%

その他項目

・ 発信はしていないがまとめている

・ ホームページで【塚原歴史の会）

0

1

2

3

4

5

0

5

10

15
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問１２　問１１で「用意している」方は、その資料等が機関での相談や問い合わせなどに役立ちましたか？

大変役

立った

ある程度

役立った

役立った

ことがある

あまり役

立ってい

ない

全く役

立ってい

ない

無回答 全体

2 4 3 0 0 10 19

10.5% 21.1% 15.8% 0.0% 0.0% 52.6% 100.0%

問１３　あなたは学んだことや経験を生かして活動する場の情報を得ていますか？

関係機

関で情

報を得て

いる

広報等

で情報を

得ている

インター

ネットで

情報を得

ている

知人など

から得て

いる

情報を得

たことがな

い

無回答 全体

回答数 5 2 7 7 3 4 28

％ 17.9% 7.1% 25.0% 25.0% 10.7% 14.3% 100.0%

問１４　あなたは次の機関では、住民の参加、活動をどのような形で受け入れているか

県民カ

レッジ
公民館

放課後

子ども教

室

地域の

小学校、

中学校

ボランティ

ア団体
無回答 全体

回答数 7 9 2 2 3 7 30

％ 23.3% 30.0% 6.7% 6.7% 10.0% 23.3% 100.0%

回答数

n=214(SA)n=397(MA)n=214(SA)n=214(SA)n=214(SA)n=214(SA)

10.5% 21.1% 15.8% 0.0%0.0% 52.6%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

大変役立った ある程度役立った 役立ったことがある

あまり役立っていない 全く役立っていない 無回答 n=210(SA)

0

5

10

0

5

10



22 
 
 

 

 

 
 
 
 
 
 

問１５　あなたは、学んだことや経験を生かす取り組みを行う上で、どのような課題を持っていますか？

生かせる

かどうか

自身では

分からな

い

活動を行

う時間的

な余裕が

ない

地域の

中でどの

ような人

材が求め

られてい

るか把握

していな

い

どのような

人材が

求められ

ている

か、問い

合わせや

相談の

窓口を知

らない

地域の

課題や

現代的

課題に対

して、どの

ような人

材が求め

られてい

るか分か

らない

自身の

知識、経

験、ノウ

ハウ、実

践力を振

り返ったこ

とがない

活動の

仲間がい

ると自身

の知識、

経験を生

かすこと

ができる

生かした

いが、生

かす目標

が具体

的でな

い、ある

いは願望

に留まっ

ている

学んだこ

とや経験

を生かす

力（企

画、コミュ

ニケーショ

ン力等）

に不安が

ある

生かすた

めの相談

の機会が

ない（少

ない）

活動の

場を紹介

してほし

い

その他 全体

回答数 3 3 2 0 3 1 7 2 3 1 4 1 29

％ 10.3% 10.3% 6.9% 0.0% 10.3% 3.4% 24.1% 6.9% 10.3% 3.4% 13.8% 3.4% 100.0%

その他項目

・ 採算に合う基盤作り、スピード

0

5

10

15
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資料３	 出番づくり応援プログラム参加者へのアンケート結果 

 
県民の「学んできたことや経験を生かした活動」に関する現状調査 
	 対象：出番づくり応援プログラム参加者、	 実施：平成２６年２月	 回答９名 
 

 

回答者属性

年代

10代 20代 30代 40代 50代 60代 70代 80歳以上 無回答 全体

回答数 0 0 0 2 1 5 1 0 0 9

％ 0.0% 0.0% 0.0% 22.2% 11.1% 55.6% 11.1% 0.0% 0.0% 100.0%

性別

男性 女性 無回答 全体

回答数 4 0 5 9

％ 44.4% 0.0% 55.6% 100.0%

県民カレッジカード

ある ない 無回答 全体

回答数 5 3 1 9

％ 55.6% 33.3% 11.1% 100.0%

活動プランの作成

提出した
提出予

定

提出の

予定はな

い

無回答 全体

回答数 7 0 0 2 9

％ 77.8% 0.0% 0.0% 22.2% 100.0%

44.4% 0.0%
55.6%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

男性 女性 無回答

55.6% 33.3% 11.1%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

ある ない 無回答

0.0%0.0%0.0% 22.2% 11.1% 55.6% 11.1% 0.0%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

10代 20代 30代 40代 50代 60代 70代 80歳以上 無回答

77.8% 0.0%0.0% 22.2%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

提出した 提出予定 提出の予定はない 無回答
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問１　これまでの経験や学びによって、どのような効果を得ることができましたか？（複数回答可）

まとめるこ

とに役

立った

自己評

価するこ

とに役

立った

さらに必

要な学び

に気付く

ことがあっ

た

これまで

の活動の

課題を振

り返ること

があった

新たな生

かし方に

気付くこ

とができ

た

その他 無回答 全体

回答数 5 4 4 3 6 1 0 23

％ 21.7% 17.4% 17.4% 13.0% 26.1% 4.3% 0.0% 100.0%

その他項目

・ 他人の意見を聞くことが出来た

0

5

10

15

問２　学びや経験を生かしたいと思いますか？

強く思う 思う
考えてみ

たい

分からな

い
思わない 無回答 全体

6 1 2 0 0 0 9

66.7% 11.1% 22.2% 0.0% 0.0% 0.0% 100.0%
回答数

n=214(SA)n=397(MA)n=214(SA)n=214(SA)n=214(SA)n=214(SA)

66.7% 11.1% 22.2% 0.0%0.0%0.0%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

強く思う 思う 考えてみたい 分からない 思わない 無回答
n=210(SA)
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問３　問２で「強く思う」「思う」「考えてみたい」のいずれかをお答えの方は、

　　　どのような形を考えますか？（複数回答可）

ボランティ

アとして

香園や

講座の

講師とし

て

新たなグ

ループを

作って活

動

ビジネスと

して
その他 無回答 全体

回答数 6 6 4 0 1 0 17

％ 35.3% 35.3% 23.5% 0.0% 5.9% 0.0% 100.0%

その他項目

・ ボランティア活動などで

0

5

10

15

問４　問３で「強く思う」「思う」「考えてみたい」のいずれかをお答えの方は、どのような場で生かしたいと考えますか？（複数回答可）

学び合う

場を作り

たい

学校で

子どもた

ちに伝え

たい

子どもた

ちの学ぶ

機会を応

援したい

放課後

子ども教

室でボラ

ンティア

活動した

い

県民カ

レッジで

「自遊

塾」を開

きたい

インター

ネット市

民塾で

講座を開

きたい

ＮＰＯ団

体の活

動で生か

したい

地域の

自治会

の活動で

生かした

い

高齢者

の集まり

などで元

気づくりに

生かした

い

自身の

仕事に生

かしたい

その他 無回答 全体

回答数 7 6 3 1 3 3 0 2 5 3 0 0 33

％ 21.2% 18.2% 9.1% 3.0% 9.1% 9.1% 0.0% 6.1% 15.2% 9.1% 0.0% 0.0% 100.0%

0

5

10

15
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問５　活動プランづくりに、どのように役立ちましたか？（複数回答可）

新たな目

標を見つ

けた

目標が

具体化し

た

相談、ア

ドバイス

が役立っ

た

取り組み

に役立っ

た

見直しに

役立った
その他 無回答 全体

5 5 3 4 6 0 0 23

21.7% 21.7% 13.0% 17.4% 26.1% 0.0% 0.0% 100.0%
回答数

21.7% 21.7% 13.0% 17.4% 26.1% 0.0%0.0%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

新たな目標を見つけた 目標が具体化した

相談、アドバイスが役立った 取り組みに役立った n=214(SA)

問６　活動の記録や資料の保存は十分だったか？（複数回答可）

ボランティ

アとして

講演や

講座の

講師とし

て

新たなグ

ループを

作って活

動

ビジネスと

して
その他 無回答 全体

4 0 4 2 2 0 12

33.3% 0.0% 33.3% 16.7% 16.7% 0.0% 100.0%

その他項目

・ プレゼンテーションがうまくいかなかった

・ これからさらに知識を深めます

回答数

0

5

10

15



27 
 
 

 

 

問７　実績を説明する資料を用意していたか？（複数回答可）

説明でき

るようにし

ている

プロフィー

ルとしてま

とめて発

信してい

る

その他
用意して

いない
無回答 全体

回答数 3 2 1 0 3 9

％ 33.3% 22.2% 11.1% 0.0% 33.3% 100.0%

0

5

10

15

問８　学びや経験をまとめることが出来たか

十分でき

た

ある程度

はまとめ

た

まとめるこ

とができ

なかった

無回答 全体

回答数 3 5 3 0 11

％ 27.3% 45.5% 27.3% 0.0% 100.0%

0

5

10

15
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問９　応援プログラム参加以前に、関係機関に問合せや相談をされたか？（複数回答可）

県民カ

レッジの

相談窓

口で相

談したこ

とがある

地域の

公民館

で相談し

たことがあ

る

ボランティ

ア支援機

関で相

談したこ

とがある

学校で

相談した

ことがある

その他

相談した

ことがな

い

無回答 全体

回答数 2 2 1 1 2 3 0 11

％ 18.2% 18.2% 9.1% 9.1% 18.2% 27.3% 0.0% 100.0%

その他項目

・ インターネット市民塾で相談している

・ 公民館連絡協議会

0

5

10

15



29 
 
 

 

 

問１０　応援プログラムの参加を通じて、新たに問合せや相談を行ったことはありますか？（複数回答可）

県民カ

レッジの

相談窓

口

地域の

公民館

ボランティ

ア支援機

関

学校 その他

問い合わ

せや相談

をしたこと

がない

全体

回答数 3 3 1 0 0 4 11

％ 27.3% 27.3% 9.1% 0.0% 0.0% 36.4% 100.0%

0

1

2

3

4

5

問１１　まとめた資料が相談や問合せに役立ちましたか？

大変役

立った

ある程度

役立った

役立った

ことがある

あまり役

立ってい

ない

全く役

立ってい

ない

無回答 全体

回答数 2 3 3 0 0 1 9

％ 22.2% 33.3% 33.3% 0.0% 0.0% 11.1% 100.0%

0

5

10

15
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問１２　次の機関では、住民の参加、活動をどのような形で受け入れているか

　　　　情報を得ることができましたか？（複数回答可）

県民カ

レッジ
公民館

放課後

子ども教

室

地域の

小学校、

中学校

ボランティ

ア団体

インター

ネット市

民塾

その他

得ること

ができな

かった

無回答 全体

3 7 1 3 1 3 0 1 0 19

15.8% 36.8% 5.3% 15.8% 5.3% 15.8% 0.0% 5.3% 0.0% 100.0%

問１３　応援プログラム参加以前より、学びや経験を活かすために

     具体的に取組んでいることがありますか？（複数回答可）

地域の

課題など

を話し合

う場に出

かけてい

た

活動の

仲間作り

を行って

いる

人材養

成につな

がる講座

等への参

加

地域づく

りのセミ

ナー等へ

の参加

職業や

キャリア

開発に生

かすことに

つながる

講座等

への参加

企画書

作成、経

理、ICT

活用な

ど、実務

スキルを

高める講

座等への

参加

その他 無回答 全体

回答数 5 3 4 3 0 2 1 0 18

％ 27.8% 16.7% 22.2% 16.7% 0.0% 11.1% 5.6% 0.0% 100.0%

回答数

n=214(SA)n=397(MA)n=214(SA)n=214(SA)n=214(SA)n=214(SA)

15.8% 36.8% 5.3% 15.8% 5.3% 15.8% 0.0%5.3%0.0%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

県民カレッジ 公民館 放課後子ども教室
地域の小学校、中学校 ボランティア団体 インターネット市民塾
その他 得ることができなかった 無回答 n=210(SA)

0

5

10
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問１４　応援プログラム参加を通じて、これまでの学びや経験を生かすために

     新たに取組もうとしていることがありますか？（複数回答可）

地域の

課題など

を話し合

う場に出

かけてい

た

活動の

仲間作り

を行って

いる

人材養

成につな

がる講座

等への参

加

地域づく

りのセミ

ナー等へ

の参加

職業や

キャリア

開発に生

かすことに

つながる

講座等

への参加

企画書

作成、経

理、ICT

活用な

ど、実務

スキルを

高める講

座等への

参加

その他 無回答 全体

回答数 2 7 3 2 0 4 1 0 19

％ 10.5% 36.8% 15.8% 10.5% 0.0% 21.1% 5.3% 0.0% 100.0%

問１５　ＩＣＴの活用にどのように役立ったと考えますか？あるいは今後役立つと考えますか？（複数回答可）

関係機

関に評価

していた

だくこと

組織や

場を越え

て活用す

ること

活動の

場との

マッチング

の機会が

期待でき

る

活動の

広がりと

活性化

継続的

な展開
無回答 全体

回答数 5 5 4 3 2 0 19

％ 26.3% 26.3% 21.1% 15.8% 10.5% 0.0% 100.0%

0

5

10

0

5

10

15
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問１６　学びや経験を生かす上で、どのような課題を持っていますか？（複数回答可）

相談やア

ドバイス

が必要

活動を行

う時間的

な余裕が

ない

地域の

中で、ど

のような

人材が

求められ

ているか

把握して

いない

問い合わ

せや相談

の窓口を

知らない

地域の

課題や

現代的

課題に対

して、どの

ような人

材が求め

られてい

るか分か

らない

自身の

知識、経

験、ノウ

ハウ、実

践力を振

り返ったこ

とがない

活動の

仲間がい

ると自身

の知識、

経験を生

かすこと

ができる

生かす目

標が具

体的でな

い、ある

いは願望

に留まっ

ている

経験を生

かす力

（企画、

コミュニ

ケーション

力等）に

不安があ

る

生かすた

めの相談

の機会が

ない（少

ない）

活動の

場を紹介

してほし

い

その他 無回答 全体

回答数 4 0 1 0 2 0 3 2 2 0 3 0 0 17

％ 23.5% 0.0% 5.9% 0.0% 11.8% 0.0% 17.6% 11.8% 11.8% 0.0% 17.6% 0.0% 0.0% 100.0%

0

5

10

15
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資料４	 学習者へのアンケート結果 

 
県民の「学んできたことや経験を生かした活動」に関する現状調査 
	 対象：県民カレッジ	 マイページ登録者  

 

 

回答者属性

年代

10代 20代 30代 40代 50代 60代 70代 80歳以上 無回答 全体

回答数 0 0 1 0 5 11 4 0 1 22

％ 0.0% 0.0% 4.5% 0.0% 22.7% 50.0% 18.2% 0.0% 4.5% 100.0%

性別

男性 女性 無回答 全体

回答数 7 2 13 22

％ 31.8% 9.1% 59.1% 100.0%

県民カレッジカード

ある ない 無回答 全体

回答数 7 10 5 22

％ 31.8% 45.5% 22.7% 100.0%

31.8% 9.1%
59.1%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

男性 女性 無回答

31.8% 45.5% 22.7%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

ある ない 無回答

0.0%0.0%4.5%0.0% 22.7% 50.0% 18.2% 0.0%4.5%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

10代 20代 30代 40代 50代 60代 70代 80歳以上 無回答
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問１　あなたはこれまでどのような場で学んできましたか？（複数回答可）

県民カ

レッジ
大学

県内の

公民館
図書館

市町村

主催講

座等

放送大

学

各種専

門学校

通信教

育

インター

ネット学

習

その他 無回答 全体

回答数 15 8 2 8 9 1 0 6 3 4 1 57

％ 26.3% 14.0% 3.5% 14.0% 15.8% 1.8% 0.0% 10.5% 5.3% 7.0% 1.8% 100.0%

その他項目

・ 民間養成機関

問２　あなたは、学んだことや経験がこれまでどのように生かされたと思いますか？

さまざまな

形で生か

された

ある程度

生かされ

た

少しは生

かされた

あまり生

かされた

とは思わ

ない

全く生か

されてい

ない

無回答 全体

6 6 5 3 1 1 22

27.3% 27.3% 22.7% 13.6% 4.5% 4.5% 100.0%
回答数

n=214(SA)n=397(MA)n=214(SA)n=214(SA)n=214(SA)n=214(SA)

n=213(SA)n=213(SA)n=213(SA)n=213(SA)

0

5

10

15

27.3% 27.3% 22.7% 13.6% 4.5% 4.5%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

さまざまな形で生かされた ある程度生かされた 少しは生かされた

あまり生かされたとは思わない 全く生かされていない 無回答 n=210(SA)
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問３　問２で「生かされた」とお答えの方は、次のどのような形で生かされましたか？

講師の

依頼を受

けた

ボランティ

ア活動

職場で

仕事に役

立てた

その他 無回答 全体

回答数 4 8 6 5 5 28

％ 14.3% 28.6% 21.4% 17.9% 17.9% 100.0%

その他項目

・ ボランティア活動などで

・ ＩＴＣを使って教えることが出来た

・ 勉強になった、知識が深まった

・ 人脈作り

・ カルチャー開講

0

5

10

15

問４　問２で「生かされた」とお答えの方は、その事例をご紹介ください

地域 機関等 概要 役割

公民館、介護施設 ホームページ作成 講師、相談相手

富山県全域 いきいき長寿センター サークルの結成 代表

富山市
国際会議場、大学、県民会館で開催される国
際、国内会議の場、観光案内に活かされる

富山県 消費生活センター、富山環境財団
悪質商法被害防止啓発活動講師、個人宅のエネル
ギー消費状況調査、省エネ・エコ方法案内

消費生活推進リーダー、うちエコ診断
員

公民館、介護施設 市民塾 講師 講師、相談相手

インターネット市民塾 塚原歴史の会事務局で

高岡 自由塾 笑いの体操 県民教授

富山市 学遊ビデオ・メイト 会の企画、運営

大山歴史民族研究会、日本文化悠学会

富山市 ＮＰＯ、インターネット市民塾 職員研修、講師による意見だし ファシリテーター

地元 小学校 地球温暖化防止についての説明 講師として

富山県 県民カレッジ

生涯学習 社会福祉 生き方 会員、一般人

県内外 大学、新聞社 講師の役割を果たした

病院、介護施設 各々施設のクライアントへのケア ハンドソートメント講習

滑川 公民館
地元の講師で公民館のイベントを開催する時に役
立った

コーディネーター

富岩水ライン 解説員ボランティア

会社 職場でＰＣのＳＥをしていた

富山市 富山環境財団 はじめてのエコライフ教室 講師

高岡市 市民講座の講師
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問５　学んできたことや経験を今後何らかの形で生かしたいと思いますか？

強く思う 思う
考えてみ

たい

分からな

い
思わない 全体

4 12 2 0 4 22

18.2% 54.5% 9.1% 0.0% 18.2% 100.0%

問６　問５で、「強く思う」「思う」「考えてみたい」のいずれかをお答えの方は、どのような形を考えますか？

ボランティ

アとして

講演や

講座の

講師とし

て

新たなグ

ループを

作って活

動

ビジネスと

して
その他 無回答 全体

11 3 2 4 6 4 30

36.7% 10.0% 6.7% 13.3% 20.0% 13.3% 100.0%

その他項目

・ 時間がないので教えることが出来ない

・ それも含めて考えてみた

・ これから考えます

回答数

回答数

n=210(SA)n=400(SA)n=400(SA n=400(Mn=400(SA)n=400(SA)n=400(SA)n=400(MA)n=400(SA)n=400(SA)n=400(SA)n=400(SA)n=400(SA) n=499(MA) n=213(SA)n=214(SA)n=213(SA) n=269(MA)n=210(SA)n=210(SA)n=210(SA)n=210(SA)n=214(SA)n=499(MA)n=213(SAn=213(SA)n=213(SA)n=213(SA) n=213(SA)n=213(SA)n=213(SA)n=213(SA)n=214(SA)n=214(SA)n=214(SA)n=214(SA)n=214(SAn=214(SA)n=214(SA)n=214(SA)n=214(SA)n=214(SA)

18.2% 54.5% 9.1%0.0% 18.2%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

強く思う 思う 考えてみたい 分からない 思わない n=214(SA)

n=214(SA)n=214(SA)n=214(SA) n=214(SA)n=214(SA)n=214(SA)n=214(SA)n=214(SA)n=214(SA)n=214(SA)n=214(SA)n=214(SA)n=214(SA)n=400(SA n=400(Mn=400(SA)n=400(SA)n=400(SA)n=400(MA)n=400(SA)n=400(SA)n=400(SA)n=400(SA)n=400(SA n=400(Mn=400(SA)n=400(SA)n=400(SA)n=400(MA)n=400(SA)n=400(SA)n=400(SA)n=400(SA)n=400(SA n=400(Mn=400(SA)n=400(SA)n=400(SA)n=400(MA)n=400(SA)n=400(SA)n=400(SA)n=400(SA) n=214(SA)n=214(SA)n=214(SA)n=214(SA)n=214(SA)n=208(SA)n=208(SA)n=208(SA)n=208(SA)n=208(SA)n=208(SA)n=208(SA)n=208(SA)

0

5

10

15
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問７　問５で、「強く思う」「思う」「考えてみたい」のいずれかをお答えの方は、どのような場で生かしたいと

考えていますか？

地域の

公民館

などで学

び合う場

を作りた

い

学校で

子どもた

ちに伝え

たい

青少年

教育施

設などで

子どもた

ちの学ぶ

機会を応

援したい

放課後

子ども教

室でボラ

ンティア

活動した

い

県民カ

レッジで

「自由

塾」を開

きたい

インター

ネット市

民塾で

講座を開

きたい

ＮＰＯ団

体の活

動で生か

したい

地域の

自治会

の活動で

生かした

い

高齢者

の集まり

などで元

気づくりに

生かした

い

自身の

仕事に生

かしたい

その他 全体

回答数 5 5 3 0 4 1 5 5 4 4 4 40

％ 12.5% 12.5% 7.5% 0.0% 10.0% 2.5% 12.5% 12.5% 10.0% 10.0% 10.0% 100.0%

その他項目

・ わからない

・ 自分自身のために生かしたい

0

5

10

15
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問８　学んできたことや経験を生かすために具体的に取り組んでいることがありますか？

今までの

学習や

経験を何

らかの形

で記録

し、振り

返ること

ができる

ようにして

いる

地域の

課題など

を話し合

う場に出

かけてい

る

活動の

仲間作り

を行って

いる

ボランティ

アや指導

者養成

など、人

材養成に

つながる

講座等

への参加

地域課

題や現

代的課

題の解

決、地域

づくりのセ

ミナー等

への参加

職業や

キャリア

開発に生

かすことに

つながる

講座等

への参加

企画書

作成、経

理、ICT

活用な

ど、実務

スキルを

高める講

座等への

参加

その他 無回答 全体

回答数 5 2 5 4 2 4 0 3 6 31

％ 16.1% 6.5% 16.1% 12.9% 6.5% 12.9% 0.0% 9.7% 19.4% 100.0%

0

5

10

15

問９　上記いずれかの講座等に参加したことがある場合、もっとも役立った講座の概要をご紹介ください

講座名 機関名 目的 成果

新幹線開始に関わるいろ
いろな催し、セミナー

いろいろ
人々の関心の度合い、プランの進み具
合/遅れなどがわかる

日本海学、国際大学エク
ステンションカレッジ、古
志の国文学館講座

県民大学、講演会 県、市 教養を深める

市民塾 地区の人に伝えたい、 ＩＴＣを使って行っている

高志の国文学館、活用実
践コース

フォレストリーダー 富山県フォレストリーダー会
子供たちの森林について教え、木材等ものづくりを教
えるお手伝いであるが、子供たちの笑顔がおおく見
られた

市民講師レベルアップ講
座

インターネット市民塾 映像の撮りかた、貼り付け。知的財産法の確認

習い事教室経営道場 大阪市立中央青年センター 習い事教室を経営する為のノウハウを提供してもらう6回で終了の教室を開く
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問１０　あなたは、学んだことや経験を生かすために、県民カレッジや公民館などの機関に問い合わせや相談を

行ったことはありますか？ 

県民カ

レッジの

相談窓

口

地域の

公民館

ボランティ

ア支援機

関

学校 その他

問い合わ

せや相談

をしたこと

がない

全体

回答数 2 3 2 0 0 0 7

％ 28.6% 42.9% 28.6% 0.0% 0.0% 0.0% 100.0%

その他項目

・ 受け入れるような雰囲気がない「押し付け」体質が染み付いている

問１１　あなたは、これまで学んできたことや経験、実績を分かりやすく説明する資料を用意していますか？

経歴書

などにまと

めている

インター

ネットのブ

ログ、ＳＮ

Ｓなど

その他
用意して

いない
無回答 全体

回答数 2 0 0 18 1 21

％ 9.5% 0.0% 0.0% 85.7% 4.8% 100.0%

その他項目

・ 発信はしていないがまとめている

・ ホームページで【塚原歴史の会）
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問１２　問１１で「用意している」方は、その資料等が機関での相談や問い合わせなどに役立ちましたか？

大変役

立った

ある程度

役立った

役立った

ことがある

あまり役

立ってい

ない

全く役

立ってい

ない

無回答 全体

1 1 1 0 0 14 17

5.9% 5.9% 5.9% 0.0% 0.0% 82.4% 100.0%

問１３　あなたは学んだことや経験を生かして活動する場の情報を得ていますか？

関係機

関で情

報を得て

いる

広報等

で情報を

得ている

インター

ネットで

情報を得

ている

知人など

から得て

いる

情報を得

たことがな

い

無回答 全体

回答数 4 5 4 5 7 2 27

％ 14.8% 18.5% 14.8% 18.5% 25.9% 7.4% 100.0%

回答数

n=214(SA)n=397(MA)n=214(SA)n=214(SA)n=214(SA)n=214(SA)

5.9% 5.9% 5.9%0.0%0.0% 82.4%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

大変役立った ある程度役立った 役立ったことがある

あまり役立っていない 全く役立っていない 無回答 n=210(SA)
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問１４　あなたは次の機関では、住民の参加、活動をどのような形で受け入れているか

県民カ

レッジ
公民館

放課後

子ども教

室

地域の

小学校、

中学校

ボランティ

ア団体
無回答 全体

回答数 10 6 1 2 7 6 32

％ 31.3% 18.8% 3.1% 6.3% 21.9% 18.8% 100.0%

問１５　あなたは、学んだことや経験を生かす取り組みを行う上で、どのような課題を持っていますか？

生かせる

かどうか

自身では

分からな

い

活動を行

う時間的

な余裕が

ない

地域の

中でどの

ような人

材が求め

られてい

るか把握

していな

い

どのような

人材が

求められ

ている

か、問い

合わせや

相談の

窓口を知

らない

地域の

課題や

現代的

課題に対

して、どの

ような人

材が求め

られてい

るか分か

らない

自身の

知識、経

験、ノウ

ハウ、実

践力を振

り返ったこ

とがない

活動の

仲間がい

ると自身

の知識、

経験を生

かすこと

ができる

生かした

いが、生

かす目標

が具体

的でな

い、ある

いは願望

に留まっ

ている

学んだこ

とや経験

を生かす

力（企

画、コミュ

ニケーショ

ン力等）

に不安が

ある

生かすた

めの相談

の機会が

ない（少

ない）

活動の

場を紹介

してほし

い

その他 全体

回答数 6 5 2 1 1 3 4 3 3 1 1 2 30

％ 20.0% 16.7% 6.7% 3.3% 3.3% 10.0% 13.3% 10.0% 10.0% 3.3% 3.3% 6.7% 100.0%

その他項目

・ 採算に合う基盤作り、スピード
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資料５	 支援機関へのアンケート結果 

 
学習成果を活かして地域活動を行う人材育成・活動支援に関する現状調査 
	 対象：公民館、青少年教育施設等	 ３８４機関	 回答１２６（３３％） 
	 実施：平成２５年１２月 
 
【集計概要版】 
 
○	 地域人材を受け入れているのは約３割で、主催事業のボランティアなどの形が中心。 
○	 県民の主体的な活動に対しては、側面支援として約１割に留まっている。 
○	 地域活動を目指す人材の認定制度や人材の情報について、ほとんど把握されておらず、「ボラ

ンティアや活動を志す人が少ない」という回答や、「地域課題、現代的課題の把握と求められ

る人材を把握していない」という状況がある。 
○	 県民が学習成果を生かすよう、何らかの形で育成などを行っている機関は約５割であるが、

活動を生かす場へのマッチング支援や、活動の場の発掘、連携に関する支援を行っているの

はわずかに留まっている 
○	 一方で、「学習成果を生かす支援のノウハウが分からない」と答えている機関が約２割ある 
○	 また、「職員の減少や多忙により支援する余裕がない」とする機関も２割弱ある。 
○	 県民に対しては、「活動の目標が具体的でない、あるいは願望に留まっている」という課題も

挙げられている。 
 

 

 

 

 

問１　貴施設・機関では、地域人材の受け入れについてどのような状況ですか？

主催事

業の実

施の中で

県民が

主体的に

行う活動

特に受け

入れてい

ない

無回答 全体

37 11 76 2 126

29.4% 8.7% 60.3% 1.6% 100.0%

問２　主催事業のボランティア人材として受け入れたことがある場合、その事業をご紹介ください

（複数ある場合は最近のものをご紹介ください）

別紙参照

回答数

n=400(SA)n=400(SA) n=214(SA)n=269(MA)

29.4% 8.7% 60.3% 1.6%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

主催事業の実施の中でボランディアとして受け入れている
県民が主体的に行う活動を側面から支援している
特に受け入れていない n=397(MA)

n=214(SA)n=214(SA)n=214(SA)n=214(SA)n=214(SA)n=213(SA)n=213(SA)n=213(SA)n=214(SA)n=214(SA)n=214(SA)n=214(SA)n=214(SA)n=213(SA)n=213(SA)
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問３　貴施設・機関では、県民が学習成果を生かすことにつながる育成等を行っていますか？

学習成

果や経

験を振り

返り、新

たな活動

への生か

し方を考

える機会

を設けて

いる

地域の

課題など

を話し合

う場を設

けている

活動の

仲間作り

に結びつ

く場を設

けている

ボランティ

ア活動の

知識や

指導者

養成な

ど、人材

養成につ

ながる講

座等の

開催

現代的

課題、街

づくり・地

域づくり

の課題な

ど、社会

参加を啓

発する講

座等の

開催

職業や

キャリア

開発に生

かすことに

つながる

講座等

の開催

企画書

作成、経

理、ICT

活用な

ど、実務

スキルを

高める講

座等の

開催

その他 無回答 全体

回答数 13 15 34 3 5 2 4 17 56 149

％ 8.7% 10.1% 22.8% 2.0% 3.4% 1.3% 2.7% 11.4% 37.6% 100.0%

その他項目

・ 公民館活動として、サークル活動を展開しているが、趣味、生きがい作りの活動であり、人材育成は目的としていない。　

・ 特に行っていない、申し出があったときのみ

・ 伝統文化の継承

・ ふるさと教育【地域、歴史、自然などの見学）を行うと共に村木公民館として高齢者学級として高齢者生きがいセミナーを開催している・

・ 敬老会、納了際、公民館祭り等で発表してもらっている

・ ふるさと作り、活動推進員制度

・ 国の機関、地方自治体、自治振興会等各種団体組織の定例会、会議、サークル活堂を場に提供し「集い」「学びあい」「結び合い」の役割を担っている。

・ 特に行なっていない（9）
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問４　問３で、何らかの育成の機会を設けている場合、その事業等をご紹介ください。

別紙参照

問５　学習成果を生かそうとする県民のうち、一定の評価を得て認証している制度をご存知ですか？

はつらつ

学びの

リーダー

ふるさと

学習指

導員

ICTふるさ

と学習推

進員

情報サ

ポーター

ｅﾒﾝﾀｰ、

ｼﾆｱｅﾒﾝ

ﾀｰ

その他
いずれも

知らない
無回答 全体

回答数 5 11 8 1 0 2 92 8 127

％ 3.9% 8.7% 6.3% 0.8% 0.0% 1.6% 72.4% 6.3% 100.0%

その他項目

・ 制度の名前は知らないがボランテイア出前講等のチェックは行っている

問６　学習者と学習成果を生かす場とのマッチングを支援していますか？

県民に、学習成果を生かすことができる場に関する情報提供を行っている 6 件数 61

県民の学習成果や経験をもとにした活動相談の対応を行っている 0 件数 15

県民の学習成果や経験をもとに、活動の場への問い合わせや紹介を行っている 1 件数 23

特に行っていない 102
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問７　学習成果を生かす場の発掘や連携を実施していますか？

定期的に

問い合わ

せを行

い、人材

の活用

機会に関

する情報

を収集し

ている

学習成

果や経

験を生か

そうとする

人材の

存在を周

知するよ

うにしてい

る

活動希

望情報と

人材募

集情報

の交換が

できるよ

う、組織

間の意

思疎通を

図ってい

る

特に行っ

ていない
無回答 合計

4 9 5 91 7 116

3.4% 7.8% 4.3% 78.4% 6.0% 100.0%
回答数

問８　次の施設・機関（自施設以外）との間で、活動希望情報と人材募集情報の交換を行っていますか？

県民カ

レッジ
公民館

放課後

子ども教

室

地域の

小学校、

中学校

ボランティ

ア団体
その他 無回答 全体

回答数 13 31 26 26 15 13 48 172

％ 7.6% 18.0% 15.1% 15.1% 8.7% 7.6% 27.9% 100.0%

その他項目

・ 公民館で練習をしている団体、サークル

・ 教職員ＯＢ

・ 社会福祉協議会

・ 情報の交換がほしいが、どこでどのように【場と時間】したら可能か分からない。今は個人的なつながりで情報を入手して活用している。広がりがほしい。

・ 特に行っていない（5）
n=210(SA)n=400(SA n=400(Mn=400(SA)n=400(SA)n=400(SA)n=400(MA)n=400(SA)n=400(SA)n=400(SA)n=400(SA) n=499(MA) n=214(SA)n=213(SA)n=214(SA)n=213(SA)n=210(SA)n=210(SA)n=210(SA)n=210(SA)n=499(MA)n=213(SAn=213(SA)n=213(SA)n=213(SA) n=213(SA)n=213(SA)n=213(SA)n=213(SA)n=214(SA)n=214(SA)n=214(SA)n=214(SA)n=214(SAn=214(SA)n=214(SA)n=214(SA)n=214(SA) n=214(SA)n=214(SA)n=214(SA)n=214(SA)n=214(SA)n=214(SA)n=214(SA)n=214(SA)n=214(SA)n=214(SA)n=400(SA n=400(Mn=400(SA)n=400(SA)n=400(SA)n=400(MA)n=400(SA)n=400(SA)n=400(SA)n=400(SA)n=400(SA n=400(Mn=400(SA)n=400(SA)n=400(SA)n=400(MA)n=400(SA)n=400(SA)n=400(SA)n=400(SA)n=400(SA n=400(Mn=400(SA)n=400(SA)n=400(SA)n=400(MA)n=400(SA)n=400(SA)n=400(SA)n=400(SA) n=214(SA)n=214(SA)n=214(SA)n=214(SA)n=214(SA)n=208(SA)n=208(SA)n=208(SA)n=208(SA)n=208(SA)n=208(SA)n=208(SA)n=208(SA)
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問１０　学習成果を生かした地域社会に生かすことにつながる取り組みを行う上で、どのような課題を持っていますか？

学習者

自身が

学習成

果や経

験を記

録・把握

していな

いため、

十分な

相談がで

きない

学習成

果や経

験を生か

す目標が

具体的

でない、

あるいは

願望に留

まっている

学習成

果や経

験を生か

す力（実

践力、コ

ミュニケー

ション力

等）が把

握できな

い

学習成

果や経

験を生か

す力（実

践力、コ

ミュニケー

ション力

等）に問

題がある

ボランティ

アや地域

活動を志

す人が少

ない

学習成

果や経

験を生か

せる場の

開拓や

提供先

が見つか

らない

学習成

果や経

験を生か

そうとする

場とのミ

スマッチが

生じる

予算的

な理由に

より学習

成果の

評価を行

う余裕が

ない

職員の

減少や

多忙によ

り学習成

果を生か

す取り組

み支援す

る余裕が

ない

地域課

題や現

代的課

題の把

握と求め

られる人

材を把握

していな

い

地域課

題や現

代的課

題に対応

した育成

機会を開

催するノ

ウハウ、

講師がい

ない

地域課

題や現

代的課

題に対応

した育成

機会を開

催しても

参加者

が集まら

ない

他の機

関や関

係団体と

の連携を

図ること

が難しい

学校との

連絡調

整が難し

い

学習成

果を生か

す支援の

ノウハウ

が分から

ない

その他 全体

回答数 11 17 16 2 35 7 1 6 20 26 13 12 12 8 26 6 218

％ 5.0% 7.8% 7.3% 0.9% 16.1% 3.2% 0.5% 2.8% 9.2% 11.9% 6.0% 5.5% 5.5% 3.7% 11.9% 2.8% 100.0%

その他項目

・ どのような力を持った人がどこにいるのか【リスト】把握できない。

・ 高齢者社会が進む中支援者が減少している

・ 従前のイベントで一杯の所がある。

・ 取り組みは行っていない
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問２　主催事業のボランティア人材として受け入れたことがある場合、その事業をご紹介ください（複数ある場合は最近のものをご紹介ください）

事業名 年度
受入
人数

役割 評価 課題

富岩運河探検隊 24 3 工作教室の指導
昼食後の時間を利用して、不二越高校の先
生１名,生徒2名のボランティアを受け入れ、
紙工作教室を実施してもらった。

子供たちの評判は良かったが、時間的
な余裕が無かった、また、単年度行事と
なってしまった。

夏休み子供教室 25 6
縄作り、ぞうり作り、田んぼ生き物調
査、料理、ギター、お泊り会

子供たちと地域の人との交流が良かった、

モノづくり体験教室【凧作り） 22 20 講師

博労ウォ^ キング 25 6 準備運動と主導とウォーキング補助
準備運動とウォーキング補助を担当してもら
い、安全に行うことができた。

公民館祭り 25 15
役割を決めて分担【作品展示、音響、
食事等）

それぞれの得意分野があり、役割の内容に
秀でた人にお願いして担当してもらった。公
民館役員で行うより効率的に進行した。

役割の内容によって人材が不足するこ
ともあった。【ＰＣ担当、食事担当は特
に）

今からはじめるタブレット教室 25 10 初心者対象で驚きと楽しさで好評
日常生活の中に取り入れることが出来
るか否か

河川調査や河川清掃、計5回 25 31 安全確保と深部の清掃
河川調査も清掃もおかげで充分出来た。子
供たちにも調査法、清掃の仕方を身を持って
教示していただけた、

夏合宿ＩＮ黒部 10 森林の樹木説明
豊富な知識を活かし、子供たちを指導して頂
いた

特になし

そば打ち体験会 25 2 そばの打ち方や、茹で方の講習 丁寧な指導で満足のいく講座になった

そば打ち教室 25 1 講師として
受け入れと言うより、こちらからお願いを了解
頂きました。皆さん顔見知りなので、和気
藹々と参加しておられました。

東地区公民館夏祭り 25 20
中学生や住民にをボランティアを募るこ
とで、より地域に愛着をもたらせる機会
になった。

田んぼの学校 26
手作業での田植え草取り稲借りの指導稲の
学習、操作の時間がリンクした事業。長く継
続しており伝承としても評価できる。

指導ボランテイアの高齢化

給食ボランティア
民生
委員

社会福祉
住民の実体やニーズを日常的に把握、
65歳以上のひとり暮らしの方を対象に把
握

入善町立青木保育所２ 保育補助掃除等

保育士以外の行事や保育士の人員が影響
し、助かる場合もあるが、受け入れ時ボラン
ティア活動のことも考えると負担の場合もあ
る。の方との触れ合う場隣、また、見ることの
出来ない部分を掃除してもらい助かった。

行事や保育士の人員が影響し、助かる
場合もあるが、受け入れ時ボランテイア
活動のことも考えると負担の場合もあ
る。

住民運動会 25 86 実行委員として運営全般
地域の住民であり、豊かなコミュニティの形
成に役立っている。

三世代交流・パークゴルフ大会 スポーツ推進委員として
子供親祖父母が和気あいあいで汗をかく。
ルールを守りながらわいわいがやがやと楽し
い雰囲気である。

まだ出場していない人たちへの声かけ。

ボランティ活動推進の日 24 約35

体験実践を通し協力側のほか思いや
りの心を育てた。校区を住みよいもの
にし、郷土を愛する心をもつことができ
た。

ボランテイア人材の受け入れと併せ、公
民館の他事業にも積極的に参加する交
流の気運作りが求められる。

公民館祭りI２５ 20

餅つき、焼きそば、展示会場作りボラ
ンテイア経験が豊富な人が多く、大変
ありがたい。若い人のボランテイアが
不足。

市民講座ふるさと学習講座 25 1
その方が長年にわたり調査、研究されてきた
地域の歴史について広く市民に伝えていた
だくことができた。

初めて聞く人【充分知識のない人】にも
分かりやすいように説明していただく為
の打ち合わせ、資料作りに時間がかか
る。

1

井波を知る昔の東大谷川ウォーク
25年度
10月

4
案内役・（講師として【井波の文化資料
フォーラム）

参加者が地元の方々でもあり、興味を引く形
で説明、盛り上がった。

参加の人数を増やし、ボランティアの意
欲を高める工夫の配慮が必要【公民館
として）、ボランテイアとの意思疎通がも
う一つと反省。

開校式の講演 1 講師 地域住民の健康づくりに貢献できた 人材の確保に苦労している。

滑川教育センター現地集会
21～
25

2 滑川市文化施設の案内
歴史に精通しておられ、大変詳しく説明を受
けた。

高齢のため次年度は、別の人と考えて
いる。

総合教育センター科２４学情報部 3 科学教室指導 大変良い
土曜日実施しているので講師の派遣が
問題に成る。

放課後子供教室（しめなわづくり） 25 1 指導

三世代交流会 25 5 昔の遊びを教えていただく

放生津コミュニティセンター

伏木万葉大学 25 53
研修先での説明、健康体操の指導、
コーラス健康食事の指導

何方もとても丁寧な活動をされた。
ボランテイアと言えど、御礼はどういった
形ですれば良いか

食生活改善推進委員会 25 10 子供料理教室補助

文化祭 25 3 芸能発表の補助
毎年の事業の為、慣れている人なのでス
ムーズに出来た

高齢のため後継者の育成が必要

親子3世代交流の集い 25 10 助手、講師
大変助かっています、事前打ち合わせにより
理解していただいています

蟹谷地区「地域小矢部教室」 25 5 管理員 大変協力的です

出町子供輝き教室 25 4 子供遊びの指算 大変良かった

囲碁教室 2 先生

高齢者学級 24,25 30 高齢者学級
高齢者人材活用に登録された講師を活用で
きた。

ボランテイア人材の発掘が困難、人材の
高齢化

公民館まつり 24 5 振る舞い鍋の作成、栄養指導など

ミニ門松づくり 25

美女平自然探訪 25 2 自然観察案内

立山歴史や植物、木、鳥等色々な話を聞け
て大変よかった。善参加者25名が十数名の
グループに分かれて聞きながらの散策の
為、80歳の高齢でもゆっくりペースで楽しく安
全に参加できた、参加者40歳代～80歳代全
員楽しめた。

(上条小学校5
年生対象】
平成25年度

平成15年度よ
り毎年

約70～80人
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問４　問３で、何らかの育成の機会を設けている場合、その事業等をご紹介ください。

事業名 年度 概要 人数 評価 課題

趣味【クラフト、いけばな、料
理】等の教室

毎年

人それぞれ興味の対象が違うので、
色々な教室を実施することで地域にど
のようなことに関心を持つ人がいるか
把握する。

30

郊外講師を招いて指導を仰ぎ、参加し
た方の中から特に関心の高い方に働
きかけて、将来は教室を任せられるよ
うな人材を育てることが少しはできた。

教室がマンネリ化して来るので、新しい
対応や新しい教室の新設が必要

親子料理教室 25
美味しい料理を親子で協力しあって作
り、有意義な時間をもっている。

16
親と子、親と親同士のコミュニケーショ
ンの深まりや絆の強さが育つ

スムーズに運営できる環境作り

環境学習会 25 河川の環境について 12 河川の環境についての理解が得られ
たと思う

ねぶた製作講習会 25 ねぶたを実際作ってみる 104
小学生と地域ボランティアの人々で伝
統文化であるねぶたを製作した。ふる
さとの教育に繋がった。

砺波市高齢者学級総合研修会 25 学修活動発表2地区講演会 100

桜谷ふるさと作り推進事業

住民交
流を深
め、明
るく住
まいの
まちづく

講座の選択

敬老会 25
75歳以上の方を対象にした敬老会で地
元で活動を行っているサークルの方に
余興として出演してもらっている

81.10団
体+幼稚
園

敬老会には約90名ほどの参加者があ
るが好評を得ている。

地域おやべっ子推進事業 25

自然体験・生活体験を通じ、自ら学び、
考え方や心豊かな人間性を育む。舞踏
【年24回）茶道（年24回）料理Ｉ（年2回）
体験（年6回）

約４００

新しいことを学び挑戦し、友達の輪を広
げることができた。郷土を大切に思う
心や郷土に対する誇りをもつことがで
きた

小中学生対象になっているが、中学生
は部活動のかかわりで参加者が少な
い。小学生もスポーツ少年団とのかかわ
りで、同じメンバーに固定されやすい。

ふるさと歴史探訪２５

射水市生涯学習推進協議会研
修会

25

市内27地区に嘱託したのは生涯学習
推進委員や生涯学習担当コミュニティ
センター職員を対象に、生涯学習につ
いての講演や意験交換会を行った。

35

地域の生涯活動をコーディネイトする
生涯学習推進委員やセンター職員に
学級・講座開設のヒントを与えることが
出来た。

パソコン入門講座 25
パソコンを生活の中で気軽に利用でき
るようになるための入門講座

42 受講には内容、講師等好評である。 特に感じていない。

パソコン教室 25 パソコンの初歩 15 理解しやすいのが好評です 講師招聘の費用の捻出

文化祭

生け花、書道,木彫り、ちぎり絵、パンフ
ラワー等を出展していただき、広く見て
いただくことにより、活動の仲間作りに
繋げている。

公民館ふるさと講座　アロマで
リフレッシュ

25
アロマテラピー教室。アロマの効能につ
いて説明を受け、エアフレッシュなー

23
後日、7月にアロマサークルが発足。
毎月1回第一月曜日に行われている。

色んなサークル活動

生涯学習フェスティバル 24
生涯学習教室の受講生、ＯＢ，学びの
森青年会が学習効果を発表する。

300
発表を通して他教室の受講生、ＯＢ，
学びの森青年会が学習効果を発表す
る。

学習効果の発表だけに留まらず、受講
生、ＯＢ，青年会のコミュニティ作り、そ
のコミュニティを母体とした生涯学習の
推進。幅広い年齢層の参加。

滑川市福寿大学の開設 高齢者学習機会の提供

80人,70
代の女性

高齢者が
80％を占
める。

学習成果を活かす人材育成までにはな
らない。
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問９　地域の活性化や教育力の向上に結びついたマッチングの事例をご紹介ください

事業名 年度 概要 人数 役割 評価 課題

ふるさとづくり文化展 25

小学校の行事【ふれあいフェス
ティバル】と同日開催で教室の
一部を借り、各種団体、サーク
ルの作品展、保健推進員、食生
活改善推進員等

80
毎年恒例となっており、楽し
みにされている住民も多い。

高齢者が中心となり、若い人と
の交流できる場が必要である。

田んぼの生き物調査 25
夏休み子供教室で子供を田ん
ぼの生き物を採取、観察調査し
た

1 講師

自然農業で虫や蛙らがたくさんい
て、その知識の勉強もされていた
ので、とても有意義な教室になっ
た。

講師をフォローできる主宰社側
の協力があればよかった

三世代交流おひなさま
づくり

24
小学校と情報交換して、地域人
材の活用を図り、貼り絵のお雛
様作りを行った。

30

地域講師、及び地域ボラン」
ティア活度員の「評価」参加
により、本活動が地域に広
まった。

今後、地域の伝統、文化をどの
ように伝承していくか、そのため
の人材交流及び活性化が課題
である。

安川、再生プロジェクト 24

地元でもしる人がそれほどいな
かった、安川城を対象とした安
川城を守る、学ぶ、楽しむ企画
を実施

70
指導社、「砺波学芸委員,曲
輪の会メンバー【増山城開設
員）

地区外の指導者に歴史を学び、現
地の散策路、除草、散策会を通じ
て地域の方々はｑ史跡の大切土
地意義を知り。地区がから訪れる
方々とも交流できた。

今後の維持管理

歴史とのふれあいの旅 25
県内または隣りの県を中心に名
所旧跡を訪問

36
他の市立公民館との共済により実
施、神仏に係わる名所旧跡を訪れ
交流を深めている。

訪問先が限られている。

ふるさと教育 23 650 地域歴史の認識
若い人たちに伝承文化の継承は
十分とは言えないが、されていると
考える。

少子高齢化や若者の都市部へ
の移動で地域の衰退が起きて
いる。村木地区高齢化率約
39％。

教育振興、論語塾子供
論語、

思いやる心、やる気
声に出して読む内に体にしみ心の
支えとなる

親子で参加すること

もちつき大会 25

公民館まつり開催日に青少年
育成部会、女性の会が協力し
て、杵,臼を使って行なう。児童
も杵を持ち、年配の方に手返し
を教わって行なう

30

今では杵、臼を使ってもちをつく機
会が少なく、年輩の人に教わりな
がら行い、年代のコミュニケーショ
ンにも繋がっている、また、ついた
もちを配ってたべてもらっている、
公民館祭りも盛り上がっている。

バードウォチング
23 2̂
5

4月中旬、宮島峡周辺にて、富
山野鳥の方々の指導で、子供
大人の方々が参加している。9
時～12時

28
富山野鳥の方4名、公民館3
名。

親子で大自然を散策しながら、野
鳥の様子【とび方,鳴き声）

本日、見た鳥たちの特徴や習性
を図鑑などで確かめる。

公民館際 25

様々なサークル地域団体が日
頃の活動の成果を披露する。地
域住民で構成された実行委員
が企画、運営を推進する。

700

舞台発表、作品展示、販売等
の業務内容に分担、大勢の
住民１参加者が少なく、高齢
者１の利用も限１られている。

女性学級 25
「学習を通して地域に根ざした
活動を目指す」をテーマに年10
回の講座を展開。

59
活動は多岐に渡るが、生活に密着
したものが多い。

参加者の減少。

弟37回いなみファミリー
マラソン大会

25

井波小、中学校生,父兄、一般
人参加によるマラソン大会、参
加者は約700名、ボランティア
150名

150 審判員、交通整理、給水他

マラソン大会への参加意欲を高
め、体力向上、ボランティア精神の
維持が期待される、勿論地域のま
とまり、活性に繋がっている。」

一般ボランティアによる開催であ
り、人数の減少を心配している。

門松づくり 25
農林水産公社の協力で森の働
きを学ぶと共に門松作りを実施
した

50 講義と門松作りに協力した

子供20名を含む50人が参加して
森の大切さを知ると共に正月を新
鮮な気持ちで迎えれるよう各自が
門松を作成した。始めての試み
だったが、スムーズに実施でき、
特に問題は無かった。

放課子供教室

毎年
【平
成17
年度
より）

文化活動、ニュースポーツ活動 40~50 指導者、安全管理 好評 集まる人数変動

放生津コミュニティセン
ター
市立伏木公民館

公民館まつり
鴻各
種団
体・

700

放課後子供教室 25

放課後子供教室において新川
高校ボランテイア部が安全管理
としての子供のスポーツ指導や
見守りを行った。

3

新川高校ボランティア部、ス
ポーツ指導、生涯学習。・ス
ポーツ課、実施主体とボラン
ティア部の仲介・調整

放課後子供教室の指導者や安全
管理委員は、地域の年配者が中
心だったが高校生が参加し、幅広
い年齢層の参加ができた。

高校生が卒業してからの参加継
続」

ふるさと講座 25
滑川で推進しているふるさと講
座の一つに、上市町の黒川フェ
スティバルに参加をした。

23
近くに住んでいながら素晴らしい
遺跡があるのに見に行ったことが
なくとても感動しました。

山を歩くので足腰の弱い人は参
加できない
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資料６	 参加者が作成した活動プラン 
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資料７	 活動プランの記載内容チェックシート 
出
番
づ
くり
活
動
プ
ラ
ン
に
記
載
す
る
内
容

1
活
動
そ
の
も
の
や
、
活
動
を
広
め
よ
う
と
す
る
志
し
や
熱
意
が
感
じ
ら
れ
る
よ
う
表
現
を
工
夫
し
ま
し
ょ
う
。

2
第
3
者
や
制
度
を
批
判
す
る
の
で
は
な
く
、
現
状
を
良
く
し
よ
う
と
す
る
目
標
意
識
や
具
体
策
を
し
め
し
ま
し
ょ
う
。

3
地
域
の
特
性
や
課
題
を
認
識
し
、
活
動
に
よ
っ
て
よ
り
深
い
地
域
理
解
や
課
題
解
決
に
つ
な
が
る
点
を
伝
え
ま
し
ょ
う

4
自
身
や
活
動
に
つ
い
て
書
く
際
に
は
独
り
よ
が
り
に
な
ら
ず
、
冷
静
か
つ
丁
寧
な
説
明
と
分
析
を
行
い
、
わ
か
り
や
す
い
表
現
に
つ
と
め
ま
し
ょ
う
。

5
活
動
プ
ラ
ン
実
現
の
た
め
の
ご
自
身
の
力
に
つ
い
て
示
し
ま
し
ょ
う
。

5
-
1

5
-
2

5
-
361
こ
れ
ま
で
の
活
動
実
績
を
箇
条
書
き
で
は
な
く
、
エ
ピ
ソ
ー
ド
な
ど
と
と
も
に
具
体
的
に
示
し
ま
し
ょ
う
。

1
-
1
　
　
社
会
生
活
や
企
業
等
で
の
経
験
を
も
と
に
学
ん
だ
こ
と
や
身
に
つ
け
た
能
力

1
-
2
　
　
学
習
講
座
で
学
ん
だ
こ
と
や
身
に
つ
け
た
能
力
、
経
験
に
つ
い
て

1
-
3
　
　
活
動
プ
ラ
ン
に
関
わ
る
趣
味
や
特
技

1
-
4
　
　
活
動
に
関
わ
る
こ
れ
ま
で
培
っ
た
人
脈

1
-
5
　
　
地
域
で
の
こ
れ
ま
で
の
活
動
の
実
践
や
取
り
組
み

21
活
動
プ
ラ
ン
に
向
け
た
目
標
、
課
題
と
現
在
ま
で
の
取
り
組
み
を
示
し
ま
し
ょ
う
。

1
-
1
　
　
活
動
プ
ラ
ン
と
関
連
し
た
現
在
ま
で
の
取
り
組
み
に
つ
い
て

1
-
2
　
　
活
動
プ
ラ
ン
作
成
ま
で
の
相
談
な
ど
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
具
体
的
な
内
容
、
対
象
者
、
関
係
機
関
に
つ
い
て

1
-
3
　
　
現
在
ま
で
の
達
成
状
況
と
今
後
取
り
組
む
べ
き
課
題
に
つ
い
て

1
-
4
　
　
課
題
解
決
に
向
け
た
今
後
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
内
容
、
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
に
つ
い
て

2
課
題
解
決
に
向
け
た
取
り
組
み
に
つ
い
て
協
力
を
受
け
る
関
係
機
関
、
グ
ル
ー
プ
、
人
物
等
を
示
し
ま
し
ょ
う
。
そ
れ
ぞ
れ
ど
の
よ
う
な
協
力
が
必
要
か
書
き
ま
し
ょ
う
。

1
地
域
住
民
や
地
域
の
活
性
化
に
つ
な
が
る
テ
ー
マ
、
対
象
者
を
示
し
ま
し
ょ
う
。

2
こ
れ
ま
で
の
活
動
や
取
り
組
み
を
踏
ま
え
た
上
で
、
こ
の
活
動
プ
ラ
ン
が
ど
の
よ
う
に
位
置
づ
く
の
か
示
し
ま
し
ょ
う
。

3
活
動
プ
ラ
ン
の
作
成
に
至
る
問
題
意
識
や
活
動
プ
ラ
ン
に
対
す
る
地
域
の
ニ
ー
ズ
等
の
背
景
を
示
し
ま
し
ょ
う
。

4
い
つ
活
動
す
る
の
か
、
ど
こ
で
活
動
す
る
の
か
、
ど
ん
な
こ
と
を
活
動
す
る
の
か
、
ど
の
よ
う
に
活
動
す
る
の
か
を
活
動
プ
ラ
ン
に
示
し
ま
し
ょ
う
。

5
活
動
で
の
自
身
の
役
割
、
活
動
に
関
係
す
る
組
織
、
人
と
そ
の
役
割
を
示
し
ま
し
ょ
う
。

6
活
動
プ
ラ
ン
実
現
に
よ
る
成
果
、
効
果
（
自
分
に
と
っ
て
、
地
域
に
と
っ
て
）
を
示
し
ま
し
ょ
う
。

7
活
動
プ
ラ
ン
実
現
に
向
け
た
今
後
の
取
り
組
み
を
示
し
ま
し
ょ
う
。

7
-
1
　
　
現
在
ま
で
の
取
り
組
み
を
踏
ま
え
、
活
動
プ
ラ
ン
実
現
に
向
け
て
の
課
題

7
-
2
　
　
課
題
解
決
に
向
け
た
今
後
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
内
容
、
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

7
-
3
　
　
課
題
解
決
に
向
け
た
取
り
組
み
に
つ
い
て
協
力
を
受
け
る
関
係
機
関
、
グ
ル
ー
プ
、
人
物
と
協
力
の
内
容
に
つ
い
て

記
載
の
ポ
イ
ン
ト

で
き
る
だ
け
活
動
に
関
わ
り
の
な
い
方
、
ご
家
族
な
ど
に
読
ん
で
い
た
だ
き
、
文
章
に
対
す
る
意
見
を
頂
き
、
改
善
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

ま
た
、
相
談
会
や
関
係
機
関
と
の
相
談
な
ど
を
活
用
し
ま
し
ょ
う
。

実
績
、
経
験
（1ペ

ー
ジ
⽬目
）

自
分
発
見
・
仲
間
づ
く
り
ワ
ー
ク
シ
ー
ト
を
参
考
に
、

説
明
会
に
参
加
す
る
ま
で
の
自
分
に
つ
い
て
振
り

返
り
、
こ
れ
ま
で
に
や
っ
て
き
た
こ
と
、
で
き
る
こ
と
、

学
ん
で
き
た
こ
と
、
身
に
付
け
た
こ
と
を
活
動
プ
ラ
ン

に
関
連
付
け
て
書
き
ま
し
ょ
う
。

身
に
つ
け
た
能
力
や
経
験
、
人
脈
、
活
動
の
実
践
が
活
動
プ
ラ
ン
実
現
の
た
め
に
ど
の
よ
う
に
役
に
立
つ
か
説
明
し
ま
し
ょ
う
。

⽬目
標
、
課
題
と
現
在
の
取
り
組
み
（2ペ

ー
ジ
⽬目
）

活
動
プ
ラ
ン
準
備
シ
ー
ト
を
参
考
に
、
活
動
プ
ラ
ン

実
現
の
た
め
に
説
明
会
か
ら
今
に
至
る
ま
で
取
り

組
ん
で
い
る
こ
と
、
達
成
で
き
た
こ
と
を
書
き
ま
し
ょ

う
。

活
動
プ
ラ
ン
の
内
容
（3ペ

ー
ジ
⽬目
）

こ
れ
ま
で
に
学
ん
だ
こ
と
や
身
に
つ
け
た
経
験
、
い

ま
取
り
組
ん
で
い
る
こ
と
を
こ
れ
か
ら
ど
の
よ
う
に
社

会
や
自
分
の
た
め
に
役
立
て
た
い
か
、
活
動
プ
ラ
ン

と
し
て
ま
と
め
ま
し
ょ
う
。

出
番
づ
くり
活
動
プ
ラ
ン
全
体

　
　
自
己
実
現
力
：
活
動
プ
ラ
ン
の
実
現
へ
の
取
り
組
み
に
向
け
て
、
課
題
や
目
標
を
も
ち
、
取
り
組
ん
で
い
る
こ
と
、
自
身
の
持
ち
味
を
活
動
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ど
の
よ
う
に
生
か
す
か
示
し
ま
し
ょ
う

　
　
人
間
関
係
力
：
活
動
プ
ラ
ン
や
課
題
を
共
有
し
合
う
仲
間
づ
く
り
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
形
成
に
ど
の
よ
う
な
努
力
を
し
て
い
る
か
示
し
ま
し
ょ
う

　
　
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
力
：
活
動
プ
ラ
ン
を
読
む
側
の
立
場
に
立
ち
、
わ
か
り
や
す
い
表
現
に
努
め
て
い
る
こ
と
、
写
真
や
映
像
な
ど
IC
T
を
活
用
し
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
そ
の
効
果
を
生
か
し
た
魅
力
あ
る
表
現
に
取
り
組
も
う
と
し
て
い
る
こ
と
を
示
し
ま
し
ょ
う
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資料８	 学びの貯金箱（eポートフォリオ）活用についての資料１ 

 

 

活動プランづくりに役⽴立立つ道具
学びの貯⾦金金箱の活⽤用について（１）

学んだことや企業、生活での
経験、実績、人脈、相談した
ことを整理してまとめ、伝えら
れるようにしておきたい…

「学びの貯金箱」は項目立てがあるから
整理して記録できる！

電子的な記録だからいつでも見返すこと
で振り返りができるし、伝えやすい

関係機関の
担当者

紙にたくさん書いたのに、
どこにしまったか、わから

なくなった…

パソコンからみた学びの貯金箱の画面

これまでどんな実
績があるのか、整
理してわかりやすく
伝えて欲しいな…

なるほど！

この実績を生か
せば、公民館でこ
んな活動が考え
られますよ！

適切なアドバイス
ができてよかっ

た！

関係機関の
担当者
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活動プランづくりに役⽴立立つ道具
学びの貯⾦金金箱の活⽤用について（２）

活動プランとして
実現したいこと！

実現のために
「何を」「どのように」
取り組むか

実現のために
「何を」「どのように」
取り組むか

活動プランを実現するために、何から順に始
めればいいのか、頭の中が整理できない…
今始めてることをちゃんとまとめておきたい

１番⽬目の
取り組み

２番⽬目の
取り組み

３番⽬目の
取り組み
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活動プランづくりに役⽴立立つ道具
学びの貯⾦金金箱の活⽤用について（３）
活動プランの広報と電⼦子化の効果

講座の受講、
資格

社会活動 趣味、特技

学びの貯⾦金金箱
（⾃自分の記録：⾮非公開）

①貯める

②知らせる

職歴 出会った人

③伝わる

活動プラン
発表資料

私たちと一緒に
活動していただ
きたい！

私たちの施設で、
ぜひ、活動してい
ただきたい！

学校、公民館、生涯学習施設、活動グループ、県民

貯⾦金金箱から伝えたい記録を
選びショーケースに陳列列

ショーケース
（⾃自⼰己PRシート）

閲覧閲覧

並べ替え、分類・整理、
振り返り

目標や目標に向けての
取り組みを考える

写真、映像

活動プラン

活動プランの実現性、その
根拠となる資料も一緒に公
開しましょう

写真や映像などを活用す
ることで、活動の志、熱意、
人柄も伝わり、説得力があ
る説明プレゼンテーション）
ができます。

これからを担う
働き盛り、若い
人にもネットを
通じて効果的に
伝えましょう

広報・
インターネットを
通じて公開

広報・
インターネットを
通じて公開
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資料９	 学びの貯金箱（eポートフォリオ）活用についての資料２ 
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資料１０	 活動プラン発表会・表彰開催記録 

 
「ICT の活用による学習成果の評価・活用に関する調査研究」	 

	 出番づくり応援プログラム	 活動プラン発表会	 開催記録	 

開催日時 平成２６年２月２３日（日） １５：３０～１７：３０ 
開催場所 富山県教育文化会館 403 号室	 

出 席 者 

富山県民生涯学習カレッジ 荒井学長、石倉副学長、森氏 
富山県教育委員会 生涯学習・文化
財室 

木村室長、広瀬氏 

富山県公民館連合会 中村事務局長 
富山大学人間発達科学部 山西教授（代表）、黒田教授 
NPO法人地域学習プラットフォー
ム研究会 

柵理事長 

国立教育政策研究所 立田氏 
富山インターネット市民塾  推進
協議会 事務局 

杉本氏、吉田氏、熊野氏 

事務局 ㈱ジェック経営コンサルタント	  
谷優美子、田中雅人 

 １．挨拶	 

２．活動プラン発表	 

３．表彰及び講評	 
議 事 

協議内容 

３．挨拶	 

（１）富山県教育委員会	 生涯学習・文化材室長	 木村氏 
（２）国立教育政策研究所	 統括研究官	 立田氏	 

	 

	 

	 

	 

	 

	 

	 

２．活動プラン発表	 

（１）広報（Web＋映像、冊子）について	 

	 ・事務局より今後の広報活動についてご説明させて頂く。	 

	 

	 

	 

	 

	 

①木村氏 ②立田氏 
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（２）活動プラン発表	 

	 ・以下 9 名の方に活動プランの発表を頂いた。	 

①加賀谷辰夫氏：「富山の魅力～富山県民だからこそ知っておきたい、	 

そして、ほかの人にも熱い想いを持って伝えたい～」	 

②川田有紀子氏：「伝統芸能の能楽をわかりやすく楽しく学ぶ」	 

③白石正人氏：「富山の古文書を読み解く」	 

④坂東喜行氏：「ケアウィル勉強会ホームページ作成	 

－めざそう！ケアのある暮らし<元気高齢者からの発信>－」	 

⑤古草雅美氏：「館から環へ」	 

⑥細畑鋼一郎氏：「認知症	 脳トレ」	 

⑦藤田勇信氏：「いきいき古刹探訪」	 

⑧湊輝男氏：「地球温暖化のいろいろ」	 

⑨大谷矢辰則氏：「笑って元気・富山（笑いの体操）」	 

	 

	 

	 

	 

	 

	 

	 

	 

	 

	 

	 

	 

	 

	 

	 

	 

	 

	 

	 

	 

３．表彰及び講評	 

（１）表彰	 

	 ・活動プラン提出者及び本発表会にて発表頂いた中から、以下 3 名の方を表彰させ

て頂いた。表彰者は地域 e パスポート研究協議会代表	 山西氏。	 

	 	 ①加賀谷様：ふるさと富山の魅力アップと知のおもてなしに期待	 

①加賀谷さん 

②川田さん 

③白石さん 

④坂東さん 

⑤古草さん 

⑥細畑さん 

⑦藤田さん 

⑧湊さん 

⑨大矢矢さん 
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	 	 ②川田様：伝統芸能の素晴らしさ、楽しさを新たな形で地域に伝えることに期待	 

	 	 ③大谷矢様：心と身体をユニークな方法で元気にすることに期待	 

	 

	 

	 

	 

	 

	 

（２）全体講評	 

	 ・富山県民生涯学習カレッジ学長	 荒井氏より全体講評を頂く。	 

	 

	 

	 

	 

	 

以	 上 
 
 
 
 

①加賀谷さん ②川田さん ③大矢矢さん 
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資料１１	 学びを活かす「地域人材」紹介冊子配布先 

 

 

箇所

教育委員会事務局、各室（課）等 15

生涯学習室 1

県庁各室（課） 60

議会事務局 1

出先機関・県関連施設・その他施設など
（美術館、博物館、自然の家、研修センター、財団等）

78

3 12

4 県立学校(５４）及び私立学校（１１） 65

389

34

88

270

32

50

25

138

6 協賛企業 33

50

1

本部 1

4

映像センター 1

1348

高校

配付先

1
県
関
係

県
教
委

そ
の
他

	 高等教育機関（大学・専門学校等）・育成機関

　　生涯学習施設（美術館、博物館、自然の家等）

5

市
町
村
関
係

　　地区公民館・コミュニティセンター

各４地区センター

予備

　　図書館（富山市他32）

　　富山市立公民館（50）

　　富山市立図書館（25）

	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 計

　会館内　その他の団体(ルーエを含む）

7

　教育長・行政（教育）センター長・事務局
（管内小中学校含）

　市町村住民窓口（役所、行政センター等）

生涯学習団体（県民カレッジで開講している団体等）

教育文化会館　　

県
民
カ
レ
勏

ジ
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資料１２	 Webページによる人材照会 
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資料１３	 eポートフォリオシステムの概要 

 

 

 
 

地域eパスポートWebページ
学遊ネット⼈人材情報検索索

地域⼈人材⾃自⼰己PRページ

認定された
地域人材の

照会

認定された
地域人材の

照会

スライド
動画

地域人材の実績に加え、何ができるか、何をしたいか、何に
取り組んでいるのか、などをスライドや映像を使って地域人
材についてわかりやすく伝えることができる。

学遊ネットマイページマイポートフォリオ
受講履歴の記録をネットワーク経由で
ポートフォリオに取り込む

地域活動の記録、目標、職歴、
読書記録、人との出会いなど、

映像ファイルなどを記録できる

記録をもとに、自己についてPRする

振り返りの質を⾼高めるため
記録の⼀一覧性、網羅羅性の
改善（インタフェース改善）
スマートフォンから学習記録
を登録できるよう改善

学遊ネット、eポートフォリオの活⽤用と改善点 ※オレンジ内がシステムの改善点

⼈人材認定バッジの表⽰示
・認定を受けた地域⼈人材であ
ることが理理解できます
・県⺠民カレッジ履履修単位・称号

新カード
・認定者に配布
・認定の履歴を記入する

・あらかじめ利用者IDを示す
QRコードを印刷（or	  シール）
・学習記録の登録
・受講履歴の確認

QRコードリーダーアプリ
を使いスキャン

スマートフォンのブラウザが開き、パスワード
の入力後、eポートフォリオを利用する
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貯金箱に貯める

取得資格、読んだ本、出会った人
社会活動、趣味・特技、職歴、
学習・訓練歴、長所、短所から選択

カレンダー表⽰示部

カレンダー表⽰示部の詳細

マークをクリックでポートフォリオの入力

活動プランの素案を作成

活動プランの素案を作成

モチベーショングラフ・・・できごと

短期目標・・・目標 おもてなしボランティアとして観光案内ができるようになる

長期目標・・・目標

講座の準備…

交流流会のま…

講座の準備…

活動の記録・・・活動内容

学びの貯金箱・・・（種類）

おもてなし講…

ボランティア交…

プレゼン作成…

おもてなし講…

おもてなし講…

社内交流流会にて プレゼン作成

プレゼン作成

アドバイス・・・タイトル

アドバイス

アドバイス

アドバイス

アドバイス

社会活動

読んだ本

出会った⼈人

社会活動

読んだ本

出会った⼈人

アイコンと表⽰示される内容

年
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資料１４	 eポートフォリオシステムと生涯学習支援システムとの連携 

 

 
 

カレンダー表⽰示部の詳細

活動プランの素案を作成

活動プランの素案を作成

おもてなしボランティアとして観光案内ができるようになる講座の準備…

交流流会のま…

講座の準備…

おもてなし講…

ボランティア交…

プレゼン作成…

おもてなし講…

おもてなし講…

社内交流流会にて プレゼン作成

プレゼン作成

アドバイス

アドバイス

アドバイス

アドバイス

社会活動

読んだ本

出会った⼈人

社会活動

読んだ本

出会った⼈人

マークをクリックで
入力メニューがフロー
ティング表示される

フローティング表示さ
れた入力メニューから
入力したい項目を選択
することで、選択した
項目の入力画面へ遷
移する

アイコン
をクリックで
各記録を表示

年

・eポートフォリオ上に「⽣生涯学習データ連携サービス」を設置し、提携した⽣生涯学習システムにて管理理されているデータについて、eポート
フォリオへのネットワーク経由でのデータ取得登録（インポート）をサポートする。（現在は、CSVファイルのダウンロード、アップロードにより
⼿手動で登録を⾏行行っている）
・⽣生涯学習データ連携サービスでは、eポートフォリオの利利⽤用者は、あらかじめ提携した⽣生涯学習システムのID、パスワードの登録を⾏行行う。ま
た、eポートフォリオに登録するデータについて、「提携した⽣生涯学習システム名」「⽣生涯学習システム上のデータ項⽬目」、「eポートフォリオ上
での登録先」を指定する。
・本年年度度の事業では、富⼭山県⺠民⽣生涯学習カレッジの「とやま学遊ネット」を提携先とし、「⽣生涯学習システム上のデータ項⽬目」として、とやま学
遊ネット「マイページ」（講座パスポート）にて表⽰示される「受講履履歴」、eポートフォリオ上での登録（インポート）先として、eポートフォリオ「学
びの貯⾦金金箱」（学習・訓練歴）とする。

・とやま学遊ネット

eポートフォリオ

⽣生涯学習データ連携サービス
提携先

・○○県⽣生涯学習システム
・△○市⽣生涯学習システム

とやま学遊ネット

受講履履歴DB

eポートフォリオDB

○○県⽣生涯学習システム

○○DB

とやま学遊
ネット用設定

○○県シス
テム用設定

提携先利用者
ID,パスワード
提携先利用者
ID,パスワード

データ取得

データ取得
データ登録

・受講講座名
・実施機関名

・学びの貯金箱

データ登録

インターネット
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とやま学遊ネット	 講師・指導者検索画面 

 
とやま学遊ネット	 講師・指導者情報画面（検索画面から人名をクリックすると表示） 

選択 取得先システム 取得データ 取り込み先

▼

▼

学遊ネットマイページ 講座パスポート画⾯面

設定

eポートフォリオ 学びの貯⾦金金箱「学習・訓練歴」画⾯面

▼受講履履歴 学びの貯⾦金金箱
学習・訓練歴

⽣生涯学習データ連携サービス 画⾯面案

とやま学遊ネット 取り込む

○○県⽣生涯学習システム 設定

履歴

⽣生涯学習データ連携サービス

▼受講履履歴
学びの貯⾦金金箱
学習・訓練歴 取り込む 履歴

取得先システム
のID,パスワード
を登録

取得した日時、ス
テータス、データ
件数等を表示

受講履履歴として
以下の項⽬目を
取り込む
・講座名
・受講年年度度
・主催者名
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